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研究協議題  

研究領域 ศ科会 研 究 課 題 視        点 

Ϩ 学校経営 

㸯 経営ビジョン 

明確࡞ビジョン

に基࡙く創意࡜

活力に満ちた学

校経営の推進 

ձ子どもの未来を見据えた明確࡞学校経営ビジョンの策定 

ղ学校の役割を明確にࡋた創造的࡞学校経営の推進 

㸰 組織・運営 

学校経営ビジョ

ンの実現を図る

活力ある組織࡙

く࡜ࡾ運営 

ձ学校経営ビジョンの実現に向けた運営組織のๅ新 

ղ誇ࡾ高き子どもを育ࡴための活力ある運営 

㸱 評価・改善 

学校教育の充実

を図る評価・改善

の推進 

ձࠕ新た࡞知を拓くࠖ教育を実現するための学校経営の評価 
 ・改善 

ղ学校࡙くࡾ・人࡙くࡾを推進するための学校評価・教職員

人事評価の工夫 

ϩ 教育課程 

㸲 知性・創造性 

知性・創造性を育

教育課程の編ࡴ

成・実施・評価・

改善 

ձこࢀからの社会を生き抜くための学力を育ࡴ教育課程の編

成・実施・評価･改善 

ղ共に生きる知恵を磨き，高め合う教育活動の創造・推進 

㸳 豊か࡞人間性 

豊か࡞人間性を

育ࡴ教育課程の

編成・実施・評価

・改善 

ձ豊か࡞心を育ࡴ道徳教育の推進 

ղ心結ぶ未来社会をࡘくる人権教育の推進 

㸴 健やか࡞体 

健やか࡞体を育

教育課程の編ࡴ

成・実施・評価・

改善 

ձたくまࡋく生きるための体力を育ࡴ教育活動の推進 

ղ主体的，実践的࡞能力や態度を育ࡴ健康教育の推進 

Ϫ 指導・育成 

㸵 研究・研修 

学校の教育力を

向上させる研究

・研修の推進 

ձ教員の資質能力を高める校内研究・研修の推進 

ղ教職員に展望や参画意識をもたせる研修の推進 

㸶 ࣮ࣜダ࣮育成 

こࢀからの学校

を担う࣮ࣜダ࣮

の育成 

ձ確か࡞展望をもち行動࡛きるミド࣮ࣝࣜダ࣮の育成 

ղ変化の時代を生きる人間性豊か࡞管理職人材の育成 

ϫ 危機管理 

㸷 学校安全 
命をᏲる安全・防

災教育の推進 

ձ自ら考え，ุ断ࡋ，行動࡛きる子どもを育ࡴ安全・防災教 
 育の推進 

ղ学校・地域・関係機関࡜の連携を図った意図的・計画的࡞

学校安全・防災の推進 

10 危機対応 
様々࡞危機への

対応 

ձいࡌめや不登校等への適ษ࡞対応 

ղ高い危機管理能力をもࡘ組織・体ไ࡙くࡾ 

Ϭ 教育課題 

11 社会形成能力 
社会形成能力を

育ࡴ教育の推進 

ձ社会に貢献する資質能力･態度を育成する教育活動の創造 

ղ豊か࡞未来の実現に貢献する力を育ࡴキャࣜア教育の推進 

12 自立࡜共生 

自立࡜共生を図

実践的態度をࡾ

育ࡴ教育の推進 

ձ子どもの自立を図る特ู支援教育の推進 

ղ心結ぶ未来社会の実現に向けた環境教育等の推進 

13 連携・接続 

家庭・地域等࡜の連

携࡜異校種間の接

続の推進 

ձ家庭・地域等࡜連携ࡋた開かࢀた学校࡙くࡾの推進 

ղ異校種間の学びの連続性を重視ࡋた取組の推進 
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Ȫ１ȫȶ確か̈́学力ȷ͈定着͈ために 

 ① 基礎基本͈徹底 

・業前の時間でのȶ計算タͼムȷȶ漢字タͼムȷの実施

や年ˏ回のȶふ̲̽こ漢字，ふ̲̽こ計算テΑトȷの

実施ͤ͢ͅ基礎基本の確実な定着を図̽̀いる。 

・ȶ音読カードȷȶ暗唱カードȷを活用し，毎日の音読

習慣と言語能力の育成を図̽̀いる。ȶ暗唱カードȷ

͉ͅ，毎月，学年で決͛た詩を貼ͤ，暗唱で̧た児童

かͣ校長室ͅ来̀，詩の暗唱チャτンジをし̀いる。 

暗唱̦で̧た 

児童͉ͅ，校長 

̦賞賛の言葉と 

共ͅ暗唱カード 

ͅΑタンίを押 

し̀返し̀いる。 

                 Ⱥ暗唱チャレンジȻ 

② 個に応じた指導͈充実 

・算数科で少人数指導をˎ，ˏ，ː，˒学年で実施し，

個ͅ応̲た支援を行̽̀いる。 

・理科でＴＴ指導をˏ，ː，ˑ学年で実施し，実験・観

察の準備や児童への指導̦複数の教員ͤ͢ͅ，̧͛細

かく行える͢うͅし̀いる。 

・特別支援学級の児童の交流授業，通常学級の児童の校

内通級を充実させ，児童の個々の課題解決を図̽̀い

る。̧̧ͣͣサεーターȪ市費の補助員ȫ̦特別支援

学級ͅˏ名，通常学級ͅˍ名配置さͦ̀いる。 

・パワーͺッί学 

習Ȫ学期末，夏 

休みȫを実施し， 

一人一人の児童 

の課題ͅ対応し 

な̦ͣ，基礎基 

本の徹底を図̽ 

̀いる。          Ⱥパワーアップ学習Ȼ  

ӳ 思考力・判断力・表現力͈育成 

・特別活動の校内研究［ȶ学級活動Ȫˍȫ話し合い活動ȷ］

を中心ͅ研修を進͛̀いる。その中で，ͺクティή・

ラーニンΈȶ考え・話し合い・学び合う学習ȷの推進

を図̽̀いる。 

Ȭ研究領域ȭ  Ⅰ 学校経営 

第１分科会  経営ビジョン 

Ȭ研究課題ȭ 明確̈́ビジョンに基づく創意と活力に満ちた学校経営͈推進 

Ȭ視点ȭ 

① 子͈̓͜未来を見据えた明確̈́学校経営ビジョン͈策定 

                  提案者  行田市立東小学校長  佐 藤  明 彦    

１ ͉じめに 

 コミュニティー̦学校を̾くͤ，学校̦コミュニティー

を̾くͥ͂言わͦͥ。学校́学̺ͭ子供たち͉，や̦̀地

域͈一員͂̈́ͤ，地域を担̽̀いく。す̈́わち，子供͈健

や̥̈́成長̦や̦͉̀地域͈発展̦̾̈́̽̀ͅいく͈́あ

ͥ。そ͈こ͂を考えた̧͂，学校͈経営ビジョン͉，学校

̺け͈͈͉́̈́͜く，地域発展͈た͈͛ビジョン́あͥ͂

͜言えͥ。 

した̦̽̀，子供͈未来を見据えた明確̈́学校経営ビジ

ョン͈策定を考えた̧͂，地域͈歴史や地域͈人々͈学校

へ͈思いを十分踏まえた上́，子供たち͈資質・能力を十

分ͅ伸͊すた͛ͅ，中・長期的̈́視点ͅ立̽̀考え̀い̥

̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い͂思̽̀いͥ。 

ˎ 本校͈概要 

本校͉，行田市͈中心部東側ͅ位置し，さ̧たま古墳群

並びͅˎˌˌˌ年͈眠̥ͤͣ覚͛た古代蓮͈花咲くȶ古代

蓮͈里ȷͅ隣接すͥ文化͈薫ͤ高い学校́あͥ。ȶ金錯銘

鉄剣ȷ̦出土したこ͂́全国的ͅ知ͣͦ̀いͥȶ稲荷山古

墳ȷや，日本一͈規模を誇ͥ円墳ȶ丸墓山古墳ȷを含͚，

さ̧たま古墳群͉ͅ，全校児童́徒歩遠足ͅ出̥けたͤ，

６年生̦ȶ͉ͅわ͈館ȷ́，͉ͅわ作ͤを体験したͤし̀

いͥ。明治ˍˍ年創立͂いう本校͈歴史͂伝統͉，地域͈

人々͂̽̀͜ͅ誇ͤ高いȶ̤̦ͣ学校ȷ͂し̀今͜息̿い

̀いͥ。 

３ 実践͈概要 

今年度͈本校͈目指す学校像͉，ȶ一人一人̦大切ͅさ

ͦ，思いやͤ͂笑顔̦い̽ぱい͈学校ȷ́あͥ。学校̺け

́̈́く地域̪͙ͥ́，子供たち一人一人ͅ目を̥け，愛情

を注̪こ͂́思いや͈ͤあͥ 

温̥い心を育͙，子供たち̦ 

い̾͜笑顔́いͣͦͥ学校を 

̾くͤたい。子供たち̦笑顔 

́いͥた͈͛条件͂し͉̀ˎ 

̾あͥ͂考えͥ。ˍ͉̾，友 

達͂学ぶ喜びを味わい，確̥ 

̈́学力̦定着すͥこ͂́あͥ。 

͜うˍ͉̾，支え合う喜びを 

味わい̦̈́ͣ，豊̥̈́心̦育 

まͦͥこ͂́あͥ。以下，実 

践を述べͥ。 
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Ȫˎȫȶ豊か̈́心ȷ͈育成͈ために 

① 規範意識͈育成 

・ȶ東小͢い子のˍˌヵ条ȷを徹底し，学期末͉ͅ，児

童̦自己評価を行い，振ͤ返ͤを行̽̀いる。 

・ȶ東小教育の日ȷͅ人権教育ͅ係る授業公開を行い，

児童̺けでなく，保護者の人権意識の高揚を図̽̀

いる。 

② 読書活動͈充実 

・読み聞かせδランティͺの協力ͤ͢ͅ，朝の読書タ

ͼムͅ全学年で読み聞かせを実施し̀いる。 

・読̺ͭ本を読書カードͅ記入し，年間で低学年͉ˍ

ˎˌ冊，中高学年͉˒ˌ冊を目標ͅし̀取ͤ組ͭで

いる。 

ӳ ȶ花と緑と歌声とȷ͈推進 

・校内環境の充実を目指し，環境美化δランティͺ，

ＰＴＡ環境委員会の協力ͤ͢ͅ，緑と花い̽ぱいの

学校を目指し取ͤ組ͭでいる。 

・ȶ歌声朝会ȷで͉，校歌コンクールを実施するな̓，

明るく大̧な歌声̦校内ͅ響く͢うͅ取ͤ組ͭでい

る。 

Ӵ 学校行事や総合的̈́学習͈時間͈充実 

・ˑ学年̦行田特別支 

援学校とȶふͦあい 

交流会ȷを実施し， 

互いの学校を行̧来 

しな̦ͣ交流を深͛， 

思いやͤの心̦育つ 

͢うͅし̀いる。     Ⱥふͦあい交流会Ȼ  

・ȶ東小教育の日ȷͅ 日頃̤世話ͅな̽̀いる地域の方

を̤呼びし̀，感謝の心を込͛た温かい会を開い̀

いる。 

・さ̧た͘古墳へ全校児童̦縦割ͤ班で徒歩遠足ͅ出

かけるȶふͦあい集会ȷを実施し̀，学年を越え̀

互いͅ助け合い，思いやる心を育̀̀いる。 

Ȫ３ȫȶ開かれた学校づくりȷ推進͈ために 

 ① 学校応援団と͈連携 

・環境緑化，図書館整備，読み聞かせ，登下校見守ͤ

δランティͺの協力を得̀，学校の教育活動の充実

を図̽̀いる。特ͅ，環境美化δランティͺの方ͅ

͉，月ˎ回来̀いた̺い̀樹木の剪定，除草等をし

̀いた̺い̀いる。 

② 地域施設・人材͈積極的活用 

・地域͈レンゲ畑͈́自然体験活動Ȫレンゲ祭ͤȫ 

・ȶ͉ͅわ͈館ȷ͈́埴輪作ͤ体験 

・行田語ͤ部の会͢ͅる行田昔話等の語ͤ聞かせ 

・クラή活動での昔遊び体験 

ӳ 保・幼・中・特別支援学校と͈連携 

・関係保育園，幼稚園との情報交換ͤ͢ͅ，早期ͅ入学

児童の実態を把握する。 

・中学校と小中連携ͤ͢ͅ，中ˍΆャッί解消を図̽̀

いる。Ȫ͢うこそ先輩，教員間の交流ȫ 

・行田特別支援学校との連携を密ͅすると共ͅ，行田特

別支援学校のコーΟィネーターの先生ͅＷＩ˯Ｃ検査

等も行̽̀もͣ̽̀いる。  

Ӵ 学校͈教育活動͈積極的̈́発信 

・ˤＰͤ͢ͅ，常ͅ最新の情報を地域や保護者ͅ発信し

̀いる。 

・学校̺ͤ͢を関係機関や自治会へ配布し，回覧し̀い

た̺い̀いる。 

・ȶ東小教育の日ȷを設定し，学校公開を行い，授業や授

業以外の子供たちの様子も保護者や地域の方ͅ見̀い

た̺く͢うͅし̀いる。 

Ȫːȫȶ学校力ȷ͈向上͈ために 

 ① ȶ人事評価制度ȷȶ学校評価ȷ͈有効活用 

・自己評価Ώートの個人目標達成のた͛の面談，経過確

認，見届けを確実ͅ行う͢うͅし̀いる。 

・保護者ͺンΉートや学校関係者評価等の実施ͤ͢ͅ多

くの声を学校経営ͅ反映させ̀いる。 

 ② ȶ教師͈基礎基本10ヵ条ȷ͈実践 

・毎月，教師̦評価カードͅ達成状況を記入し振ͤ返ͤ

を行う。管理職もȶ管理職の基礎基本10ヵ条ȷを作成

し，自己評価をし̀いる。 

 ӳ 研修͈充実による指導力͈向上 

・ˍ人ˍ研究授業͈実施，ワークショップ型研究協議́

研修͈充実を図̽̀いͥ。 

・自主的研修会ͤ͢ͅ， 

切磋琢磨すͥ教師集 

団͈育成を図̽̀い 

ͥ。５月͉ͅ，校長 

̦図画工作科͈指導 

法̾ͅい̀，講義を 

行̽た。          Ⱥ校長ͥ͢ͅ講義Ȼ 

ː まとめ 

 子供͉学校́学び，家庭́し̾けͣͦ，地域́育̾͂言

わͦͥ。私͉，学校͂家庭，地域̦一体͂̈́̽̀子供たち

͈教育ͅ取ͤ組͚こ͂́，い̲͛や不登校̦̈́く，誰̦͜，

毎日明ͥく元気ͅ楽しく学校ͅ通えͥ͢うͅしたい。そ͈

た͛ͅ私͉，校長͂し̀，学校͈説明責任を̧ちͭ͂果た

す͂共ͅ，地域̪͙ͥ́子供たち͈未来を見据えた学校経

営を推進し̀い̧たい͂考え̀いͥ。 
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１ ͉じめに 

 (̱ )目指すビΏョン 

 

 

ӱ児童を大切  ͅ

児童一人一人͈学び͂安全安心を大切ͅすͥ。 

  Ӳ保護者・地域͈方々を大切  ͅ

   保護者や地域͈方々͈願いや思いを大切ͅすͥ。 

  ӳ教職員を大切  ͅ

同̲目標を̾͜教職員同士̦互いを大切ͅすͥ。 

 (ˎ )本校の概要 

本校͉，開校ˏ５年目͂̈́ͥ，児童数ˏˎˌ名，学級数 

ˍˎ学級͈学校́あͥ。 

 豊̥̈́自然͂，地域，保護者͈方々͈あたた̥̈́愛情ͅ支 

えͣͦ̀いͥ。また，登下校͈見守ͤや 

学習支援，花い̽ぱい͈環境̿くͤ等， 

ボランティアや応援団͈方々ͅ協力いた 

̺い̀いͥ学校́あͥ。 

 

 ˎ ビジョンを実現させるため͈，７つ͈方策 

 (̱ )教職員に共通目的を͜たせる。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 赴任ˎ年目͈校長͂し̀，今年度͈ȶ共通理解͂共通行動ȷを教職

員ͅ示す。４月ˎ日ͅ話す。視点͉，配慮児童͈理解͂，保護者カウ

ンセςング。そし̀，社会人͂し͈̀ビジネスマ΢ー͂，危機管理。 

(ˎ )教頭，主幹教諭の力を生̥す。 

  ӱ校務連絡会議͈実施 

   火曜日͈ˍ校時ͅ，毎週実施。校長，教頭，主幹教諭̦参加。

校長̦指示を出したͤ，連絡相談をしたͤすͥ場́あ̦ͥ，校長

͈͇ͣい͉，教頭，主幹教諭͈努力を称賛し，育̀ͥ場͂し̀い

ͥ。 

  Ӳ育成ˏ̥条 

   ア 具体的ͅ指示を出す。 

   イ 自分͈考えを͜たせͥ。 

   ウ 成就感を味わわせͥ。 

 (ˏ )教員の授業力を高め，児童の学びを大切にする。 

                 Ⱥ大̧̈́寺子屋Ȼ 

                   全員参加͈校内研修。   

                  ベテラン教員͈詩͈模   

                  擬授業等，学校課題研           

                  究͉͂，別ͅ実施。 

 

Ⱥ小さ̈́寺子屋Ȼ 

 経験５年以下教員͈研 

修。校長ͥ͢ͅ学級開  ̧

講座や，͛あ̀学習模擬 

授業等を実施。 

 

                   Ⱥ個人研究サポートȻ 

                    市教委̦実施し̀いͥ， 

                   個人，グループ研究を推 

                   奨し，研究を支援すͥ。 

                   校内発表会を実施。 

 

Ⱥ他校授業参観設定Ȼ 

 音楽等，専門性͈高い 

学習̾ͅい̀，他校ͅ  ̤

けͥ授業参観を設定。  ͂

͜ͅ参観し，礼を述べͥ。 

Ȭ研究領域ȭ Ⅰ 学校経営 

第１分科会  経営ビジョン 

Ȭ研究課題ȭ 明確̈́ビジョンに基づく創意と活力に満ちた学校経営͈推進 

Ȭ視点ȭ 

② 学校͈役割を明確に̱た創造的̈́学校経営͈推進 

                    提案者  ふじみ野市立さぎ͈森小学校長  榊 原  哲 也 

ȶ人ȷを大切にする学校 
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 (ː )危機管理に努め，児童の安全安心を大切にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⱥ学校，保護者͈共通行動Ȼ 

 不審者対応̾ͅい͈̀共通行動を，学校̺ͤ͢や保護者会ͅ  ̀

協力を依頼。 

 

                     Ⱥ不審者対応訓練Ȼ 

                      安全教育主任ͅ依頼 

                     し，新規研修͂し̀， 

                  不審者対応訓練を実施。 

                     警察͂連携を図ͥ。 

 (ˑ )情報発信，感謝の可視化̥ら，保護者，地域を大切に 

する。 

Ⱥ校内ͅ写真を掲示Ȼ        Ⱥγームページ́発信Ȼ 

   児童やPTA͈活動を         月５回͈更新を目指す。 

積極的ͅアピール。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⱥプレゼン́可視化Ȼ       Ⱥ感謝を形ͅȻ 

 諸会議͈校長挨拶時ͅ，        ̤世話̈́̽ͅた方ͅ，写 

プレゼン́活動を報告。        真をそ͈場́プレゼント。 

 

 

 

 

 

 

 (˒ )労務管理の視点̥ら業務改善を行い，教職員の心身を大切に 

する。 

 ӱ会議回数͈削減 

   スクラップ＆ビルΡ。土曜授業͈実施ͤ͢ͅ授業日̦ˏ日 

増加。伴̽̀，放課後͈会議を削減。 

 Ӳ会議時間͈短縮 

   会議͉，ˍ５時ˍˌ分̥ͣˍ６時ま́͂し，休憩時間を確 

保。スマート̈́会議を目指し̀実施。 

 ӳワークライフバランス͈推奨 

 ア ˍDAY５ 

  週ͅˍ度͉５時ͅ退勤。 

 イ Wednesday  ˓

  水曜日͉˓時ͅ退勤。 

 ウ 鍵͈管理 

  管理職ͥ͢ͅ施錠͈徹底。 

 (˓ )校長̦個性を発揮し，ビΐョンの範を示す。 

ȺバースデーカーΡȻ           Ⱥˍ対ˍ面談Ȼ 

   教職員，児童へバース          給食を食べ̦̈́ͣ，６年 

デーカーΡをプレゼント。         生͂楽しく面談。 

 

 

 

 

 

 

Ⱥ学級へプレゼントȻ           Ⱥ転出入児童へ͈手紙Ȼ 

  担任͈学級経営を支援。           迎え入ͦͥ気持ち，見送ͥ気 

                                    持ちを表現。目を見て，手渡し。 

   

 

Ⱥ̤話朝会Ȼ 

  月ͅˍ回プレゼン́発 

表。思いを語ͥ。短く。 

 

 

 

 

 

３ おわりに 

 校長͉，教頭，主幹教諭を一番大切ͅし，教頭，主幹教諭͉，担任

を一番大切ͅすͥ。そͭ̈́学校を創ͤたい。そこ̥ͣ大切͈輪を広̬，

深͛̀い̧たい。 
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１ ͉じめに 

 今，学校͉，い̲͛・不登校を͉̲͛，様々̈́課題ͅ直

面し，対応̦求͛ͣͦ̀いͥ。そ͈͢う̈́中́，個々͈教

員̦そ͈都度対応すͥ͂いう͈͉́̈́く，組織的̈́対応や

学校͂し͈̀力̦必要́あͤ大切́あͥ。 

 そ͈た͉͛ͅ，校長̦学校経営͈ビジョンを明確ͅ示し，

教職員͈意識を高͛ͥこ̦͂重要́あͥ。そし̀，教職員

̦学校教育目標や重点目標͈実現ͅ向け̀組織的ͅ実践す

ͥこ̧̦͂́ͥ͢う，校長͉，活力あͥ組織̿くͤ͂運営

を進͛ͥ必要̦あͥ。 

 

 ˎ 本校͈概要 

本校͉，開校ˍ４ˎ年目を迎えͥ歴史͈あͥ学校́あͥ。

正門を入̽̀す̪目͈前ͅあͥ松͈木͉，地域͈方͈尽力

́校舎̦建̀ͣͦた際，移植さͦた͈́͜，ȶ小室͈松ȷ͂

し̀，代々親しまͦ，語ͤ継̦ͦ̀いͥ。最近͉，古く̥

ͣ地元ͅ住͚方ͤ͢͜，宅地や住宅̦手ͅ入ͤやすい環境

ͤ͢ͅ新しく移住し̧̀た方̦多く̧̈́̽̀た。平成ˍ６

年度ͤ͢食育͈研究ͅ取ͤ組͙，平成ˍ８年度文科省食育

地域指定発表，平成ˎˏ年度学校給食優秀表彰を経̀，現

在͜様々̈́食育ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。 

 

３ 研究͈͇らいと本校͈課題 

 օ 研究͈͇ͣい 

  Ȭˍȭ学校経営ビジョン͈実現ͅ向け̀，学校像や学校

教育目標実現へ͈具体的̈́手̺̀や道筋を͈̓͢

うͅ示し̀いく̥。 

  Ȭˎȭ教職員ͅ学校運営͈担い手͂し͈̀自覚͂意欲を

持たせ̦̈́ͣ，実現状況を分析・評価し，運営組

織や内容等͈改善を͈̓͢うͅ進̥͛ͥ。 

 ֆ 本校͈課題 

  ӱ 研究͈͇ͣいȬˍȭͅ関し  ̀

    学校経営͈重点をグランΡデΎイン等́示し̀いͥ

̦具体的̈́手立̀や道筋̦̾̈́̽̀ͅい̈́い。 

 

 

 Ӳ 研究͈͇ͣいȬˎȭͅ関し  ̀

組織運営上͈課題͉あ̦̽̀い̦ͥ，改善さͦ̀い

͉ͥ͂言え̈́い。組織͈́̓͢うͅ対応す̥̦ͥ明確

́̈́い。また，職員͈半数以上̦，経験年数６年以下

̥臨任́あͤ，学校運営͈担い手͂し͈̀意識を高͛

ͥ必要̦あͥ。 

 

 ː 課題解決に向けた取組 

 օ 研究͈͇ͣいӱͅ関し  ̀

  ӱ 子供たち͈実態や現実̥ͣ本校͂し͈̀̓͢う̈́子

供を目指す̥をキーワーΡͤ͢ͅ明確ͅ打ち出す。 

    教職員̦目標ͅ向̥̽̀進͚際，明確́簡潔̈́方針

̦あͥ͂組織͂し͈̀実践̦推進さͦͥ͂考えͥ。そ

こ́，学校経営方針͈キーワーΡ͂し̀，子供を͈̓

͢うͅ育̀̀いく̥，そ͈目指すべ̧姿͂し̀集約し，

職員ͅ示した。 

また，学校経営͈重点項目ͅ関連し̀，目指す子供像を示

した。 

 Ӳ 実現͈道筋をイメージ化し̀示す 

    学校経営ビジョン͈実現ͅ向け̀，そ͈全体像や課

題・目標・手̺̀等͈関連̦̥̾͛ͥ͢うͅすͥこ̦͂

重要́あͥ͂考えͥ。そこ́，本校児童͈課題̥ͣȶ子 

 

Ȭ研究領域ȭ Ⅰ 学校経営 

第ˎ分科会  組織・運営 

Ȭ研究課題ȭ 学校経営ビジョン͈実現を図る活力ある組織づくりと運営 

Ȭ視点ȭ 

① 学校経営ビジョン͈実現に向けた運営組織͈刷新 

                 提案者  伊奈町立小室小学校長  田  所  雅  人    

自ͣ考え，行動すͥこ͂，自分͈力́や͙̽̀ͥこ͂，自

分自身̦課題や困難を乗ͤ越え̀成長すͥこ̦͂自立́あ

ͤ，自立すͥ力を育̀ͥこ͂́あͥ͂考えます。子供たち一

人一人̦，ȶ自ͣȷ͂いうこ͂を意識し，課題や困難を乗ͤ

越えͥ中́力を̾け，そ͈成長を自覚し，充実感や満足感̥

ͣ自信̦̾̈́̽̀ͅいくこ͂を目指し̀い̧ます。 

 

◎ 学校経営方針 

ȶ子供たちの自立を目指してȷ 

 

１ 確か̈́学力͈向上へ͈取組 

 自立̱た児童͈姿 

 ȶ学習͈見通し̦̀ͥ͜ȷȶ自分͈課題̦分̥ͤ，解決し

̀いくȷȶ自分͈考えを伝えͥȷ 
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      供たち͈自立ȷを目指すた͈͛実現へ͈具体的̈́手̺̀

や道筋̦職員ͅ伝わͤやすくすͥた͛ͅ，学校教育目標，

学校グランΡデΎイン，学校経営方針等͂͜関連させ̈́

̦ͣ，イメージ化した͈͜を作成し̀示した。 

  ӳ 学年経営や分掌経営ͅ位置付け  ͥ

    学年や分掌͈組織́取ͤ組͚際ͅ方針を位置付けͥこ

͂́具体的手̺̦̀明確̈́ͥ͂ͅいえͥ。そこ́，ȶ子供

たち͈自立ȷ͂いう視点を学年経営案や分掌経営案ͅ位

置̿けたͤ，学年行事や分掌͈取組͈͇ͣいͅ入ͦたͤ

し̀，教育活動͈実施͈際，意識し̀実践̧́ͥ͢うͅ

した。学年や分掌͈行事提案ͅ関し̀，該当主任等̥ͣ

͈相談͈際͜ͅȶ子供たち͈自立ȷ͈視点́指導・助言

し，そ͈視点͈́改善や充実͈取組̦見ͣͦた際͉，称

賛や励まし等ͤ͢ͅさͣ̈́ͥ意識付け・意欲付けを図̽

た。 

 ֆ 研究͈͇ͣいӲͅ関し  ̀

  ӱ 教職員ͅ組織改善͈意識付けを図  ͥ

    校長͈学校経営ビジョン͈͂͜，教職員̦自ͣ組織運

営や内容等͈改善を提案し，推進し̀いくこ̦͂活力あ

ͥ組織̿く̦ͤ̾̈́ͥͅ。そこ́，学校評価結果͜活用

し̦̈́ͣ，分掌組織や分掌間͈連携，組織͈́対応́改

善̦必要̈́点等を小さ̈́こ͂́͜提案，改善すͥ͢う行

事提案や職員会議͈際等機会̦あͥ毎ͅ，教職員全体ͅ

働̧̥けた。 

  Ӳ 自己申告面談を活用し̀意識付けを図  ͥ

    自己申告面談͉，経営ビジョン͂連鎖し̀，教職員͈

目標意識を高͛ͥ絶好͈機会́あͥ。そこ́，特ͅ，ȶそ

͈他͈校務等ȷ͈評価領域́組織改善͈具体策を助言，

相談すͥ͂͂͜ͅ，学校運営͈担い手͂し͈̀意識を高

͛ͥた͛ͅ，若手͉ͅ，積極的̈́提案や改善͈意欲付け，

ベテラン͉ͅ人材育成͜含͛た改善͈意欲付けを図̽た。 

  ӳ 教育相談ͅ係ͥ組織改善を図ͥȪ事例ˍȫ 

    本校͉，欠席ま͉́し̈́い̦登校を渋ͥ児童̦数名い

ͥ。対応̾ͅい͉̀，担任，学年，支援員，教育相談員，

管理職等様々̈́職員̦関わ̽̀一見組織的ͅ見え̦ͥ，

情報共有͜不足し，対応͜そ͈場͈職員͈判断ͅ基̿い

̀い̀一慣性̦̈́い͂いうこ̦͂課題͂し̀挙̬ͣͦ̀

いた。 

       そこ́，校長̦教頭ͅ組織改善͈コーディネートをす

ͥ͢う指示し，教頭，教育相談主任，養護教諭，該当担

任等́検討し，以下͈͢う̈́改善を図̽た。 

○担任，学年͈対応方針を基本ͅ対応すͥ。 

    ○個々͈対応̦情報͂し̀担任ͅ伝わͥ͢う連絡ノー

トを作ͥ。 

    ○担任͉，学年，養護教諭，管理職ͅ連絡し，接触す

ͥ機会̦多い養護教諭̥ͣ支援員，教育相談員へ͈

連絡を行う。 

    ○校長̦スクールソーシャルワーカーやスクールカウ

ンセラー͈͂連携を積極的ͅ進͛，児童・保護者͈

̴͙̈́ͣ，対応すͥ教員へ͈相談・助言̧̦́ͥ͢

う環境を整えͥ。 

    そ͈結果，一貫性͈あͥ方針́，組織的ͅ対応̧́ͥ

͢う̈́̽ͅた。 

  Ӵ 地域͂連携した食育ͅ係ͥ組織改善を図ͥ。 

                       Ȫ事例ˎȫ 

    本校͉，地域͂連携した食育ͅ取ͤ組ͭ́い̦ͥ，各

学年͈行事͂し̀͊ͣ͊ͣͅ対応すͥ̈́̓，食育全体͈

取組͂し͈̀意識̦薄く，地域͈方へ͈連絡等́͜課題

̦挙̬ͣͦ̀いた。 

    そこ́，食育主任，学校応援団担当ͅ課題解決を投̬

̥け，学校全体͈取組͂し̀食育行事等́連携̧́ͥ流

̧ͦ́ͥ͢ͅう以下͈͢うͅ改善した。 

○食育主任，学年͈食育行事̾ͅい̀，一覧表ͅし，

活動̦把握̧́ͥ͢うͅすͥ。 

    ○各学年̦地域͈方へ連絡͈際ͅ，時期・内容・応援

団͈関わͤ等をシートͅし̀提出し，食育主任，学

校応援団担当，管理職̦把握̧́ͥ͢うͅし，連携

し̀対応すͥ。 

    そ͈結果，校内͈́対応̾ͅい̀そ͈都度共通理解͜

図ͣͦ，地域͈方͈͂連絡・連携ͤ͜͢スムーΒ̈́̽ͅ

た。 

 

 ˑ 研究͈まとめ 

  学校経営方針͈キーワーΡを示す等，職員ͅわ̥ͤやすい

方法́学校経営͈ビジョンを示すこ͂́，教職員͈意識̦高

ま̽̀いく。日々͈教育活動やそ͈課題͂機会̦あͥ毎ͅ関

連させ，継続し̀ビジョン実現ͅ向け，校長̦様々̈́形́働

̧̥けͥこ͂ͤ͢ͅ，活力あͥ組織̿くͤ͂運営ͅ向け̀さ

ͣͅ努力し̀い̧たい。 
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１ ͉じめに  

 こ̥ͦͣ先わ̦国͉，少子化ͅ伴い人口͈減少，ライフ

スタイル͈多様化̈́̓ͤ͢ͅ子̓͜同士͈関わͤ，子̓͜

͂地域社会͈͂関わͤ͜希薄化し，相手͈顔̦͙え̈́い関

係̦益々増え̀くͥ。そ͈͢う̈́中，子̓͜たち͉ͅ，自

分や仲間そし̀学校やふͥさ͂ͅ対すͥ誇ͤを育͚教育

̦不可欠͂̈́̽̀くͥ。 

そ͈実現͉ͅ，学校経営ビジョンͅ基̿いた活力あͥ学

校経営や魅力的́質͈高い教育活動̦必要́あͥ。こ͈͢

う̈́視点ͅ立ち，本研究主題を設定し，活力あͥ組織̿く

ͤ͂運営̾ͅい̀そ͈実践͈概略を述べͥ。 

ˎ 地域と学校͈概要 

 本校͉，熊谷市北西部ͅ位置し，今年́創立ˍ４ˌ年を

迎えͥ歴史͂伝統͈あͥ学校́あͥ。す̪北を利根川̦流

ͦ，国宝́あͥ妻沼聖天山̦近くͅあͥ。全児童˓ˏ名，

６学級͈小規模校͉́あ̦ͥ元気̈́あいさ̾͂笑顔い̽

ぱい͈学校́あͥ。祖父母や地域住民͈多く̦本校͈卒業

生́学校ͅ協力的́あͥ。児童͉素直́優しく真面目́あ

̦ͥ，さͣͅ向上心や表現力等を見ͅ付けさせたい。 

３ 誇り高き子̓͜を育͚ため͈活力ある運営͈

ため͈課題 

課題 A 豊̥̈́心͂自尊感情͈育成 

  集団̦固定さ͈ͦͥ́様々̈́集団・場面͈́豊̥̈́

人間関係̿くͤ。 

課題 B 地域͈特性，伝統を生̥した取組 

   誇ͦͥ学校，誇ͦͥ地域を目指し，地域͈͢さ͈再

発見。 

課題 C 基礎的・基本的̈́知識・技能͈定着・学習意

欲͈向上 

  競争意識，切磋琢磨すͥ気持ちを向上させͥた͈͛

意図的・計画的̈́取組。 

課題 D 近隣͈学校͈͂連携 

  幼・保͈連携を始͛，近隣͈小・中学校͈͂円滑̈́

学校間連携͈推進。 

課題 E 地域・諸団体͈͂連携 

  家庭や地域ͅ積極的ͅ働̧̥けを行い，そ̸̦ͦͦ

持̾教育力͈融合。 

ː 課題解決に向けた本校͈取組 

Ȫˍȫ課題Aに対する取組 

ӱ 縦割ͤ活動͈充実  

  様々̈́場面́，様々̈́縦割ͤ集団を形成し活動し̀い

ͥ。高学年͉ςーダー性̦育まͦͥ͂͂͜ͅ，成功体験

を積͙重͇ͥこ͂́自信̦̾い̀いͥ。こ ȶ͈縦割ͤ活

動ȷȶ異学年交流ȷを行うこ͂ͤ͢ͅ様々̈́縦・横͈結

び̧̾Ȫ絆̿くͤȫ̧̦́，学校͈校風や伝統を受け継

̪こ̦͂̾̈́̽̀ͅいͥ。縦割ͤ活動́教職員 ȶ͜全職

員́全児童͈児童を育成すͥȷ͂いう意識̦高ま̽た。 

Ӳ 基本的̈́生活習慣͈確立 

  本校͈生活目標́あ ȶͥ元気̈́あいさ̾ 大̧̈́返事 

く̾そͧえȷ͂ ȶ熊谷͈子̓͜たち͉こ̧̦ͦ́ます４

͈̾実践ˏ減運動ȷをȶ生̧ͥ力ȷ͈土台͂し積極的ͅ

推進し̀いͥ。大人Ȫ学校͉́教職員ȫ̦手本͂̈́ͤ，

家庭͜ͅ地域͜ͅ啓発，協力を依頼し進͛̀いͥ。 

また，ȶ男沼小スタンダーΡȷ͈作成，児童会̦中心

͈͂̈́̽̀ȶあいさ̧̧̾ͣͣ週間天気ȷ͈取組や，

全学年Ȫ５・６年͉ˎ回実施ȫ実施͈ͅこͅこシート

͈取組́，生活習慣͈見直しを図ͥこ̧̦͂́た。 

ӳ読書活動 

   ȶˍˌˌ冊読書ȷを目標ͅ全校́取ͤ組ͭ́いͥ。毎

週水曜日͈読書タイムや，保護者・図書館補助員・ボラ

ンティア͈方々͈読͙聞̥せ͈実施̈́̓́本ͅ触ͦͥ

機会を作̽̀いͥ。 

また，ȶ男沼小͢い子͈６ˌ選ȷを作成すͥ͂͂͜ͅ，

毎年学級文庫ͅ推薦図書を配架し̀いͥ。季節̮͂ͅ，

ȶあ̲さい読書週間ȷȶ̪̓ͭͤ読書週間ȷを実施し，

ȶ本͈イラストコンクールȷ，̤薦͈͛本を他学年ͅ紹

介しあう͈̈́̓活動を通し̀，読書͈楽しさͅ触ͦͣ

ͦた。 

Ȫˎȫ課題 Bに対する取組 

ӱ 農業体験・栽培活動͈充実    

Ȭ研究領域ȭ  Ⅰ 学校経営 

第ˎ分科会  組織・運営 

Ȭ研究課題ȭ 学校経営ビジョン͈実現を図る活力ある組織づくりと運営 

Ȭ視点ȭ  

② 誇り高き子̓͜を育͚ため͈活力ある運営 

提案者  熊谷市立男沼小学校長  和 田   隆 
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  本校͉́大̧̈́畑を借ͤ，農業体験を行̽̀いͥ。年

間を通し̀様々̈́作物を収穫し̀いͥ。長寿会，農家͈

方々͈協力を得̀，一緒ͅ汗を̧̥̦̈́ͣ，栽培，管理，

収穫をし̀いͥ。̱ 年生͉，給食ͅ使う竹͈子や͂う͜

ͧこし͈皮̧͚や，ブルーベςー̦͈ͤ体験͜し̀いͥ。 

  また，４～６年生͉菊花会͈指導͈下，菊͈栽培を行

い，妻沼聖天院͈菊祭ͤͅ出品し̀いͥ。栽培͈苦労，

収穫͈喜びを肌́感̲ͥこ̧̦͂́た。 

Ӳ 男沼̽子スクール͈実施 

  放課後子供教室͈一環͂し̀，元 PTA役員，保護者，

公民館，地域͈方々͈協力を得̀，体験活動を中心ͅ実

施し̀いͥ。毎回参加者͜多く，豚͈丸焼̧大会や̤寺

͈̤́泊ͤ会，菊作ͤやスポーΜ教室を計画し，地域͈

自然や文化ͅ触ͦͥ機会͂し̀いͥ。教職員͜積極的ͅ

参加し，地域͈͂交流̦深͛ͣͦた。 

Ȫˏȫ課題 Cに対する取組 

ӱ 全校挙̬͈̀学習͈取組 

  全児童̦ȶ詩・古文͈暗唱ȷͅ取ͤ組͙，昨年度͜全

員̦合格した。合格後͜歴史・都道府県・̥ͥた・こ͂

わ̰͈̈́̓暗唱を選択し挑戦し̀いͥ。ȶ計算パΒルȷ

ȶ地図帳名人ȷͅ挑戦や，

ȶマラソン周回賞ȷ͈取ͤ

組͙͜行̽̀いͥ。合格者

へ͉賞状͂͂͜ͅ，校長室

廊下͜ͅ写真を掲示し意欲

化̦図ͣͦた。 

Ӳ ペア学習を効果的ͅ取ͤ入͈ͦ̀学習 

  熊谷市͈研究委嘱を受けȶ考え学び合い高͛合う男沼

̽子͈育成ȷを図ͥた͛ペアȪグループȫ学習を通し̀

学力向上ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。全員̦研究授業を行い，授

業͈́効果的̈́ペア学習̾ͅい̀研究し，考えを共有し

たͤ，広̬たͤ，深͛たͤすͥ方法を検証し̀いͥ。低・

中・高学年̮͂ͅȶペア学習ȷ͈すす͛方を活用し，学

習方法̦定着し̧̀た。 

ӳ 家庭学習͈定着 

  家庭学習͈習慣化を図ͥた ȶ͛男沼小家庭学習͈約束ȷ

を低・高学年̮͂ͅ見直した。学習時間͈目安，学習͈

仕方・自主学習͈Ϊント̈́̓をプςントし各家庭ͅ掲示

̧́ͥ͢うͅした。また，家庭̥ͣ͜毎回サインをͣ͜

い連携を図̽た。 

Ӵ 個別学習͈充実 

  朝学習͈時間をˎˌ分間設定し，隔週̮͂ͅ国語・算

数を実施した。個別指導を中心ͅ，全教員̦各学年ͅ入

ͤ指導ͅ当た̽̀いͥ。また，長期休業中͉，元教師́

あͥ地域͈指導者を招聘し，個別指導͈充実̦図ͣͦた。 

Ȫːȫ課題 Dに対する取組 

ӱ 各行事͈́連携   

  近隣͈小学校͂連携し，林間学校，サッカー大会，社

会科見学Ȫ５年ȫを合同́実施し̀いͥ。中学校͉͂，

小中合同一斉下校͈実施や出前授業，部活見学̈́̓を通

し̀連携を図̽̀いͥ。教職員͜夏季休業中͈研修を合

同́実施した。 

Ӳ 保育園児͈͂交流 

  毎年，６月ͅ近隣͈保育園児̦来校し，̱ 年生͂交流

を図̽̀いͥ。就学時検診，̱ 日入学̧̺́́ͥ͜け園

児͂児童̦関わͦͥ機会を設定し連携̦深ま̽た。 

Ȫˑȫ課題 Eに対する取組 

ӱ 地域各行事へ͈積極的̈́参加 

  地域͈伝統行事ͅ児童̺け́̈́く職員͜積極的ͅ参

加し̀いͥ。花ま̾ͤや夏祭ͤ，地域͈方͈指導͈下ȶ練

込͙囃子ȷやȶ万作̤̓

ͤȷ̈́̓伝統芸能͜継承

し̀いͥ。 

Ӳ 学校͈́地域͈ 

 方々͈͂交流 

  校区連絡会̦主体͂̈́ͤ，学校͂地区͈運動会を合同

́開催し̀いͥ。準備̥ͣ運営ま́自治会を͉̲͛長寿

会，消防団͈̈́̓方々͂教職員̦協力し̀いͥ。また，

ȶさくͣま̾ͤȷȶあさ̦̤展ȷ収穫を喜ぶȶ͂ͦた̸

集会ȷ̈́̓́交流̦深͛ͣͦた。 

ˑ おわりに 

   誇ͤ高̧子̓͜を育͚た͉͛ͅ，一人一人ͅ自信を持

たせ，生まͦ育̽た地域・学校ͅ愛着を持たせͥこ̦͂

大切́あͥ。こ̥ͦͣ͜，地域͈教育力を生̥す͂͂͜

ͅ，学校̥ͣ地域へ積極的ͅ発信・貢献すͥこ͂́，家

庭や地域͂͂͜ͅ子̓͜たちを育̀̀い̧たい。                        
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１ ͉じめに 

 ȶ新た̈́知を拓くȷ教育͉͂，ȶȸ知識基盤社会ȹ̤ͅい

̀，ȸ新た̈́知を創造すͥȹ子͈̓͜資質や能力，態度や

意欲を育成すͥȷ教育を推進すͥこ͂́あͥ。学校͉今，

ȶ新た̈́知を拓くȷ教育を実現すͥた͛，ȶ生̧ͥ力ȷ͈

育成を重視し，子̓͜たち̦知性͂創造性を身ͅ付け，個

性や絆を大切ͅすͥ教育を行̽̀いͥ。そし̀，そ͈ȶ成

果ȷを一步一步積͙重͇̀いくこ̦͂求͛ͣͦ̀いͥ。そ

͈た͛，学校評価を活̥し，学校経営͈改善を行い，教育

活動͈活性化を図ͤ，ȶ新た̈́知を拓くȷ教育を推進し̀

いくこ͉͂校長͈重要̈́役割́あͥ。以下そ͈取組をま͂

͛ͥ。 

 

ˎ 地域と学校͈概要 

 美里町͉，県北西部ͅ位置すͥ，美しい自然ͅ恵まͦた

町́あͥ。人口͉ˍˍ,５ˍˍ名́，町͈特産物ブルーベ

ςー͈作付け面積͉日本一を誇ͥ。町内͉ͅ，小学校ˏ校，

中学校ˍ校̦あͥ。 

 町͈教育基本方針͉，ȶ生̧ͥ力を育͚学校教育͈充実ȷ

́あͤ，児童生徒͈学力向上を図ͤ，社会͈変化ͅ対応́

̧ͥ人間͈育成ͅ向け，町内一丸͂̈́ͤ教育活動を推進し

̀いͥ。 

 本校͉，町͈南ͅ位置し̀いͥ。児童数９ˏ名Ȫ家庭数

６˓戸ȫ教職員ˍ８名́，全学年単学級͈小規模校́あͥ。

学校教育目標͉，ȶ͢く考えͥ子Ȫ̥しこくȫ・思いや͈ͤ

あͥ子Ȫ̧͢くȫ・たくましい子Ȫたくましくȫȷ，目指す

学校像ȶ自己͈成長を実感し，活̧活̧͂躍動すͥ学校ȷ，

目指す児童像ȶ自ͣ学び，豊̥̈́心́生̧抜く大沢̽子ȷ

́あͥ。開校ˍˎ６年͈長い歴史͂伝統を受け継̨，保護

者や地域̥ͣ信頼さͦͥ学校を目指し，全職員̦一丸͂̈́

ͤ子̓͜たち͈育成を図̽̀いͥ。 

 

３ 実践͈概要 

Ȫˍȫ研究͈͇ͣい 

 校長͉，ȶ新た̈́知を拓くȷ教育͈実現͈た͉͛ͅ，学

校経営を担う教職員͈育成，新た̈́知を創造すͥ児童͈育

成，そし̀家庭・地域͈連携̾ͅい̀適切ͅ対応した学校

経営を図ͥこ̦͂重要́あͥ。そ͈た͛ͅ，そ͈視点́学 

 

校経営͈評価・改善を効果的ͅ行う必要̦あͥ。͢ ͤ具体

的̈́形́学校経営改善ͅ資すͥ評価・改善͈在ͤ方̾ͅい

̀研究を進͛ͥ。 

 

Ȫˎȫ研究͈方法 

 ӱ従来͈学校評価͈中ͅ，ȶ新た̈́知を拓くȷ教育を実

現すͥた͈͛新た̈́視点を持̽たȶ効果的̈́評価ȷを

取ͤ入ͦ，実施すͥ。 

Ӳ全教職員͈参画，児童や保護者・地域͂連携協力し，

評価・改善すͥこ͂́，ȶ新た̈́知を拓くȷ教育を実

現すͥた͈͛学校経営͈検証を図ͥ。 

 

Ȫˏȫ研究͈概要 

①本校͈学校評価͈実施状況 

   本校͈学校評価͉，教職員͉ͅ６観点ˎ８項目́自

己評価を実施し̀いͥ。また，保護者͉ͅアンケート

を，学校評議員͉ͅ関係者評価を実施し，総合的̈́改

善策を立̀次年度͈準備を図̽̀いͥ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

②ȶ新た̈́知を拓くȷ教育実現に向けた学校評価͈作成 

   本校͈学校評価͉，総合的ͅ自校͈学校経営̾ͅい

̀評価すͥ項目͂し͉̀多く͉̈́い。また，改善検討

事項͜学校経営全般̾ͅい̀ま͂͛ͣͦた͈͂̈́͜

̽̀いͥ。し̥し，ȶ新た̈́知を拓くȷ教育͈実現ͅ

重点を持ち，学校経営͈評価・改善を目的͂し̀いく

͈́あͦ͊，͜ ̽͂焦点を絞͈̽̀評価̦必要͂̈́̽

̀くͥ。 

そこ́，学校評価委員会́検討し今年度͉，新た

ͅ学校経営͈重点事項ͅそ̽た評価・アンケートを

作成し，教職員・児童・保護者等ͅ実施し̀いくこ

Ȭ研究領域ȭ Ⅰ 学校経営 

第３分科会 評価・改善 

Ȭ研究課題ȭ 学校教育͈充実を図る評価・改善͈推進 

Ȭ視点ȭ 

① ȶ新た̈́知を拓くȷ教育を実現するため͈学校経営͈評価・改善 

提案者  美里町立大沢小学校長  濵  名  博  昭 
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͂͂した。本校͈学校経営͈重点事項͉，ӱȶ児童

͈学力向上͂学習規律͈徹底ȷӲȶ心身͂͜ͅたく

ましい児童͈育成ȷӳȶ学校・家庭・地域͈͂連携ȷ

͈ˏ観点͂ˍ８項目̥ͣ̈́ͥ。学校経営͈重点事項

͂評価項目を関連付けた評価・アンケートを新たͅ

作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ͈評価・アンケート͉，評価者̦学校経営重点事項

͈具現化を目指す教育課程を意識すͥこ͂̈́ͤͅ，教育

活動͂学校評価をͤ͢深く結び̾け͈ͥ͂̈́ͥ͂͜考

え作成した。 

 

ӳ効果的̈́評価に向けた実施・運営 

  ア 学校評価委員会を中心に組織的・計画的̈́運営を

図る。 

   ・校長・教頭・教務主任・研究主任・各ブロック代

表・養護教諭を評価委員͂し̀，実施・運営を図

ͥ。また，対象者毎͈実施計画を作成し，計画的

ͅ行う。   

イ 校長͈経営ビジョン͈共通理解を図る。 

    ・学校経営͈重点事項ͅそ̽た評価・アンケート

̦円滑ͅ実施̧́ͥ͢う，校長͉定期的ͅ説明活

動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ 評価結果を改善につ̬̈́る。 

  Ⱥ第ˍ回評価を軸͂したＰＤＣＡサイクルȻ 

   ・学校評価委員会͉第ˍ回目͈評価結果をま͂͛，

教職員・児童・保護者・学校関係者ͅ結果͂改善

策̾ͅい̀説明すͥ。 

    第ˍ回評価ͤ͢ͅ設定した課題̾ͅい̀後期ͅ

改善を進͛，

年度末̾ͅ

い̀再評価 

 すͥ。結果

を次年度͈

課題ͅ反映

すͥ。 

   併せ̀， 

                      保護者，学

校関係者等͉ͅ結果͂課題をま͂͛たςントを

配付し，改善へ͈協力を求͛ͥ。 

      

Ȫ４ȫ研究͈ま͂͛ 

 校長͉，学校経営を点検・評価し，現状͈課題を明 

    ̥ͣͅし̦̈́ͣ改善ͅ向け͈̀取組を推進すͥこ͂ 

    ̦求͛ͣͦ̀いͥ。今研究́，ȶ新た̈́知を拓くȷ教 

    育͈実現ͅ向け，新た̈́学校評価を開発・実施すͥこ 

    ͂́，教職員一人一人ͅ，自͈ͣ教育活動を点検・評 

    価すͥ視点̦高まͤ，意識改善や経営参画意識̦高ま 

    ͤ̾̾あͥ。 

さͣͅ，ȶ新た̈́知を拓くȷ教育͈実現ͅ向け学校

評価を実施し，教育活動͈充実を図ͥ姿勢を外部ͅ

明̥ͣͅすͥこ͂́，保護者や地域ͅ理解さͦ，支

援さͦͥ学校経営͈推進̦図ͣͦ̀いく́あͧう。 

  今後͜効果的̈́学校評価実施ͅ向け，以下͈課題

͈解決ͅ取ͤ組͙， 

・評価者͈意識改善͂経営参画 

・実効性͈あͥ学校評価システム͈確立 

・学校評価͈効果的̈́活用 

ȶ新た̈́知を拓くȷ教育͈実現ͅ向け教育活動͈充

実を図ͥ学校経営͈評価̾ͅい̀，継続研究を進͛

̀いく。 

 

ː おわりに 

ȶ学校評価ȷを活̥した経営改善を進͛ͥͅあたͤ，５

͈̾キーワーΡを持̽̀いͥ。ȶ共有ȷȶ構築ȷȶ収集ȷȶ分

析ȷȶ策定ȷ́あͥ。こ͈ͦͣキーワーΡを視点͂し̀学

校評価をͤ͢効果的͈̈́͜ͅし，積極的ͅ活用し̀いけͥ

͢う，自校͈学校評価を見直し̀いく。自校͈経営改善を

有効̥̾円滑ͅ推進̧́ͥ͢う，有効的̈́評価・改善を図

ͤ，校長͈ςーダーシップを発揮し，ȶ新た̈́知を拓くȷ

教育͈実現ͅ向け取ͤ組ͭ́いく。 
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１ ͉じめに 

さいたま市͈各学校͉́，教育目標͈実現ͅ向け，経営

方針や重点目標を明確ͅし，全職員̦協力し̀創意工夫を

生̥し，特色あͥ教育活動ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。そ͈際，全

職員̦経営方針・重点目標を具現化すͥた͈͛自͈ͣ目標

を͜ち教育活動を行うこ͂や，自己評価や学校関係者͢ͅ

ͥ評価を͂͜ͅ教育課程͈編成・実施・評価・改善を図ͥ

こ͉͂重要́あͥ。学校評価͉，開̥ͦた学校̿くͤ・教

育活動͈質͈保証・向上を目的͂し̀行う͈́，実施͈過

程́教職員̦自ͣ目標を設定し，取ͤ組͙評価すͥ人事評

価͂連携し̀考え̀いくこ͂̽̀͢ͅ学校̿く ・ͤ人̿く

ͤͅ生̥し̀いくこ̧̦͂́ͥ͂考えͥ。 

ˎ 本校͈概要 

 開校ˏ４年目͈小規模校́，児童͉落ち着い̤̀ͤ，学

力̤̤͚͇͜市͈平均を上回̽̀いͥ。し̥し，家庭教育

̦不十分́基本的̈́生活習慣̦欠如した児童，不登校傾向

͈児童，学習障害͈疑い͈あͥ児童，学力̦身ͅ付い̀い

̈́い児童̤̈́̓ͤ͜，個別指導̦必要̈́児童͜見受けͣͦ

ͥ。 

 地域͈実態や現状͉，マンション，戸建̦̈́̓混在すͥ

地域̺̦，ＰＴＡ活動や育成会活動，自治会活動̦̈́̓盛

ͭ́，多く͈方ͅ登下校時͈見守͈ͤボランティア͂し̀

協力し̀いた̺い̀いͥ。保護者･地域͈方々͈学校ͅ対

すͥ期待や関心͉高く，学校͂関係機関͈͂関係͉極͛̀

良好́あͥ。 

３ 学校評価・人事評価を学校づくり，人づくり 

に生かす視点 

 さいたま市͉́，平成ˎˌ年度ͤ͢，ȶさいたま市学校

評価ガイΡラインȷͅ 沿̽̀学校評価を行うこ͂͂̈́̽た

̦，学校評価を効果的ͅ行うた͉͛ͅ，目標設定・教育活

動・評価̦連動し̀行わͦͥ͢うͅすͥこ̦͂重要́あͥ。

具体的͉ͅ，学校経営計画͈中́重点目標や取ͤ扱い内容

を明確ͅ示し，取組結果・成果等͈情報発信を行い，評価

者́共有し，評価を行う͢うͅすͥこ̦͂重要͂̈́ͥ。ま

た，教育活動を行う教職員̦，重点目標達成͈た͛ͅ目的

意 

 

 

 

 

 

 

意識を明確͜ͅち，教育活動を行うた͛ͅ，教職員人事評

価͈活用͜重要̈́視点́あͥ。 

ː 学校づくり・人づくりを推進するため͈学校

価・教職員人事評価を推進するにあたっ͈̀課題 

本校̤ͅい̀，学校評価・教職員人事評価を有効ͅ

活用し，学校̿くͤ・人̿くͤを推進すͥた͈͛課題

͂し͉̀，次͈点́あͥ。 

課題Ａ さま̰ま̈́教育活動͈公開 

課題˞ 教育活動͈実施͈成果等͈共有を 

行うた͈͛情報公開͈工夫 

課題Ｃ 目的意識を明確͜ͅたせͥた͈͛ 

 教職員人事評価͈工夫 

ˑ 課題解決に向けた取組 

Ȫˍȫ 課題Ａͅ対すͥ取組 

昨年度͈学校評議員・学校関係者評価委員会̤ͅい̀，

評価者́あͥ保護者・地域͈方々ͅ学校͈重点目標具現化

͈た͈͛教育活動や学校͈取組を今ま́以上ͅ公開し，具

体的̈́子̓͜たち͈姿を見̀いた̺く努力̦必要͈̈́́

͉̈́い̥͂いう意見̦寄せͣͦた。また，ＰＴＡ役員・保

護者̥͈ͣ意見聴取̥ͣ͜，実際ͅ学校́行̽̀いͥさま

̰ま̈́教育活動や子̓͜たち͈姿を見͙̀たい͂いう意

見̦寄せͣͦた。 

本校͉́，年ˎ回͈学校公開及び各学期ˎ回授業参観日

を設定し，そͦ以外́͜授業͈参観͉可能͂し̀いͥ。し

̥し，授業参観͉母親͈参加̦主́，課業日ͅ参観を希望

すͥ保護者͜ほ͂ͭ̓い̈́い現状をふまえ，本年度͉土曜

授業をˎ日間設定し，土曜日͈学校公開͂合わせ４日間͈

土曜日ͅ授業を行うこ͂͂し，授業内容͜重点目標͈具現

化ͅ向けた教育活動を積極的ͅ公開すͥこ͂͂した。     

本年６月ͅ行̽た土曜授業・学校公開͉́，さいたま市

͈ȶい̲͛防止強化月間ȷ͈取組ͅ合わせ̀，全クラス́

͈道徳͈授業公開，心を潤す活動͂し̀，全クラス́行う

地域͈方々ͥ͢ͅ読͙聞̥せ活動，さいたま市́行̽̀い

ͥȶ夢工房 未来くͥ先生 ふͦ愛推進事業ȷ́，ȶ夢を

͂͜うȷ͂ いう，外部講師ͥ͢ͅ６年生͈授業等を公開し

Ȭ研究領域ȭ Ⅰ 学校経営 

第３分科会  評価・改善 

Ȭ研究課題ȭ 学校教育͈充実を図る評価・改善͈推進 

Ȭ視点ȭ 

② 学校づくり・人づくりを推進するため͈学校評価・教職員人事評価͈工夫 

           提案者  さいたま市立中島小学校長  鵜 飼  良 昭 
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た。また，ˎ学期͉ͅ，子̓͜たち͈安全を守ͥ活動͂し

͈̀避難訓練や竜巻̥ͣ身を守ͥ訓練等͈公開を計画し

̀いͥ。 

Ȫˎȫ 課題˞ͅ対すͥ取組 

本校͉́，年度当初ͅ学校経営方針・重点目標・グラン

ΡデΎイン等を保護者や地域͈方ͅ配付，説明し，そ͈後

͈教育活動͈実施状況や成果̾ͅい͉̀，γームページ・

学校便 ・ͤ学年便 ・ͤ保健，給食便ͤ等͈文書配付，また，

学期ˎ回͈学級懇談会̤ͅい̀校長・ＰＴＡ会長͈テレビ

放送͂様々̈́方法，機会を通̲̀行̧̽̀た。 

し̥し，ＰＴＡ役員・保護者̥ͣ，評価すͥ際，学校͈

具体的̈́取組へ͈理解̦十分́̈́い͈́４段階́˞また

͉Ｃ評価̦多く̈́̽̀しまう͂いう意見̦多く寄せͣͦ

たこ̥͂ͣ，重点目標͈取組や成果̾ͅい̀，整理し̀情

報発信を行う必要̦あͥ͂考えた。そこ́，昨年度͈学校

評価を行う際ͅ，重点目標ͅ対すͥ取組͈ま͂͛や成果を

整理した，以下͈͢う̈́パンフレットを作成し，評価用紙

͂͂͜ͅ配付を行̽た。 

保護者や地域͈

方̥ͣ，授業参

観・学校公開・運

動会等͈行事́目

ͅすͥ教育活動や

学校͈様子以外ͅ

様々̈́取組を学校

̦行̽̀いͥこ͂

̦分̥̽た等͈意

見や，学校改善へ

͈建設的̈́意見͜

多く寄せͣͦた。 

また，教職員͈

中́様々̈́教育活動͈成果や課題を共有̧́̀い̈́い面

͜見受けͣͦた͈́，こ͈パンフレットを自己評価を行う

際，教職員͜ͅ配付した。そ͈こ͂́，自̦ͣ関わ̽た教

育活動以外͈取組͜見通すこ̧̦͂́，振ͤ返̦ͤ̈́ͣ評

価し，学校経営参画へ͈意識を高͛ͥ一̾͂̈́̽た。 

Ȫˏȫ 課題Ｃͅ対すͥ取組 

人事評価͈目的͉，教職員͈資質・向上を図ͤ，教職員

̦協力し̀学校全体を活性化させ，教育力を高͛ͥこ͂́

あͥ。そし̀，教職員͈実績や能力を適切ͅ評価すͥこ͂

̽̀͢ͅ，さͣͅ能力を向上させたͤ，意欲を高͛たͤす

ͥこ͂̈́ͤͅ，人材͈育成͂̽̀ͅ重要́あͥ͂考えͥ。

そ͈た͉͛ͅ，教職員ͅ年度当初ͅ校長̦示す学校経営方

針や重点目標͈̦̤͂̾̈́ͤͅい̀，明確ͅ自͈ͣ目標を

͜たせͥこ̦͂重要́あͥ。 

昨年度，人事評価シート作成時͉ͅ，適切ͅ目標を設定

̧̥́̈́̽た̦，年度当初面談́管理職͂面談すͥ中́，

明確̈́目標を設定̧́た職員̦多̥̽た。さͣͅ，平成

ˎ˓年度当初，６割͈校務分掌主任͈交代，多く͈新学

年主任，新担任͂いう状況をふまえ，昨年度以上ͅ教職員

̦明確ͅ目標を設定すͥこ̦͂必要́あͥ͂考え，以下͈

͢うͅ取ͤ組̺ͭ。 

年度当初ͅ校長͈示す学校経営方針や重点目標͂自ͣ

͈校務͈関連を明確ͅすͥた͛，職員会議・校内研修会ͅ

̤い̀，各校務分掌担当̦提案文書等を作成すͥ際，管理

職・教務主任̥ͣ，目的・あͥべ̧姿・手順や段取ͤ等͈

指導を̀い͇いͅ行̽た。学年主任͉ͅ，運営委員会́学

年経営͂学校経営方針͈͂関連を示し，学年経営ͅ反映さ

せ浸透を図̽た。 

そ͈他，教頭͈配付すͥ週報͈裏面ͅ学校経営方針・重

点目標を掲載し浸透を図̽たͤ，本年度͈学校経営方針͈

ˍ番目ͅ示した，学級指導͈充実ͅ関連し，̓ ͈クラス͜

教育活動͈様子̦見通せͥ͢うͅ入ͤ口͈ガラス͈入ͦ

替えを行̽たͤ等͈細̥い取組͜行̽た。 

年度当初面談͉，͢ ͤ明確ͅ適切̈́目標を設定し，具体

的̈́取組͈方策を決͛，実践し̀いくこ̧̦͂́ͥ͢うͅ，

ま̴，目標̾ͅい̀面談を行い，修正等を行̽た後，方策

̾ͅい͈̀面談を行う͂いうˎ段階͈面談を行̽た。そ͈

結果，目指す姿をイメージし̦̈́ͣ方策を考えͥこ̦͂́

̧，職員͈意欲や学校運営参画意識を高͛ͥこ̧̦͂́た。 

６ まとめ 

学校経営改善を図ͥた͉͛ͅ，明確̈́学校経営ビジョン

͈͂͜，校長̦ςーダーシップを発揮し，教職員を育̀ͥ

͂͂͜ͅ組織力͈向上を図ͤ，学校͈教育力を高͛̀いく

こ̦͂重要́あͥ。そ͈過程́，学校評価・人事評価を活

用し，自信͂誇ͤ，信念を̽͜た教職員͈育成ͅ鋭意取ͤ

組ͭ́い̧たい。 
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１ ͉じめに 

 教育再生実行会議第七次提言͉́，こ̥͈ͦͣ未踏͈時

代ͅ，社会的・職業的ͅ自立し，たくましく生̧抜い̀い

くた͉͛ͅ，想定外͈事象や未知͈事象ͅ対し̀͜，持̀

ͥ力を総動員し，主体的ͅ解決し̀いこう͂すͥ力を持̾

こ̦͂必要́あͥ，͂し̀いͥ。そ͈た͉͛ͅ，学校́幅

広い教養͂し͈̀基礎的̈́知識・技能，知恵͂し͈̀実践

的̈́知識・技能を学び続けͥ力，柔軟̈́思考力，自分͂異

̈́ͥ視点や価値基準を理解し協働し̀問題を解決̧́ͥ

力や新しい価値を発見，創造̧́ͥ力を身̾ͅけͥこ̦͂

肝要́あͤ，学校教育͈使命́あͥこ͂を実感し̀いͥ。

子̓͜達̦主体的・協働的ͅ学ぶ授業を目指し̀改善を図

ͤ，知性・創造性を育͚学校経営ͅ邁進し̀いく所存́あ

ͥ。 

ˎ 本校͈概要 

 本校͉，児童数ˎ˓５名，学級数ˍˏȪ内特別支援学級

ˎȫ，開校ˎˍ年目͈比較的若い学校́，子̓͜達͈多く

͉学校周辺͈住宅やマンション̥ͣ通学し̀いͥ。 

 子̓͜達͉明ͥく元気，素直́自己肯定感͜高い。人͈

役ͅ立ちたい͂いう気持ちを持̽̀い̦ͥ，̈́ ̥̥̈́実践

͉ͅ至ͣ̈́い。保護者͈教育ͅ対すͥ関心͉高く，協力的

́あͥ。新興住宅地́あ̦ͥ，地域住民͉，開校当時ͤ͢

地域͈学校͂し̀，花͂緑͂鳥͈さえ̴͈ͤ聞こえͥ学校

̿く͈ͤた͈͛環境整備や学習支援ͅ協力的́あͥ。 

 こ̥͈ͦͣ社会を生̧抜く子̓͜達͈育成͈た͛ͅ，本

校͉́久喜中学校͂学区内͈ˏ小学校́小中一貫教育を

進͛，各校͈教育を重͇合わせ̦̈́ͣ研究課題ͅ取ͤ組ͭ

́いͥ。 

３ 研究͈概要 

Ȫˍȫ研究͈͇ͣいȶ目的・課題性ȷ 

教育課程編成͈基本方針 

 本校͈課題͉，児童͈自主性，自立心を高͛ͥこ͂

́あͥ。そこ́，久喜市͈学校教育͈基本目標，ȶ総合

的̈́人間力Ȫ自立・協働・創造・社会貢献ȫ͈育成ȷ

を受け，本校͈学校教育目標́あ ȸͥ北斗を̰͛そう・

ほこͤを̽̀͜・く̲け̴ͅ・共ͅ学ぶ北小̽子ȹ͈

ȶほこͤを持̾こ͂ȷを自主性・自立心͂捉え，そ͈

具現͈た͛，教育課程編成͈基本方針を次͈͢うͅ定

͛た。 

ӱ 基礎的・基本的̈́知識・技能͈習得 

Ӳ 思考力・判断力・表現力等͈育成 

ӳ 学習意欲͈向上や学習習慣͈確立 

 

 Ӵ 豊̥̈́心や健や̥̈́体͈育成 

 ӵ 豊̥̈́人間関係を築̧，深͛ͥ 

Ȫˎȫ研究͈方法 

   教育課程͈実施ͅあたͤ，次͈ˏ点ͅ重点を置い̀

取ͤ組ͭ́いͥ。 

ӱ 学習ͅ向̥う力を育̀ͥ健康教育 

健康教育͉全͈̀教育活動͈基盤͂̈́ͥ。そこ́，

久喜市健康増進計画ȶ５͈̾健康分野Ȫ栄養・食生

活，身体活動・運動，休養・ここ͈ͧ健康，た͊こ・

アルコール，生活習慣病・歯͈健康ȫȷを教育課程

ͅ位置̿け，ȶ自分͈健康͉自分́̾くͤ，守ͥȷ

子͈育成を̰͛し̀，９年間を見通し̀，保健͈授

業͉͜ちͧͭ全教育活動を通し̀，健康̿く͈ͤ大

切さを理解させͥ。 

Ӳ こ͈͂͊学校̿くͤ 

ȶ言語力͉人間力 Think・Think・Thinkȷ 

を合い言葉ͅ，言葉͈力を高͛ͥこ͂ͤ͢ͅ，考え

ͥ力を育成し，児童͈自立，協働を促し，創造，社

会貢献͈意欲を高͛ͥȶこ͈͂͊学校̿くͤȷをす

ͥ。 

ӳ 特別支援教育を基ͅした授業，学級経営 

ȶ障̦い͈あͥ児童͂̽̀ͅ必要̈́こ͉͂，障̦

い͈̈́い児童͂̽̀͜ͅ有効̈́こ͂́あͥȷ͂いう

考え方́，ξニバーサルデΎイン͈授業や学級経営

ͅ取ͤ組͚。 

Ȫˏȫ研究内容 教育課程͈実施Ȫ具体的̈́取組ȫ 

ӱ 学習ͅ向̥う力を育̀ͥ健康教育 

 ア 久喜中学校区小中一貫教育推進会議́作成し 

たȶ健康教育マップȷを基ͅ系統的̈́保健学習・ 

保健指導を実施 

イ 発達段階ͅ即した親子学習 

ˍ年 体幹を鍛え学力アップ 

４年 生活習慣病͈予防͈た͛ͅ 

５年 性教育͉生命͈教育 

６年 北小健康会議ȶ中ˍΆャップ̈́ͭ̀̈́いȷ 

Ӳ こ͈͂͊学校̾くͤ 

ȶ言語力͉人間力 Think Think Thinkȷを合言

葉ͅ書く活動́考えを明確ͅし，話す・聞く活動

́考えを深͛，広̬ͥ。 

ア 北小授業プラン͈実施 

 ・毎時間͈͛あ͈̀提示͂振ͤ返͈ͤ実施 

 ・評価規準͂̿͜ͅいた評価͈具体例作成 

Ȭ研究領域ȭ Ⅱ 教育課程 

第ː分科会 知性・創造性 

Ȭ研究課題ȭ知性・創造性を育͚教育課程͈編成・実施・評価・改善 

Ȭ視点ȭ 

① これから͈社会を生き抜くため͈学力を育͚教育課程͈編成・実施・評価・改善 

提案者  久喜市立久喜北小学校長  鎌 田  充 子 
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 ・ペア学習，グループ学習͈実施 

 ・体験的活動・問題解決的学習͈実施 

イ 国語科́ȶ書くこ͂ȷȶ話すこ͂・聞くこ͂ȷ

̾ͅい̀，̾ けたい力を明確ͅし̀段階を踏̺ͭ

指導を行い，言葉͈力͈基盤を作ͥ。Ȫ実践例ȫ 

   ・つけたい力を明確ͅし，ついた力を実感する 

ȶ書くカルテȷȶ話す・聞くカルテȷ 

  ・言語事項の確実な定着を目指すȶこと͊の力 

   検定ȷ 

  ・記録すること͉表現活動の一つとしたȶノー 

ト検定ȷȪノート指導の充実ȫ 

ウ 教育活動全体を通̲͈̀取組 

  ・読書͈習慣̿くͤ͂し͈̀読書指導 

 朝読書，読͙語ͤ，ブックトーク 

 家読ˍˌ運動 

   ・音読チャレンジ 業前͈時間͈́音読指導や 

  ȶ聞くȷこ͈͂指導 

  ・語彙を豊̥ͅ感性を磨く，俳句作ͤ͂俳句̺ 

   ͈ͤ͢発行  

  ・語ͥ͢うͅ話す習慣を作ͥ朝͈会͈́ˍ分間 

  スピーチ͂意見発表͈場̿くͤ  

エ 各教科領域́，書く活動，話す・聞く活動を取 

ͤ入ͦ，根拠を明確ͅし̀説明すͥこ͂を重視 

し，言葉͈力を高͛思考力を育̀ͥ授業を展開す 

ͥ。各教科͈用語͈習得͂目的ͅ合̽た表現方法 

を身̾ͅけͥ。 

 オ  個͈学び→複数͈́学び合い→個͈学びͅ生 

  ̥す͂いう学習過程を設定し，異種͈考えを受 

  け入ͦ，他̥ͣ学ぶこ͂́考え̦深まͥこ̥͂ 

  ͣ学び合い͈͢さを実感̧́ͥ授業を行う。算 

  数͈練ͤ上̬，理科͈考察͈話し合い等 

ӳ 特別支援教育を基ͅした授業・学級経営 

ア ξニバーサルデΎイン͈授業 

 ・環境調整 掲示物を厳選し黒板周ͤをスッキ 

  ςすͥ。話し方͈型͈提示 

  ・残ͥ指示Ȫ見えͥ指示ȫ 

  ・授業͈見通しȪ学習͈流͈ͦ提示ȫ 

  ・モデル化，動作化 

    イ 学級経営 

  ・一日͈流͈ͦ確認͂提示 

  ・残ͥ指示Ȫ見えͥ指示ȫ 

  ・モデル化Ȫ児童͈͢い例を手本ͅ示すȫ 

  ・̓こͅ何̦あ̥ͥ明瞭ͅ示す環境調整 

  ・手引̧を基ͅ家庭学習͈推進͂称賛 

Ӵ 高学年͈́教科担任制͈実施Ȫ社会，理科，音

楽，図工，家庭科ȫ 

ӵ ˏ学年以上͈算数͈少人数指導・TT指導 

Ӷ 実践を支えͥ校内研修 

ȶ児童͈̾ぶや̧や考えを見͂ͤ，拾い，̾ ̪̈́ȷ

力͈向上を目指す。 

 ・国語科́全員̦研究授業実施 

Ȫブロック͈́指導案検討→全体協議ȫ 

・ビデオ分析ͥ͢ͅ研究協議͈実施 

・算数科́全員̦チャレンジ授業実施 

Ȫ答えを導̧出す過程を考え合う授業ȫ 

・各教科毎ͅ授業͈基本を共通理解し，授業͈

基本͈型を作ͥ。 

 ・ξニバーサルデΎイン͈授業͈具体例を毎週 

  一例提示(特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 

Ȫˏȫ研究͈ま͂͛Ȫ教育課程͈評価͂改善ȫ 

  ӱ 評価 

     ア 週案簿ͅ毎時間͈͛あ̀͂振ͤ返ͤを記入し

こま͛ͅ評価すͥ。 

     イ 年間指導計画͈見直しȪ朱書̧訂正ȫ 

     ウ 学期末ͅ授業診断シート͈́振ͤ返ͤ 

     エ 振ͤ返ͤシートを基ͅした教室訪問 

     オ 児童，保護者アンケート͈実施 

     カ 全国学力・学習状況調査，県学習状況調査͈

分析 

     キ 学校評価，学校関係者評価͈実施 

   Ȳ成果ȳ国語科を中心ͅȶ書くこ͂ȷͅ取ͤ組̧ͭ́ 

た成果͂し̀,書くこ͂を通し̀考え，ま͂͛ͥ

力̦身̧̾ͅ，自信を持̽̀取ͤ組͚͢う̈́ͅ

̽た。また，話し合い̾ͅい͈̀意識̦高く̈́

̽た。 

Ӳ 今後͈課題͂教育課程͈改善 

今後他者͈͂協働を通̲̀考えͥ力を深͛ͥた

͉͛ͅ，ȶ聞くこ͂ȷȶ読͚こ͂ȷͅ重点を置い̀

取ͤ組͚必要̦あͥ。さͣͅ，身̾ͅけた基礎・

基本͈知識・技能を実践的͈̈́͂͜し̀いくた͛

͉ͅ，ま̴授業͈中́活用を実感させͥこ͂́あ

ͤ，教師̦教科横断的̈́視点́教材研究を行い，

授業実践ͅあたͥ͢うͅしたい。 

 また，こ̥͈ͦͣ社会を生̧抜く学力を身̾ͅ

けͥた͉͛ͅ，国語力̴͈͙̈́ͣ，英語力やＩＣ

Ｔ͈活用能力͈育成等幅広く研究・実践ͅ取ͤ組

͚必要̦あͥ。そ͈た͉͛ͅ，人事評価͂学校評

価͈取組を通し̀各分掌主任を育̀，同僚性͈͜

͂職͈̦́͜言えͥ教職員集団͂し̀組織͈力を

高͛̀いく。ȶ全児童を全教職員́指導すͥȷȶ子

̓͜ͅ力を̾けͥ授業をすͥȷた͛ͅ教員͈得意

分野を生̥した教科担任制を拡充し，系統性を踏

まえた指導を行う。校長͂し̀，一人一人͈教員

͈指導力向上͈た͛ͅ，日常的ͅ教室訪問を行い，

自分͈目́見極͛，適切ͅ指導を行い，指導͂見

届け，励ましを繰ͤ返し̀いく。 
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１ ͉じめに 

 知識・技能͈不断͈更新やイノベーション͈創出̈́̓，児童

̦社会́活躍すͥ頃͉厳しい挑戦͈時代を迎え̀い̺ͥͧう。

̺̥ͣこそ，生涯ͅわた̽̀主体的ͅ学び続け，個人͈自立͂

他者͈͂協働ͅ向けた力を養い，そ͈成果を社会貢献ͅ生̥し

̀いくこ̦͂重要͂̈́ͥ。そこ́，本校͉́，基礎的̈́知識・

技能͈確実̈́習得，個͈能力や特性ͅ応̲た学びや子供同士͈

学び合い，学校内外͈様々̈́人͈͂協働，多様̈́体験を重視し

た学びを目指した教育活動͈推進ͅ努͛̀いͥ。 

 ˎ 地域と学校͈概要 

蕨市͉埼玉県͈南部ͅ位置し，市͈面積͈狭さ͂人口密度͈

高さ͉全国一́あͥ。市内͉ͅ，小学校˓校，中学校ˏ校̦あ

ͤ，ˏ͈̾中学校区ͅ分̥ͦ̀いͥ。昨年度，本校͉開校４５

周年を迎えた。児童͂保護者́マスコットキャラクター͈デΎ

インを考え，PTA 手作͈ͤ着̪͙ͥを制

作すͥ̈́̓，活気̿い̀いͥ。本年度͈児

童数͉ˏ４８人，通常学級ˍˎ学級，教職

員͉県費ˎˌ人́あͥ。 

児童͉，概し̀明ͥく素直́，子供ͣし

い面を͜ち，人懐こくやさしい子̦多い。

一方，自分͈思いや考えを的確ͅ表現すͥ

こ̦͂苦手́，そ͈た͛ͅ人間関係̦上手ͅ取ͦ̈́い，自尊感

情̦低い͂いう傾向͜見ͣͦͥ。 

保護者͂地域͉，学校ͅ大変協力的́，

PTA や学校応援団͜盛ͭ́あͥ。昨年度

̥ͣ不審者や交通事故̥ͣ児童を守ͧう

͂町会長を中心ͅ地域͈高齢者́ȶ̤帰ͤ

隊ȷを組織し，毎日見守ͤ活動をし̀いͥ。

父親組織͈活動͜盛ͭ́，環境整備̺け́

̈́く，災害避難体験教室͈̈́̓体験活動͜

主体的ͅ企画運営をし̀いͥ。 

３ 協働や体験を重視̱た学び͈推進͈ために   

 本校͈児童͈課題́あͥ人間関係力や自尊感情͈低下を解決

すͥた͉͛ͅ，ȶ共ͅ生̧ͥ知恵を磨̧，高͛合う教育活動ȷを，

教科・領域̤ͅけͥ協働͈́学習活動͉͂ͤ͜͢，学校・家庭・

地域͈ˏ͈̾力を結集したȶ塚小協育ȷを合言葉ͅした連携教

育͈推進や教育環境̿く͈ͤ実践を行うこ͂͂した。 

 ː 実践͈概要 

Ȫˍȫ学校教育目標具現化͈た͈͛取組 

◆学校教育目標 

 生涯ͅわたͤ，学び続け，主体的ͅ生̧ͥ力を身̾ͅけた子

を育成すͥ。 

 ȶ̥しこく やさしく たくましくȷ 

○確̥̈́学力を͜ち，͢く考え̀，正しく判断すͥ子 

○感受性ͅ富͙，素直́，͙ͭ̈́͂仲良く協力̧́ͥ子  

○責任を̽̀͜最後ま́やͤ͆く意志͂実行力̦あͤ，心身 

 ͈健康͂安全̈́生活͈向上ͅ努͛ͥ子 

◆̰͛す学校像Ȫミッションȫ 

 ȶ子供一人一人̦͈びͥ学校，教職員̦互い  ͅ

高͛合う学校，家庭・地域͂͂͜ͅ歩͚学校ȷ 

◆̰͛す児童像ȪキャッチフレーΒȫ 

ȶ笑顔̥̦やく塚小̽子～あいさ̾い̽ぱい・ 

̧̬ͭい̽ぱい・歌声い̽ぱい・花い̽ぱい・ 

気持ちい̽ぱい～ȷ 

◆学校経営計画͈周知͂実践化 

ȶ学び͈創造ȷやȶ豊̥̈́心͈育成ȷȶ家庭・地域͈͂連携

教育ȷを学校グランΡデΎイン͈中ͅ盛ͤ込͙，全家庭や地

域へ͈配布，HP へ͈掲載を通し̀広く周知し，課題͈共有

化，問題解決へ͈参画意識͈高揚を図̽̀いͥ。 

Ⱥ塚越小学校͈グランΡデΎインȻ 

 

Ȭ研究領域ȭ  Ⅱ 教育課程 

第ː分科会  知性・創造性 

Ȭ研究課題ȭ  知性・創造性を育͚教育課程͈編成・実施・評価・改善 

Ȭ視点ȭ         

② 共に生きる知恵を磨き，高め合う教育活動͈創造・推進 

                                               提案者  蕨市立塚越小学校長  関 根  雅 江 
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職員ͅ ȶ͉学校教育目標具現化͈視点͂道筋ȷを毎学期示し，

͈̓分掌組織̦，い̮̾ͧま́ͅ，何を行う͈̥等，進捗状況

等̾ͅい͈̀確認，教科・

領域主任等へ͈計画・実

施・評価・改善等͈相談を

小ま͛ͅ行い，確実̈́実践，

効果的̈́実践̦図ͦͥ͢

うͅし̀いͥ。学校評価͜

毎学期行い，PDCAͥ͢ͅ

教育課程͈改善を図̽̀

いͥ。 

Ȫˎȫ日々͈授業͈充実͂研修͈充実 

本年度̥ͣˏ年間，蕨市教育委員会͈委嘱を受け，ȶ伝え合い，

認͛合い，磨̧合う，塚小̽子͈育成ȷを研究主題ͅ，特別活

動を中心ͅ，ͤ͢͢い人間関係を築くこ̧̦͂́ͥ児童͈育成

を̰͛す研究ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。昨年度͉，

算数科を中心ͅ算数的活動や言語活動͈

充実ͅ向け̀研究をし，問題解決型͈授業

͈実践ͅ努̧͛̀た。他͈学習̤ͅい̀͜，例え͊地域施設ͅ

直接出向̧，そこ́活動すͥ地域住民ͅインタビューしたͤ，

一緒ͅ活動したͤすͥ̈́̓実体験を大切ͅした学習を進͛̀い

ͥ。 

Ȫˏȫモクモクテキパキ清掃͈取組 

生徒指導・清掃部会̦中心͂̈́ͤ，全校児童・教職員͈共通

理解͈͂́͜無言清掃ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。ȶ̦まͭすͥ心ȷȶ問

題を自ͣ見̾けͥ心ȷȶ思いやͥ心ȷを育̀ͥこ͂を͇ͣい͂し

̀いͥ。黙̽̀掃除をすͥこ͂́汚ͦ̀いͥ所ͅ気̿けͥこ͂

や声ͅし̈́く̀͜友達͂協力̧́ͥこ͂

等を共ͅ発見すͥこ̧̦͂́，自尊感情を

高͛ͥこ̧̦͂́ͥ。 

Ȫ４ȫ縦割ͤ班活動͈取組 

昨年度̥ͣ全学年͈児童́構成すͥ縦

割ͤ班͈́交流給食，交流遊びを実施し̀

いͥ。高学年͉ͅ集団をま͂͛ͥ力を，中

学年͉ͅ協調すͥ力を，低学年͉ͅ敬う力

を育̀ͥこ͂を͇ͣい͂し̀いͥ。異年齢͈́関わ͈ͤ中́知

恵を出し合い，協働すͥ体験̦豊̥̈́人間性を育͚こ͂̾̈́ͅ

̦̽̀いͥ。 

Ȫ５ȫȶ絆ムーブメントȷい̲͛根絶͈取組  

絆実行委員会を中心͂した児童主体͈い̲͛根絶ͅ向けた活

動を進͛̀いͥ。賛同した協力者͂̈́ͥ児童͉ͅ，絆ςボン͂

協力者͈証̦配布さͦ，全校児童́取ͤ組͛ͥ͢うͅし̀いͥ。

い̲͛根絶͈た͈͛ȶ５͈̾約束ȷを作成したͤ，ȶγワγワ言

葉͈木ȷを作成し人ͅ優しく温̥̈́言葉

͈啓発を促したͤすͥ活動を進͛̀い

ͥ。 

 Ȫ６ȫ校内音楽会͈̈́̓学校行事͈取組 

 昨年度̥ͣ校内音楽会を実施し̀

いͥ。運動会同様，皆́力を合わせ表

現すͥ喜びや協働すͥ喜びを味わ  ̽

 ̀いͥ。また，地域・保護者͈感動し̀いͥ姿̦児童͈自信 

 ̦̾̈́̽̀ͅいͥ。 

Ȫ˓ȫ体験活動͈推進 

米作ͤ，綿栽培や糸車体験，機織体験̈́

̓，地域͈人材を活用し，体験を通した学

習̧̦́ͥ͢うͅし̀いͥ。また，休͙時間

を活用し͈̀囲碁・ウクレレ・太鼓等͈体験

教室͜開催し̀いͥ。囲碁教室̧̦̥̽け

́団体戦県ˏ位ͅ入賞した児童たち͜い

ͥ。地域人材を活用̧́ͥ͢うͅ地域͂  ͈

関わͤを大事ͅし̀いͥ。 

 

Ȫ８ȫ読書登山͈取組 

全校́取ͤ組ͭ́いͥ読書活動́，ˍペ 

ージをˍメートル͂換算し，目標͂すͥ山 

͈高さ͂同̲ページ数̈́ͥ͂ͅ読書登山͈達成͂̈́ͥ。自分 

́目標͂すͥ山を選択すͥこ̧̦͂́，達成͈喜びを味わい 

̦̈́ͣ楽しく読書活動を進͛̀いͥ。 

Ȫ９ȫ俳句̿くͤ・心͈ポエム͈取組 

俳句や詩を書く，読͚こ͂を通し̀豊̥̈́

心や言語感覚を育̀ͥこ͂を͇ͣい͂し，国

語部会́運営。作品͈交流コー΢ーを設置し

̀いͥ。 

Ȫˍˌȫ保・小・中連携͈推進 

 東中学校区ˏ校́合同͈あいさ

̾運動や運動会サポート等͈活動

を，私立中学校͉͂英語͈交流授業を，保育園

͉͂ˍ年生͈͂交流を図ͤ，中学生や保育園児͈͂多様̈́体

験活動を実施し̀いͥ。 

 ˑ まとめȪ成果と課題ȫ 

全教育課程やȶ塚小協育ȷ͈͂͜ͅ推進さͦͥ様々̈́教育活

動͉，児童ͅ協働͈学び͈場を与え̀いͥ。また，児童͉本活

動を通し̀共ͅ知恵を出し合い，磨̧合い，高͛合い̦̈́ͣ協

働すͥ喜びを味わい，人間関係力や自尊感情を高̧͛̀̀いͥ。

更ͅ充実した取組̈́ͥ͢ͅうPDCAを生̥し̀改善し̀いく。 

PDF Compressor Pro

http://www.pdfcompressor.org/buy.html


― 44 ― 

 

Ȭ研究領域ȭ Ⅱ 教育課程 

第ˑ分科会 豊̥̈́人間性 

Ȭ研究課題ȭ 豊か̈́人間性を育͚教育課程͈編成・実施・評価・改善 

Ȭ視点ȭ 

         ① 豊か̈́心を育͚道徳教育͈推進 

                  提案者  加須市立豊野小学校長  岩 崎 権 威 

１ ͉じめに 

 情報通信技術͉日々進展し̀い̦ͥ，反面，人͂話

す機会̦減ͤ，コミュニケーション̦薄̧ͦ̀̀いͥ。

そ͈た͛，対人関係や集団行動を苦手͂すͥ社会性̦

乏しい若者̦増え̧̀た͂言わͦͥ。また，学校͉́

い̲̦͛問題̤͂̈́̽̀ͤ，善悪を判断すͥ力や思い

や͈ͤ心͈̈́̓規範意識や倫理観̦̈́̓十分͉́̈́い

͂言わͦͥ。 

 こ͈͢う̈́中，加須市内͈学校͉́，教育活動全体

を通̲た道徳教育を推進すͥ͂͂͜ͅ，家庭や地域̤

͢び関係機関等͂連携・協働した体験活動̈́̓地域密

着型͈教育を推進すͥこ͂́，児童͈豊̥̈́人間性や

社会性͈育成を図̽̀いͥ。本校́͜，学校・家庭・

地域̦協力し，さま̰ま̈́体験活動を意図的ͅ行い，

そ͈体験をȶ特別͈教科 道徳ȷͅ生̥し̀い̧たい。 

 

ˎ 本校͈概要 

 本校͉，児童数 117名，通常学級６，特別支援学級

ˍ͈小規模校́あͥ。三世代͈家庭̦多く，児童同士

͉幼い̧̥͂ͣ知̤̽̀ͤ，学年を超えた繋̦ͤ͜深

い。地域͜学校ͅ対し̀͂̀͜協力的́あͥ。 

 

３ 体験活動を重視̱た道徳教育͈概要 

(1)あいさつ運動 

ӱ加須市͈あいさ̾運動 

あいさ͉̾，人͈͂関係を円滑ͅし，コミュニケ 

ーションを深͛ͥ上́欠̥せ̈́い͈́͜あͥ。加須

市͉́，地域密着型͈教育を推進すͥた͛͜ͅあい

さ̾運動を積極的ͅ推進し̀いͥ。 

ア ȶあいさ̾ さわや̥ ̸̥͈まちȷロゴマー 

クや͈ぼͤ旗，ポスターを作成・配付。 

イ 集中強化期間(５・10月) ͅ街頭́キャンペー 

ン，駅や市民ま̾ͤ等́啓発品を配付。各学校̮ 

͂ͅあいさ̾運動を展開。 

Ӳ本校͈あいさ̾運動 

ア 月初͈͛５日間，あいさ̾運動を展開。分担͉ 

学年や通学班̮͂。 

イ ͈ぼͤ旗ȶあいさ̾・返事 加須市́一番ȷ͈ 

作成͂呼び̥け。 

ウ 児童ͅあいさ͈̾目標を設定させͥ͂͂͜ͅ， 

自己評価を行い，振ͤ返えͥ。 

(2)話̱合う・伝え合う場͈設定 

学校経営方針͈重点ͅȶ進ͭ́学び，考えを深͛， 

伝え合えͥ児童͈育成ȷを掲̬，授業中や諸活動͈中

́，ペア͈́意見交換やグループ͈́話し合う場を多

く設定し̀いͥ。 

(3)縦割り班活動͈充実 

縦割ͤ班活動͉，異年齢͈活動を通し̀，ͤ͢͢い

人間関係を築くこ̧̦͂́ͥ。年度初͛ͅ縦割ͤ班活

動͈意義を教職員間́確認し，͢ ͤ効果的ͅ行うた͛，

以下͈取組を行̽̀いͥ。 

ӱ縦割ͤ班͈集合写真や活動コー΢ーを設けͥ。 

Ӳ給食を縦割ͤ班́食べ，昼休͙ͅ班́仲良く遊ぶ。 

ӳ学校行事や集会活動͉́，高学年͈ςーΡ͈͂͜ 

縦割ͤ班́活動すͥ場を多く設定すͥ。 

ȶフレンドリーウォーク～全員́コバトンを救出せよ～ȷ      

・概要 

コバトン̦悪͈組織ͅさͣわͦ，敵͈アジトͅ閉̲ 

込͛ͣͦ̀いͥ。コバトンを救うた͛，豊野小学校ͅ

勇者たちȪ縦割ͤ班ȫ̦ 集まͤ，冒険͈旅̦始ま̽た。

コース図をたͤ͢ͅ敵͈アジトへ行こう。途中，さま

̰ま̈́ミッション̦待̽̀いͥ。さあ，͙ͭ̈́́力を

合わせ，コバトンを救出し͢う！ 

・出発 

クイΒͅ正解した班͉コース図をͣ͜い，出発。 

・途中͈チェックポイント 

 チェックを受けたͣ班̮͂ͅ休憩。加須カルタや都

道府県クイΒͅ正解し̥̀ͣ，新た̈́コース図を͜
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ͣい出発。 

・敵͈アジト 

コバトン̦捕ͣえͣͦ̀いͥ牢屋͈鍵(５̾)を͙ͭ 

̈́́探し，コバトンを救出｡ 

・縦割ͤ班́遊び  

班̮͂ͅ遊ぶ内容を考え，楽しく遊ぶ。 

(4)うさぎと͈触れ合い 

本校͉́，うさ̨を 15 羽ほ̓飼̤̽̀ͤ，3 年生

̦えさや水をあ̬，世話をし̀いͥ。̺̦，うさ̨͉

飼育小屋͈中ͅいͥた͛，当番児童以外͂触ͦ合うこ

̧͉̥͂́̈́̽た。そこ́，今年度飼育小屋͈南側ͅ

フェンスを作ͤ，うさ̨͂触ͦ合うスペースを設けた。

昼休͙͉ͅ，児童̦うさ̨を追い̥けたͤ，触̽たͤ

し̀いͥ。抱̥ͦͥ͂うさ̨͉大人しく̈́ͤ，児童͉

うさ̨を大切ͅ扱̽̀いͥ。時͉ͅ，うさ̨̦生まͦ

たͤ，亡く̈́ͥこ͂͜あͤ，命͈大切さを学ぶ場͜ͅ

̈́̽̀いͥ。 

(5)学校いきいきステーション事業 ～学校応援団の充実～  

加須市͉́，学校͈一層͈活性化͂家庭・地域͈教

育力͈向上を目指し，学校・家庭・地域̦一体͂̈́̽

̀子̓͜たち͈健全育成を図ͥた͛本事業を行̽̀い

ͥ。各校͉ͅ，保護者や地域̽̀͢ͅ組織さͦ̀いͥ

学校応援団̦あͤ，ȶ学習活動ȷȶ見守ͤȷȶ環境整

備ȷ̈́̓，さま̰ま̈́面̥ͣ学校͈教育活動を支援し

̀いͥ。 

学校͂地域社会͈͂連携を図ͤ，人材̥̥ͅわͥネ

ットワーク̿く͉ͤ̈́̓，校長͈重要̈́仕事́あͥ。

(6)豊かな心を育む体験活動～地域との連携を通して～ 

本校͉́，地域͂連携した体験活動を行̤̽̀ͤ，

児童͉そ͈活動を通し̀豊̥̈́心を育ͭ́いͥ。地域

͈͂連携͉ͅ校長͈ςーダーシップ̦不可欠́あͤ，

校長͉地域͈方々͈͂ネットワーク拡大を常ͅ進͛̀

いͥ。 

①とよのっ子広場～児童と祖父母・地域の方々との交流～ 

以前̥ͣ愛育会̦地域͈方々͈世代間͈交流を促進

すͥȶ三世代ふͦあい͈集いȷを，また，市教委・学

校̦祖父母を学校ͅ招待し，授業等を観̀いた̺くȶ祖

父母参観ȷを行̽̀いた。ˎ ̾を合体すͥこ͂ͤ͢ͅ，

ͤ͢交流̦深まͥ͂考え，愛育会・市教委ͅ相談を͜

ち̥け，協議を重̧͇̀た。そし̀，今年度ͤ͢ȶ͂

͈̽͢子広場ȷ͂し̀盛大ͅ開催すͥこ̧̦͂́た。

児童͉，祖父母や地域͈方々͈͂交流を通し̀，家族

を包͙込ͭ́くͦͥ祖父母ͅ感謝͈念を̽͜たͤ，豊

野地区ͅ対すͥ愛着を深͛ͥこ̧̦͂́た。 

②ふれあい運動会 

本校͉́，地域͂学校͈運動会を合同́行̽̀いͥ。

今年́18回目͂̈́ͥ。学校̦主催すͥ種目͉12種目，

地域͈支部主催͉ 13 種目̺̦，支部対抗種目ͅ児童

̦加わͥ種目Ȫ΢イスアップダウン，スプーンςレーȫ，

学校種目ͅ保護者̦加わͥ種目Ȫ大玉転̦しȫ，児童

͂老人会̦一緒ͅ行う種目Ȫ͇ͣ̽̀ポイポイȫ，大

人͜子̓͜͜自由ͅ参加̧́ͥ種目Ȫ飴さ̦し，大利

根音頭，天国͂地獄ȫ̈́̓互い͈種目ͅ加わͤ，力を

合わせ̀行う競技̦多くあͥ。さͣͅ，支部対抗種目

ͅ教職員̦加わͤ，会場̦盛ͤ上̬ͥ種目Ȫ障害物ς

レーȫ͜あͥ。児童͈競技̦始まͥ͂周̥ͤͣ保護者

や地域͈方々͈応援̦聞こえ̀くͥ。そͦͅ応えͥ͢

うͅ，児童͉全力́競技ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。 

また，児童͈席͉地域͈方々͂交流を深͛ͥた͛，

各支部͈テントͅ入ͦ̀いた̺い̀いͥ。テント͈中

͉́，地域͈老若男女̦児童ͅ話し̥け，地域͈子̓

͈͜͢う̥ͅわい̦̽̀くͦͥ。 

 

ː おわりに 

実践した体験活動͉ͅ，そ͈活動͈内容ͅ応̲̀さ

ま̰ま̈́道徳性̦育まͦ̀いͥ。 

今後͜校長̦ςーダーシップを取ͤ，家庭や地域̤

͢び関係機関等͂コミュニケーションを図ͤ，さま̰

ま̈́体験活動を進͛̀いく。そし̀，こ͈体験活動を

道徳͈時間ͅい̥すこ͂ͤ͢ͅ，道徳的価値͈自覚を

深͛ͥ指導を一層充実し̀い̧たい。 
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 Ȭ研究領域ȭ  Ⅱ   教育課程 

第ˑ分科会  豊かな人間性 

Ȭ研究課題ȭ 豊か̈́人間性を育͚教育課程͈編成・実施・評価・改善 

Ȭ視点ȭ 

② 心結ぶ未来社会をつくる人権教育͈推進 

                      提案者  さいたま市立大谷小学校長  冨 澤  秀 行  

１ ͉じめに 

 現代社会͉，グローバル化̦進͙多文化共生͈時代を迎え̀

いͥ。し̥し̦̈́ͣ，国際社会͉́，先行̧不透明́閉塞感̦

強まͤ，緊張感̦高ま̽̀いͥ。日本国内̤ͅい͉̀，科学技

術̦進歩し，情報社会̦急速ͅ進ͭ́いͥ。子̓͜たち͈生活

を見̀見ͥ͂，人͂人̦直接ふͦ合わ̴͂͜，互い͈交流̦́

̧ͥ͢う̈́ͤͅ，また家庭や社会͈教育力͈低下̦，人間関係

͈希薄化をさͣͅ進͛̀いͥ。また，様々̈́偏見や差別，い̲

͈͛̈́̓人権ͅ係ͥ問題̦起̧̀いͥ。 

 子̓͜たち̦，生命͈価値を自覚し尊重すͥこ͂，人͂調和

し̀共ͅ生̧ͥこ͂や人͈痛͙や思いͅ共感すͥこ͈͂̈́̓

豊̥̈́人間性を育͚た͛，心ͅ響く人権教育を充実させ̀いく

こ̦͂急務́あͥ。 

 ˎ 本校͈概要 

 本校͉，さいたま市͈北東部ͅ位置し，武蔵野͈面影を残す

雑木林̥ͣ，急激ͅ新興住宅地ͅ変わ̧̽̀た地域͈中ͅあͥ。

本校͉，今年度創立４ˌ周年を迎えた。学校規模͉，児童数͉

ˍˌ˓˓名，学級数͉普通学級ˏˍ学級，教職員数͉˓ˌ名͈

大規模校́あͥ。 

３ 人権教育における課題Ȫアンケート調査ȫ 

 見沼区小学校(̱ ˍ校)校長会 ȶ́人権教育̤ͅけͥ自校͈取ͤ組

͙ͅ関すͥアンケートȷを実施し，人権教育̤ͅけͥ課題を考察

した。 

(1)アンケート結果 

ӱ 人権教育推進上͈課題 

ˍ位 子͈̓͜人権意識を高͛  ͥ

ˎ位 児童͈人間関係̿く  ͤ

ˏ位 教職員͈人権意識を高͛  ͥ

Ӳ  人権教育推進ͅあた͈̽̀取組 

ˍ位 校内人権教育研修会͈実施 

ˎ位 校長講話  

ˏ位 教職員͈各種人権教育研修会へ͈参加 

ӳ  各校́取ͤ組ͭ́いͥ個別͈人権課題 

ˍ位 い̲͛問題 

ˎ位 インターネット等ͥ͢ͅ人権侵害͈問題 

ˏ位 生命尊重教育  

 (2)  アンケート結果̥͈ͣ考察 

 ・い̲͛問題等͈防止や早期発見・早期解決̦各校大̧̈́課題

͂し̀取ͤ上̬ͣͦ̀いͥ。 

 ・各校インターネット等ͥ͢ͅ人権侵害̤ͅけͥ課題̦多く取

ͤ上̬ͣͦ̀いͥ。 

 ː 人権教育における課題解決͈ため͈取組 

 人権教育̤ͅけͥ課題解決͈た͛ͅ，さいたま市͉́，教職

員͈研修を充実すͥ͂共ͅ児童ͅ対すͥ人権感覚を育͙，人権

意識を̽̀͜判断し行動̧́ͥ子͈̓͜育成を，課題͂し̀取

ͤ組ͭ́いͥ。人権教育を推進すͥた͉͛ͅ，各校̤ͅけͥ人

権課題を明確ͅすͥこ̦͂重要́あͥ。各校͈特色や児童や教

職員͈実態を把握し，課題ͅ対応した取組̦求͛ͣͦͥ。 

(1)  教職員͈人権意識を高͛ͥ取組 

ӱ さいたま市教育委員会͈͂連携 

○研修会 

   ・人権教育研修会Ȫ管理職・教諭等ȫ 

  ○子̓͜輝̧プラン ・一͈̾心͂四͈̾力 

  ○い̲͛防止対策推進条例͈制定 

   ・い̲͛防止シンポジウム ・子̓͜会議  

 Ӳ さいたま市小学校校長会研修 

  ・視察研修   ・各区校長会 

  ・常任委員会ȶ人権教育委員会ȷ 

  ・人権アンケート  

ӳ 各小学校͈́取組 

  ・人権教育研究発表会 

  ・小中合同 

人権教育研修会 

  ・教職員校内研修 

 Ӵ 同和教育͈推進 

  ・同和教育推進校連絡協議会 

  ・関係施設͈͂連携 

   三Μ和会館，五反田会館，鹿室南集会所 

(2)  児童͈人権意識を育͚取組 

 ӱ さいたま市教育委員会͂連携した取組 

   ・人権作文，人権標語へ͈参加 

   ・人権͈花̿く  ͤ
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   ・市教育委員会発行 人権教育推進資料 

  ȶ人権教育指導プランȷȶ人権教育実践事例集ȷ 

  ȶ人権教育啓発プランȷȶ人権教育ニュースȷ 

Ӳ 各学校͈́取組 

  ・人権教育全体計画・年間指導計画͈作成 

  ・い̲͛防止基本方針͈策定 

・人権教育を取ͤ入ͦた授業͈実践 

   ・い̲͛撲滅強化月間͈取組 

   ・携帯・インターネット安全教室͈実施 

  ・心͂生活͈アンケート 

  ・薬物乱用防止教室 

 ˑ 本校における人権教育͈取組 

 (1) 本校͈人権教育͈重点 

  ・人権を尊重し合う学級経営を実践すͥ。 

  ・小中一貫教育モデル校̤ͅけͥ取組 

 ・教職員̦人権ͅ対すͥ理解を深͛，人権教育ͅ積極的ͅ取

組͚。 

(2) 潤い͈時間ȶ人間関係プログラムȷ 

 内容   人͂接すͥ際ͅ必要̈́姿勢・態度・感情コントロール

͈仕方，相手͈感情を読͙取ͥ仕方を学び，直接体験

͈場́定着を図ͥ。 

 時間  ˏ～６年 各学期͉̲͛ͅ６時間 

(3) アンケート調査や教育相談͈実施 

  ӱ ȶ心͂生活͈アンケートȷ 

  Ӳ 携帯電話等͈生活実態調査Ȫ５・６年ȫ 

  ӳ い̲͛・長期欠席͈状況調査 

  Ӵ さわや̥相談員・スクールカウンセラー͈͂連携 

  ӵ 児童相談所・教育相談室͈͂連携 

 (4) い̲͛撲滅強化月間͈実施 

  ӱ 目的 い̲͛防止対策推進条例͈策定を受け，い̲͛撲滅

強化月間を実施し̀いͥ。 

  Ӳ 内容  

・啓発ポスター͈掲示͂学級ス 

 ローガン͈掲載 

   ・い̲͛防止や思いや͈ͤ心を 

 育͚校長講話 

   ・い̲͛防止ͅ向けた学級指導 

(5) 児童及び保護者へ͈啓発       人権͈木 

 ○人間関係̦希薄̈́子̓͜たちͅ，異学年̥ͥ̈́͢͢ͅし遊び

等を通し̀，他を思いやͥ心を育̀，人権意識͈向上を図̽

̀いͥ。 

 

ӱ 土曜学校公開日ͅ全校道徳授業͈公開 

 Ӳ 児童会・各学級ͥ͢ͅ朝͈あいさ̾運動   

 ӳ 児童会͈̥̈́͢し遊び 

(6) 校長͈取組 

 ӱ 強いςーダーシップ͈発揮 

 Ӳ 校内人権教育部へ͈指導 

 ӳ 人権問題を取ͤ上̬た校長講話 

(7) 小中一貫教育͈取組 

○小中一貫教育͈推進ͤ͢ͅ，児童生徒理解を深͛，人権意識

を高͛ͥ指導͈充実を図ͥ。 

 ӱ 小中一貫教育推進モデル校授業実践 

 Ӳ 小中ˏ校合同人権教育研修会 

 ӳ 小中一貫教育相互授業参観 

 (8) 同和教育͈取組 

○教職員͈研修を充実させ，学区ͅあͥ同和地区͈歴史  ͅ  

 ̾い̀理解し，人権意識を高͛ͥ。 

ӱ 同和教育推進協議会へ͈参加 

 Ӳ 五反田会館͈͂連携   社会科見学等 

 ӳ 小中合同人権教育研修会 

   ・同和地区͈経緯͂歴史 

   ・学区͈地域課題̾ͅい̀意見交換 

 Ӵ 五反田会館 文化祭参加・作品掲示 

６ 成果と課題 

＜成果＞ 

い̲͛防止対策推進条例͈制定ͤ͢ͅ，い̲͛防止基本方針

ͅ基̿い̀様々̈́取組̦，各校̤ͅい̀実践さͦ，児童͈人権

意識̦高ま̽̀いͥ。 

＜課題＞ 

数年前͂比べ̀社会͈変化ͤ͢ͅ，携帯電話等ͥ͢ͅい̲͛

等͈問題̦多く̧̤̈́̽̀̀ͤ，課題解決͈た͛ͅ，指導͈充

実を図ͥ必要̦あͥ。 

教職員͈年齢構成͈2極化ͤ͢ͅ経験͈浅い教員̦増え，地

域͈歴史や変化̾ͅい̀十分ͅ理解̧́̀い̈́いた͛，地域理

解͈研修͈充実を図ͥ。 

７ おわりに 

今̤̈́͜，い̲͛問題を͉̲͛様々̈́課題̦あͥ。そ͈͢う

̈́中，子̓͜たち̦安心し̀生活̧́ͥ͢う，子̓͜たちͅ相

手͈立場ͅ立̽た考え方̈́̓，人権意識を今後͜継続的ͅ指導

し̀いくこ̦͂大切́あͥ。 
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１ ͉じめに 

 体育科͈目標͉，ȶ心͂体を一体͂し̀͂ͣえ，適切̈́

運動͈経験͂健康・安全̾ͅい͈̀理解を通し̀，生涯ͅ

わた̽̀運動ͅ親し͚資質や能力͈基礎を育̀ͥ͂͂͜

ͅ健康͈保持増進͂体力向上を図ͤ，楽しく明ͥい生活を

営͚態度を育̀ͥȷこ͂́あͥ。 

 体力͉，人間̦発達・成長し，創造的̈́活動を行̽̀い

くた͛ͅ必要不可欠͈̈́́͜あͤ，ȶ人間力ȷ͈重要̈́要

素́あͥ。また，体力͉人間̦知性を磨̧，知力を働̥せ

̀活動し̀いく源́あͥ͂͂͜ͅ，生活を営͚上͈́気力

͈源́͜あͤ，体力・知力・気力̦一体͂̈́̽̀人間͂し

͈̀活動̦行わͦͥ。こ͈͢うͅ，人間͈あͣゆͥ活動͈

源̈́ͥͅ体力を，子͈̓͜時期̥ͣし̥̽ͤ͂身ͅ付け̀

いくこ͉͂，子͈̓͜将来͂̽̀ͅ大変重要́あͥ͂考え

ͥ。 

 そこ́，現在͈子͈̓͜体力͈現状͂課題を踏まえ̀，

主体的ͅ体を動̥し̀い̧い̧͂運動ͅ取ͤ組͚運動好

̧̈́子̓͜ͅ育̀ͥ͂͂͜ͅ，生活習慣͈改善を図ͥこ͂

̧̦́ͦ͊，総合的̈́体力͈向上ͅ結び付く͂考え，本校

͉́以下͈取組を推進し̀いͥ。 

ˎ 地域と学校͈概要 

 本校͉，和光市͈西端ͅ位置し，朝霞市͂隣接し̀いͥ。

昭和５ˍ年ͅ開校し，本年度創立４ˌ周年を迎えた。児童

数͉ˏ９ˏ名́，̱ ˏ学級͈小規模̈́学校́あͥ。ＰＴＡ

組織͉̈́い̦，保護者・地域͈学校ͅ対すͥ関心͉高く，

多く͈協力・支援を得̀いͥ。 

Ȫˍȫ学校教育目標 

  ・͢く考え，行動すͥ子̓͜ 

  ・仲͢く助け合う子̓͜ 

  ・健康́たくましい子̓͜ 

Ȫˎȫ本校͈特色͂実態 

本校͉́，平成ˎ６年度～ˎ８年度͈ˏ年計画́体育科

͈和光市研究委嘱を受けͥ͂͂͜ͅ，ˎ ˓年度・ˎ８年度

͈ˎ年間，埼玉県体力課題解決研究校͈指定を受け，総合

的̈́体力向上ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。 

 

 

 

平成ˎ６年度͈新体力テスト結果シートによる 

総合評価 

種 別 

総合評価 

本校͈割 

Ȫ％ȫ 

県͈割合 

Ȫ％ȫ 

A+B 54.4 49.6 

A+B+C 86.5 81.3 

D+E 13.5 18.7 

各運動種目͈県͈͂比較 

 
男子Ȫ４８項目ȫ 

県͈͂比較 〇Ȫ上回ͥȫ ―Ȫ同̲ȫ ×Ȫ下回ͥȫ 

項目数 27 0 21 

割合Ȫ％ȫ 56.3 0.0 43.8 

 

 
女子Ȫ４８項目ȫ 

県͈͂比較 〇Ȫ上回ͥȫ ―Ȫ同̲ȫ ×Ȫ下回ͥȫ 

項目数 31 0 17 

割合Ȫ％ȫ 64.6 0.0 35.4 

 

 
合計Ȫ９６項目ȫ 

県͈͂比較 〇Ȫ上回ͥȫ ―Ȫ同̲ȫ ×Ȫ下回ͥȫ 

項目数 58 0 38 

割合Ȫ％ȫ 60.4 0.0 39.6 

３ 研究͈実践 

Ȫˍȫ研究主題 

   主体的ͅ体を動̥し，い̧い̧͂運動ͅ取ͤ組͚児

童͈育成～運動大好̧北原̽子～ 

Ȫˎȫ研究͈視点・手立̀ 

ӱ視点ˍ 主体的ͅ運動ͅ取ͤ組͜う͂すͥ指導͈工夫 

校内ͅ常設͈体力向上

コー΢ーを設置し，目標数

値や学年別͈ランキング

を掲示すͥ͂͂͜ͅ，前屈，

体側͈柔軟性͈具体的̈́

数値を表示し̀い̾́͜

確認̧́ͥ͢うͅし̀いͥ。また，握力ͅ気軽ͅチャ

レンジ̧́ͥ͢う握力計を置いた計測コー΢ーを設置

し̀，主体性を喚起し̧̀̀いͥ。 

手立̀： 雰囲気，場̿くͤ，達成感，向上心喚起 

 

Ȭ研究領域ȭ  Ⅱ 教育課程 

第６分科会  健やかな体 

Ȭ研究課題ȭ  健やか̈́体を育͚教育課程͈編成・実施・評価・改善 

Ȭ視点ȭ 

① たくま̱く生きるため͈体力を育͚教育活動͈推進 

                 提案者  和光市立北原小学校長  早  房  茂  雄 
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技͈系統性や段階̦す̪ͅ確認̧́ͥカーΡ͂，技͈ 

  出来栄え̧ͤ́͢ͅた段階を記録̧́ͥカーΡを作成 

  し̀活用すͥこ͂ͤ͢ͅ，自分̦今̓こま̧́́̀いͥ 

  ̥̦分̥ͥ͢うͅし̀いͥ。 

器械運動基礎感覚づくり系統表 

腕支持感覚 

◎腕に体重をかけ̀支えること̦́きる。 

●アΎρシ  ●コンパス  ●かえる倒立  

●かえる͈足打ち ●手押̱車  ●馬跳び ●くま歩き 

逆さ感覚 

◎逆さに̈́っ̀身体を支配́きる。 

●かえる倒立 ●かえる͈足打ち ●手押̱車 ●馬跳び 

●うさぎ跳び ●背支持倒立 ●ブリッジ 

回転感覚 
◎逆さに̈́っ̀回転すること̦́きる。 

●前転̦り ●丸太転̦り ●川跳び ●後ろ転̦り 

平衡感覚 

◎バρンスをとること̦́きる。 

●片足バρンス ●片手バρンス ●つま先立ち  

●平均台遊び ●片足跳び ●両足跳び 

高さ感覚 

◎高い所から飛び下り̀，空間に体̦浮く感じ̦つかめる。 

●跳び箱から飛び下り ●鉄棒から跳びおり 

●平均台から跳び下り ●ステージから飛び下り 

           ※特に安全に配慮̱̀行う。 

Ӳ視点ˎ 積極的ͅ仲間͂関わͤ合̤う͂すͥた͈͛

指導͈工夫 

手立̀：グルーピング，チーム編成͈工夫 

      学び合い̧̦́ͥ学習形態͈工夫     

学習すͥ運動領域，単元，指導時数等を勘案し，児

童͈実態ͅ即した男女混合等質・異 質͈グループや，

兄弟チーム͈́関わ̧ͤ́ͥ͜͢う配慮し̀いͥ。相

互͈学び合い̦しやすい環境を整備し，こ͈こ͂͢ͅ

ͤ，言語活動͈充実を含͛̀，実践的̈́活動̦行えͥ

͢う̈́̽ͅた。 

ӳ視点ˏ 技能を高͛ͥた͈͛工夫 

  手立̀：運動時間͈確保，技能指導時間͈確保， 

     ˍ単位時間́確実ͅ教えͥ場͈設定 

準備運動や主運動ͅ入ͤやすくすͥた͛ͅ，˞ＧＭを

効果的ͅ活用し̀抵抗感を取ͤ除く͂͂͜ͅ，˞ＧＭを

利用した学習時間͈マネジメントを確立させͥこ͂ͅ

̽̀͢，教師̦技能指導ͅ携わͦͥ時間を増やすこ̦͂

̧́た。また，そ͈時間ͅ確実ͅ身ͅ付けたい動̧ͅト

ライすͥ意図的̈́場̿くͤを行い，教師͈共通理解͈͜

͂ͅ，͈̓学年・学級́͜教えͥべ̧こ͉͂徹底し̀教

えͥ体制を整え，実践し̧̀̀いͥ。 

Ӵ視点４ 生活習慣͈見直し͂改善 

  手立̀：健康チェックカーΡ͈作成，活用 

  こ͈健康チェックカーΡ͉́，起床・食事・睡眠・排

便・デンタルケア͈項目を設定し，自分́記入し̀振ͤ

返ͤをさせͥこ͂ͤ͢ͅ，自分͈健康状態͈͂関連性ͅ

気̥̿せ，主体的̈́ 

 実践力を育ͭ́いͥ。 

 更ͅ，家庭́͜共通 

 ͅこ͈カーΡを利用 

 し̀，子̓͜，家庭， 

 学校̦健康ͅ関すͥ 

 情報を共有し，共通 

 認識を持̽̀取ͤ組 

 ͛ͥ͢う働̧̥け̀ 

 いͥ。そ͈結果，保 

 護者̥ͣ͜，日々͈ 

 子͈̓͜健康状態や， 

 体͈変化̦把握しや 

 すく̈́̽た͈̈́̓情 

 報̦入ͥ͢う̈́̽ͅ

た。 

Ȫˏȫ健や̥̈́体͈育成͈実践 

  ӱ朝マラソン͈継続指導 

基礎肺活量，全身持久力及び筋持久力，長距離走̤ͅ

けͥ体力向上を目指し，毎週火曜日͈朝，全校児童̦校

庭́マラソンͅ取組͚時間を設定し，継続指導ͅあた̽

̀いͥ。 

Ӳ体力テストデータ͈活用 

本校̤ͅけͥ体力テスト͉５月ͅ第ˍ回，̱ ˍ月頃ͅ

第ˎ回͈計測を行い，ミΡルスパン́取ͤ組̺ͭ成果͂

し̀，̓ ͈程度向上し̀い͈̥ͥを細̥く把握̧́ͥ͢

うͅ工夫し̀いͥ。 

ӳ外遊び͈励行 

日常的̈́身体活動を行うこ̧̦͂́ͥ毎日͈業前・業

間・昼休͙・放課後̤ͅい̀，様々̈́運動遊びͅチャレ

ンジ̧́ͥ͢うͅ，楽しく遊ぶこ̧̦͂́ͥ場や遊具・

器具͈整備を進̧͛̀̀いͥ。 

ː おわりに 

  本校͉，体力向上͈研究

を始͛̀今年́ˎ年目́

あͥ。本年度͉，特ͅ体育

授業͈充実ͅ主眼を置̧，

指導力向上͈た͈͛指導

法研究を進̧͛̀̀いͥ。  

  主体的ͅ取ͤ組͚体育授業や教育活動͈充実を通し

̀，生涯ͅわた̽̀運動ͅ親し͙，健康́明ͥい生活を

送ͥこ̧̦͂́ͥ児童を育成すͥこ̧̦͂́ͥ͢う，校

長͂し̀更ͅςーダーシップを発揮し̀い̧たい。 
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１ ͉じめに 

 近年͈急速̈́社会͈変化͉，私たちを取ͤ巻く環境を

大̧く変え，子̓͜たち͈生活や成長͜ͅ大̧̈́影響を

及ぼし，生活習慣病やアレルΆー疾患等͈新た̈́健康課

題を生̲させ̀いͥ。 

 今，不可欠͈͉̈́，子̓͜たち̦生涯を通し̀健や̥

ͅ成長し̀いく基盤͂し̀，運動・栄養・休養を柱͂す

ͥ調和͈͂ͦた生活習慣を形成すͥこ͂́あͥ。学校教

育͉ͅ，子̓͜たち̦夢を͜ち，潤い͂活力͈あͥ生活

を送ͦͥ͢う，健康̈́生活へ͈意識を高͛，主体的ͅ実

践すͥ能力や態度を育͚こ͂，そͦを可能ͅすͥ教育課

程を編成し，実施・評価・改善を図ͥこ̦͂求͛ͣͦ̀

いͥ。特ͅ小学校期͈役割͉重要́あͥ。家庭・地域・

関係機関͂連携した取ͤ組͙を充実させ̀いくこ̦͂

大切́あͥこ͉͂言うま́̈́͜い̦，取組͈認知度͉十

分͉͂言え̈́い。児童͈発達段階や家庭・地域͈実態を

踏まえ̦̈́ͣ，ͤ͢確̥̈́取組を進͛ͥ。こ͈͢う̈́視

点ͅ立ち，健康教育を推進すͥ上͈́，校長͈果たすべ

̧役割を究明すͥ。 

ˎ 学校͈概要 

本校͉明治 6年 4月ͅ開校し，地域͈学校͂し̀ 142

年目を迎えた。坂戸市͈東部ͅ位置し川島町͂隣接し̀

いͥ。北̥ͣ東͉ͅ越辺川̦流ͦ，水田地帯̦広̦ͥ。

̥͈̾̀純農村地帯̥ͣ，東坂戸団地͈造成，上谷小学

校͈分離新設，平成 20 年͈圏央道坂戸インター͈開通

を経̀，変貌を遂̬̾̾あͥ。学校周辺͉ͅ住宅地̦広

̦ͤ，新興住宅͜増え始͛̀いͥ。日本͈製紙王大川平

三郎翁生誕͈地́あͤ，素直́，ȶ平三郎翁͈業績ͅ触

ͦ，郷土愛を̾͜子ȷ͈いͥ学校́あͥ。保護者や地域

͈方々̦学校ͅ寄せͥ期待͉大̧く，大変協力的́あͥ。 

３ 研究͈͇らい 

健康教育を着実ͅ推進すͥ。子̓͜たち͂̽̀ͅ抽象

的 ȶ̈́健康ȷ͈ 概念をͤ͢具体的ͅし，子̓͜たち ȶ̦健 

 

 

 

 

 

 

 

康̈́生活ȷ̾ͅい̀実感を伴̽̀学習すͥこ̧̦͂́ͥ

͢う工夫すͥこ͂́，子̓͜たちͅ主体的ͅ学習ͅ取ͤ

組͚態度を育成すͥ。ȶ知ͥȷをȶわ̥ͥȷͅ。ȶ̧́ͥ

力ȷをȶし̀いͥ姿ȷͅ変換し̀いくこ͂を͇ͣう。 

(1)学校保健͈視点̥͈ͣアプローチ 

(2)学校安全͈視点̥͈ͣアプローチ 

(3)食育・学校給食̥͈ͣアプローチを中心ͅ 

ː 研究͈方法 

(1)経営ビジョン͈明確化 

(2)教育課程へ͈位置̿け͂着実̈́実践 

(3)地域͈特性を生̥した健康教育 

(4)家庭・地域・関係機関͈͂連携 

ˑ 坂戸市͈取組 

(1)坂戸市指導͈重点 

 

 

(2)ƣ体力貯金ȷ͈取組 

(3)ƣ食育プログラムȷ͈開発͂実施 

  坂戸市͉́，女子栄養大学͂協働し，全小中学校́

児童生徒͈健康並びͅ食生活͈向上を目指したȶ食育

プログラムȷͅ取ͤ組ͭ́いͥ。小学校 11 時間・中

学校 2時間分を教育課程ͅ位置付け̀いͥ。 

(4)地域͈食材を生̥した食育͈推進 

葉酸プロジェクト…栄養価͈高いƣすい̤うƤƣ坂戸

ル―コラƤを使̽た給食メニュー。ςクエスト給食・̤

祝い給食͈実施。 

(5)ƣわたし͈歯͎̽―フ͹イルȷ͈使用開始 

  児童̦，自分͈歯や口͈健康状態ͅ関心を持ち，歯

や口͈健康課題を自分́考え，健康を保̾た͛ͅ必要

̈́態度や習慣を身ͅ付けͥこ͂を目的͂し̀いͥ。(歯

科医師会ͤ͢寄贈) 

 

６ 学校͈取組 

Ȭ研究領域ȭ Ⅱ 教育課程 

第６分科会  健やかな体 

Ȭ研究課題ȭ 健やか̈́体を育͚教育課程͈編成・実施・評価・改善 

Ȭ視点ȭ 

② 主体的，実践的̈́能力や態度を育͚健康教育͈推進 

                  提案者  坂戸市立三芳野小学校長  時 山  久美子 

健康࡞生活の実践意欲を喚起する指導の工夫 

食に関する実践力を高めらࢀる指導の工夫 
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(1) 経営ビジョン͈明確化 

 ӱ目指す学校像ȶ一人一人̦，自分͈役割を果たし成

長̧́ͥ学校ȷを掲̬，教職員・児童・家庭・地域

͈一人一人̦そ̸͈ͦͦ立場́自分͈役割を考え，

協働し̀学校力を高͛ͥ͢うͅした。 

Ӳ学校経営方針へ͈明確̈́位置̿け 

指導͈重点ˎ―潤い͈あͥ心を育̀ͥ教育 

活動͈推進・健康教育͈充実 立腰教育 

     ・体験活動͈充実   (抜粋) 

 ӳ校務分掌͈明確化 

  ア全校を挙̬̀組織的ͅ食育を推進すͥた͛ͅ，食

育担当(坂戸市食育推進委員を兼任)を置̧，中心

的̈́役割を担う͢うͅした。中学年͈栽培活動等

͈見直し。 

  イ学校栄養職員͂給食主任́連携し，給食を中心͂

した食育を推進すͥ。 

   ȪƲȫȶ̪̪͜͜通信ȷ(家庭向け)͈発行 

      Ȫｲȫȶ食育コー΢ー(食材紹介)ȷ͈設置 

   Ȫƴȫƣハッピールーム給食Ƥ等͈実施 

   ȪƵȫ委員会活動：今日͈献立ͅ放送 

給食ﾚǞｼﾞｬｰ͈訪問 

    Ȫƶȫ鞘剥̧・皮̧͚等体験(ˍ～４年) 

  ウ養護教諭・保健主事͈連携ͤ͢ͅ，学校保健教育

を推進すͥ。 

   ȪƲȫȶ歯̧͙̦タイムȷ͈実施 

      Ȫｲȫ掲示資料ͥ͢ͅ啓発 

   Ȫƴȫ委員会活動：朝会・歯磨̧ﾚǞｼﾞｬｰ等 

  エ安全主任を中心ͅȶ自分͈命͉自分́守ͥȷ指導

͈日常化を図̽̀いͥ。 

  オ体育主任を中心ͅ運動好̧̈́児童͈育成を図ͥ。

運動や健康͈コΜを全校向けͅ掲示し͈̀呼び

̥けや，学び･遊びを支えͥƣライン計画Ƥを立案し

実行し̀いͥ。 

(2)教育課程へ͈位置̿け͂着実̈́実践 

ӱ全体計画・年間指導計画͈見直し…実態ͅ即し̀

修正し，教職員͈共通理解を図̦ͤ̈́ͣ，学校͈

教育活動全体を通し̀切ͦ目͈̈́い確̥̈́健康教

育を推進し̀い̽た。 

Ӳ食ͅ関すͥ授業等͈実践 

  ア職員室を，教職員 ȶ͈共有͂創造͈場ȷ͂ した。 

 ȪƲȫ市主催͈ƣ食育プログラム研修Ƥ͈伝達͂事前打 

      合せを行う。学習指導案を͂͜ͅ担任，学校栄 

      養職員(栄養教諭)，養護教諭そ̸͈ͦͦ役割を 

      明確ͅした。 

 Ȫｲȫȶ食育プログラムȷ͉，坂戸市独自͈キャラク 

      ターȶさ̥̓ͭちͭ͝ȷを通し̀健康̈́生活を 

      考えͥ構成̈́̽̀ͅいͥ。ゲームや，調べͥ学 

      習，分類，献立͈立案，ICT活用̈́̓アクティ 

      ブ・ラーニング̦随所ͅ取ͤ入ͦͣͦ̀いͥた 

      ͛，教材教具ͅ熟知し，段取ͤ良く進͛ͣͦͥ 

      ͢うͅし̤̀く。 

 イ本校̦授業͈基本ͅ据え̀い ȸͥ三芳野小͈授業 

    ̿くͤȹͅςンクさせた。 

(3)家庭・地域・関係機関͈͂連携 

ア学校便ͤや HP，学年便ͤ等を活用し，保護者ͅ

発信すͥ情報量を増やし̀いͥ。 

イ学校給食運営協議会͈実施͂内容͈充実 

ウ給食試食会͈́保護者へ͈啓発 

エ学校保健委員会͈́課題͈共有͂啓発 

オ養護教諭͈専門性を生̥した個別͈相談 

７ まとめ 

 市内平均͈͂比較͉́，視力や歯垢・歯肉炎等ͅ改善

̦͙ͣͦた。親͈仕上̬磨̧を含͚歯̧͙̦指導͈充実

を図ͤたい。児童̦栽培した野菜͈給食食材化，児童͈

発案ͥ͢ͅ啓蒙活動́食ͅ対すͥ関心͈高まͤ͜見ͣ

ͦた。継続的̈́ȶ食育プログラムȷ͈実施́，全体͈朝

食͈摂取率͉高い。学校͂家庭͈͂双方向性͈取組や学

校̦中心͂̈́̽̀家庭，地域連携͂協働̧́ͥ個別具体

的・継続的̈́取組を今後͜実施し̀いく必要̦あͥ。冬

場͈体育͈事故防止ͅ向け，児童͈自覚を促し，体制を

整えͥ。 
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１ ͉じめに  

 大̧く社会̦変化し，い̲͛，教職員͈不祥事，大

量退職・大量採用ͥ͢ͅ急激̈́世代交代等，学校教育

͉多岐ͅわたͥ課題ͅ直面し̀いͥ。そ͈解決を図ͤ

̦̈́ͣ，日々͈教育活動を充実させ，児童͈ȶ生̧ͥ

力ȷを育ͭ́い̥̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い。そ͈た͉͛ͅ，

質͈高い教育を実践すͥ学校̿く̦ͤ必要́あͤ，教

職員一人一人͈資質能力を高͛，学校͂し͈̀教育力

を高͛ͥ必要̦あͥ。 

 

ˎ 本校͈概要 

 本校͉，深谷市͈南西部ͅ位置し，雑木林や畑̈́̓

農村地域͈中́，自然豊̥̈́環境ͅ恵まͦた学校́あ

ͥ。今年́開校ˍˎ˓年目を迎え，昭和ˎˏ年̥ͣ県

内初͈女性校長  強瀬タΜ先生̦勤務した学校́あ

ͥ。現在，児童数ˎ˓ˌ名，学級数ˍˎ学級Ȫうち，

特別支援学級ˎȫ́ あͥ。学区内ͅ児童養護施設̦あ

ͤ，ˍˏ名͈児童̦在籍し̀いͥ。児童͉，素直́純

朴́あͤ，ゆ̽たͤ͂し̀いͥ。保護者・地域͈方͉

本校͈卒業生̦多く，学校ͅ対すͥ協力͜献身的・積

極的́あͥ。 

 学校教育目標 ȶ͉思いや͈ͤあͥ子ȷȶ͢く考えͥ

子ȷƣ̦ͭ͊ͥ子Ƥ́あͤ，ȶȸあいさ̾日本一ȹȸ笑

顔̦あふͦͥȹ本郷小学校ȷをスローガンͅ，具現化

を̰͛し，教育活動͈充実ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。  

 

３ 研究͈͇らいȪ本校͈課題ȫ  

今年度͈県費教職員ˍ９名͈構成͉以下͈通ͤ́

あͥ。        □男性 ○女性 ■●担任外 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

本校͉，̱ ９名͈県費教職員͈うち，男性教員͉５

名い̦ͥ，担任をし̀いͥ教員͉ˍ名́あͥ。全体的

̈́年齢構成͉，４ˌ歳前後͈中堅層̦多い̦，経験年

数ˍˌ年以下͈教員̦ˍˌ名͂，半数を上回̽̀いͥ。 

 小規模校́あͥた͛，部会等́話し合う機会͜少̈́

く，組織͂し̀活動し̀いͥ意識̦薄い。そこ́，組

織力͈向上を学校͈課題͂考え，そ͈解決ͅ向け̀取

ͤ組ͭ́いͥ。 

 

ː 課題解決に向けた取組 

(1) 組織力͈向上を̰͛し̀ 

 ӱ 校内研究͈推進 

  今年度，本校͉́，ȶ基礎・基本͈定着を図ͤ， 

進ͭ́問題解決すͥ児童͈育成－算数科̤ͅけͥ

学習指導方法͈研究－ȷを研究課題ͅ校内研究ͅ取

ͤ組ͭ́いͥ。 

ア ̰͛す授業͈共通理解͂共通実践 

 算数͉，全学年́指導すͥ教科́あ͈ͥ́，学習

過程や板書，ノート指導等̾ͅい̀共通実践をすͥ

こ͂́効果を上̬ͥこ̧̦͂́ͥ。年度当初͈研修

等を͂͜ͅ，研究主任を中心͂し̀本郷小スタンダ

ーΡを作成し，共通実践ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。 

イ 全教員ͥ͢ͅ指導案検討会 

 全校́行う校内授業研究会を年ˏ回計画し̀い

ͥ。そ͈際，学年・ブロック́指導案を検討した後，

全教員ͥ͢ͅ検討を行う。こͦͤ͢ͅ，授業を参観

すͥ時͈視点̦明̥ͣ̈́ͤͅ，研究協議͉ͅ，話合

い͈柱を共通理解し̀参加すͥこ̧̦͂́ͥ。  

ウ 参加型Ȫワークショップ型ȫ͈研究協議  

 研究協議͉，全員̦意見を̽̀͜臨͙，表現すͥ

機会を̀ͥ͜͢うͅ，ワークショップ型́行う。意

見を出し合い，短時間́ま͂͛ͥ中́，教員同士͈

コミュニケーション̦図ͦ，連帯感͜高͛̀いͥ。 

エ 研究部͈活動状況͈見えͥ化 

 各研究部͈活動状況を表示すͥ場所を設け，研究

部͈取組を教職員̦共有し，̤ 互い͈活動を協働́

̧ͥ͢うͅし̀いͥ。 

Ȭ研究領域ȭ Ⅲ 指導・育成 

第７分科会  研究・研修 

Ȭ研究課題ȭ  学校͈教育力を向上させる研究・研修͈推進 

Ȭ視点ȭ 

① 教員͈資質能力を高める校内研究・研修͈推進 

                             提案者  深谷市立本郷小学校長  栗 原  孝 子 
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＜一人一授業について＞ 

Ӳ 組織を意識した活性化 

  ア 学校評価を活用し͈̀PDCAサイクル͈確立 

年ˎ回行̽̀いͥ学校評価͉́，評価結果̥ͣ

課題点を明̥ͣͅし，担当̦改善策を提案すͥ。

そͦを共通理解し，試験的ͅ短期間取ͤ組͙，

問題̈́けͦ͊本格実施͂し̀いͥ。 

イ 部会͈活性化 

小規模校́あͥた͛，部会͂し͈̀活動̦少

̥̈́̽た。大̧̈́行事等͈提案前͉ͅ，部会を

開̧，昨年度͈課題を検討し，改善点や変更点

を明̥ͣͅし̀提案すͥ͢うͅした。  

  ウ 教科等主任͂し͈̀意識͈高揚   

   教科ͅ係ͥ作成文書Ȫ学級̤ͅけͥ指導計画や

指導案等ȫ͉，各主任̦目を通し，アΡバイスを

し̀改善し̥̀ͣ提出すͥ͢うͅし，校内͈各教

科等をςーΡすͥ存在́あͥ意識を高͛̀いͥ。 

ӳ 研修時間͈確保 

 ア  研修日Ȫ木曜日ȫ 

  毎週木曜日を研修日͂し̀いͥ。̱ 年生以外６

時間授業͈た͛，通常日課͉́研修͈開始̦ˍ６

時ˏˌ分̈́̽̀ͅしまう͈̦常́あ̽た。そこ́，

木曜日̺け別͈時程͂し，研修̦ˍ５時ˏˌ分ͅ

͉開始̧́ͥ͢うͅし̀いͥ。  

 イ ミニ研修会Ȫ冬季ˏ̥月͈火曜日ȫ   

  学期ͅˍ度，土曜授業を実施し̀いͥ。そこ́

授業時数を増やせた分，̱ ˍ月～ˍ月͈ˏ̥月間，

全学年を５時間授業͂し̀児童͈下校時͈安全

を確保し̀いͥ。そこ́，時間̧̦́た約ˍ時間

を使い，児童͈実態ͅ応̲̀必要͂̈́̽た内容ͅ

̾い̀，適時ミニ研修会を行̽̀いͥ。   

(2) 一人一人͈指導力͈向上を̰͛し̀ 

 ӱ ȶ͉̾ͣ̾先生ȷȪ文部科学大臣優秀教員表彰

受賞教員ȫ̥ͣ学ぶ研修Ȫȶ道徳教育ȷ́受賞ȫ 

  ア 道徳͈授業公開͈参観 

   ５年経験者研修や県教委̥͈ͣ訪問等，当該教

諭̦道徳͈授業を公開すͥ際͉ͅ，本校͈教員͜

参観し，道徳͈指導法等を学ぶ機会͂し̀いͥ。 

  イ 自主研修会Ȫ道徳・学級経営ȫ 

   当該教諭͉，５年経験者研修͈指導者͂し̀，

昨年度͉道徳，今年度͉学級経営̾ͅい̀指導し

̀いͥ。研修用ͅ作成した資料を基ͅ，校内͈経

験̦ˍˌ年以下͈教員ͅ呼び̥け，自主研修会を

実施し，学級経営を基盤͂した道徳教育̾ͅい̀

学ぶ機会͂した。 

 Ӳ ベテラン教師ͥ͢ͅ公開授業͂ミニ講義  

  校内͈ベテラン教師̦得意͂すͥ教科́公開授

業を行い，授業後Ȫ放課後ȫͅ ͉，自主研修͂し̀， 

教科͈指導͈ポイント等̾ͅい͈̀ミニ講義を行

̽̀いͥ。 

ӳ 一人一研究授業 

 年度ͅ一度͉，指導

案を作成し̀授業公

開を行う。授業後͉ͅ

Ȫ可能̈́限ͤ当日ȫ，

管理職や教科主任等

͂研究協議を行う。そ

͈際，校長͉授業参観

͈記録＜一人一授業

̾ͅい̀＞を作成し，

͈̓教科等́͜同̲視点́指導すͥ͢うͅした。  

Ӵ 他校͈授業参観へ͈参加͈奨励  

 他校͈͢い授業͈参観を奨励し，指導や教育環境

̾ͅい̀学ぶ機会͂し̀いͥ。参加後͉ͅ，ȶ授

業参観͈記録ȷを作成させ，共有し̀いͥ。 

 ア ȶここ̰ͧし深谷教師塾ȷ͈活用 

    市教育委員会実施 ȶ͈ここ̰ͧし深谷教師塾ȷ

Ȫ深谷市教育委員会͂北部教育事務所教育支

援・学力向上推進担当訪問͈際͈授業公開ȫを，

力͈あͥ先生͈授業を見ͥ機会͂し̀いͥ。  

イ  岡部中学校区小中学校へ͈授業参観  

    岡部地区内͉ͅ，４͈̾小学校͂ˍ͈̾中学校̦あͥ。

こ͈５校́，岡部中学校区小・中連絡協議会を設け，小中

一貫教育や小小連携͈推進を図̽̀いͥ。そ͈取組͈一̾

͂し̀，市教委͂教育事務所͈訪問͈際͉ͅ，̓ ͈学級͈

授業͜自由ͅ参観すͥこ̧̦͂́，小中一貫等͈視点̥ͣ

͜，他校͈教育活動を知ͥ機会͂̈́̽̀いͥ。 

 

ˑ まとめ  

 学校͈教育力を向上させͥた͛ͅ校長͉，学校͈課

題を把握し，ςーダーシップを発揮し̀学校͈教育力

͈向上を̰͛し，研究・研修を推進し̀い̥̈́けͦ͊

̈́ͣ̈́い。今後͜教職員一人一人͈資質能力͈向上ͅ

向け̀，教職員͈ライフステージ等ͅ応̲た研究・研

修を充実させ，組織力͈向上を図̽̀い̧たい。  
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Ȭ研究領域ȭ Ⅲ 指導・育成 

第７分科会  研究・研修 

Ȭ研究課題ȭ 学校͈教育力を向上させる研究・研修͈推進 

Ȭ視点ȭ 

② 教職員に展望や参画意識を͜たせる研修͈推進 

                        提案者  秩父市立高篠小学校長  島 嵜  孝 夫 

１ ͉じめに

 社会や環境̦急速ͅ変化し，教職員͈世代交代͜進行すͥ中，

学校教育͈使命・責務を果たすた͉͛ͅ，質͈高い教育を実践

すͥこ̦͂極͛̀重要́あͥ。 

 そ͈た͉͛ͅ，教職員一人一人͈資質能力を高͛，未来へ͈

展望や学校経営へ͈参画意識をし̥̽ͤ͂持たせ，学校̦一丸

͂̈́̽̀教育を展開し̀いくこ̦͂求͛ͣͦ̀いͥ。 

研修を推進すͥͅ当たͤ，校長͂し͉̀，個々͈教職員͈特

性や力量を把握し，研修͈明確̈́方向付けを行い，強いςーダ

ーシップを発揮したい。 

また，自͈ͣ資質能力͈向上を図ͤ，確̥̈́先見性，洞察力

等を身ͅ付けͥ͂共ͅ，̧͛細̥̈́ステップ́，全教職員̦研

修を行い，ȶや̥̽̀̽͢たȷ͂心̥ͣ言えͥ͢う̈́研修ͅし̀

いく必要̦あͥ。 

 

 ˎ 本校͈概要 

 本校͉，明治ˍ９年開校͈歴史͂伝統͈あͥ学校́あͥ。平

成ˎˎ年ͅ校舎，体育館，平成ˎˏ年ͅプール̦新しく完成し，

全国ͅ誇ͦͥ素晴ͣしい施設͂̈́̽た。特ͅ校舎͉，秩父銘仙

̈́̓機織ͤ工場͈屋根や模様を取ͤ入ͦ̀デΎインさͦ̀いͥ。

また，学校͈敷地͉ͅ，ȶし͈͈͛台ȷ͂いう小山̦あͤ，自然

環境͜ͅ恵まͦ，子̓͜たち͈͢い学習͈場͂̈́̽̀いͥ。 

 学校規模͉，児童数ˎ˓９名，ˍˏ学級͈秩父͉́中規模͈

学校́あͥ。昨年度ま͉́，埼玉県教育委員会委嘱͈ȶ体力課

題解決研究校ȷ͂し̀，ˎ年間，研究を積͙重̧͇̀た。学校

経営͈柱͜ȶあいさ̾日本一ȷȶ絆͈授業ȷȶ運動日本一ȷ͂明

快ͅし，学校や地域͈合い言葉͂し̀浸透し̀いͥ。 

 

 ˏ 実践͈概要Ȫ体育科͈研究を通し̀ȫ 

(̱ ) 研究・研修͈方向性͈明確化 

一人一人͈教職員ͅ十分̈́指導力̦あ̽̀͜，ベクトル͈

向̧̦同̲́̈́く͉̀，学校͂し͈̀高い教育力͉望͛̈́い。

年度当初ͅ時間を設け，教職員͂丁寧ͅ議論を重͇，研究͈

方向性をし̥̽ͤ͂明示すͥこ̦͂必要́あͥ。共通理解・

共通行動͉，不可欠́あͤ，成否͈鍵͂̈́ͥ。 

校長͂し͉̀，実態把握͂研究・研修͈ゴールをわ̥ͤや

すくイメージさせ，そ͈た͉͛ͅ何をしたͣ͢い̥を考えさ

せͥた͈͛支援を行う。軌道ͅ乗せͥま̦́肝心́あͥ。 

ӱ 児童͈実態把握͈共有 

研修を推進すͥͅ当た̽̀，ま̴児童͈実態を把握すͥ

こ̦͂第一́あͥ。本校͈課題͉，運動好̧̈́子͉多い̦，

体力面͉́二極化傾向̦あͤ，県͈課題́あͥボール投̬

͉͢い̦，跳躍力͂握力ͅ課題̦見ͣͦͥ。 

Ӳ グランΡデΎイン，マニフェスト͈作成 

年度当初ͅグランΡデΎインやマニフェストͅ目指す方

向性や具体的方策，指標等を示し，全教職員ͅ重点目標͈

把握͂取ͤ組͚べ̧内容を浸透させͥ。また，家庭・地域

へ͜配布し，学校͈取ͤ組͚べ̧姿を周知すͥ。 

ӳ 学級経営案や自己評価シート͈͂連鎖 

 学校経営方針や研修計画等͂個人͈課題や役割をςンク

させ，個々͈目標̦達成さͦͥこ͂ͤ͢ͅ，学校目標͈達

成̦̾̈́ͥͅこ͂を強く意識させ，教職員͈参画意識を高

͛ͥ。 

Ӵ 絆͈授業 

本校͈体育͈研究͈柱をȶ教師͂児童͈͂温̥い人間関

係をベースͅした授業ȷ͂し，ȶ絆͈授業ˍˌȷを示した。 

ȶ絆͈授業ˍˌȷ͉͂，特別̈́こ͂をす͈͉ͥ́̈́く，

い̾͜子̓͜たちを笑顔́迎え，新鮮̈́感覚や感動を大切

絆の授業ᲫᲪ 

１ いつ͜笑顔́子̓͜たちを迎えます。 

 ˎ 拍手やハイタッチ́θードを盛り上̬ます。 

３ 少年͈よう̈́新鮮̈́感覚́教材研究を̱ます。 

 ː 子̓͜たちと͈コミュニケーションを大切に̱ます。 

 ˑ 子̓͜たちへ͈͇ぎらい͈気持ちを大切に̱ます。 

６ 発問や言葉̦け́，子͈̓͜気づきを大切に̱ます。 

７ リズθやテンポ́運動量を確保̱ます。 

８ 発表や教え合い͈場面を重視̱ます。 

９ 評価を大切に̱，深い感動や意欲をかきた̀ます。 

10  家庭へ͈情報発信́絆を深めます。 
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ͅした授業実践́あͥ。 

ӵ 研究通信͈発行 

職員向け͈校長便

͈ͤ発行ͤ͢ͅ，研

究͈方向性を確認し

合い，授業改革̈́̓

͈多く͈情報発信  ͅ

努͛た。        校長便ͤȺ絆͈授業へ͈道Ȼ 

(ˎ ) 研究・研修͈推進 

目指す方向̦決まͤ，進͚べ̧道̧̦͉̽ͤ͂すͥ͂研究

ͅ勢い̦出̀くͥ。ここ͉́，教職員͈主体性を大切ͅし，

͢い点を認͛評価し，全体͈͈͂͜し̀広̬̀いくこ̦͂大

切́あͥ。 

ӱ ミΡルςーダー͈育成 

研修͈中心的人材を適材適所ͅ配置し，力量を発揮させ

ͥこ̦͂研修͈活性化̦̾̈́ͥͅ。役割を任せ̀育̀ͥこ

͂ͤ͢ͅ，本人̦大̧く成長̧̺́ͥけ͉́̈́く，若手や

ベテラン͈教員へ͈刺激͂̈́ͥ。 

校長͂し͉̀，部会や推進委員会を計画的ͅ行い，進捗

状況͈確認，見守ͤ，励まし，見届け͈ͥ̈́̓フォローを

大切ͅした。 

 Ӳ 組織を生̥しȶ高篠小基本体育授業ȷ͈作成 

集合整列͈仕方，笛や太鼓͈使い方，教え合い，安全確

認等͈学習規律͈確立を図ͥ。誰̦や̽̀͜同̲指導̦́

̧ͥ͢うͅすͥ。また，発達段階ͅ応̲た指導方法͈工夫

改善ͅ努͛た。 

ӳ し͈͈͛体操Ȫ自校体操ȫ͈考案 

子̓͜たち͈乗͈ͤ͢い音楽を使̽たオςジ΢ル͈自校

体操͈作成を行う。児童͈実態把握̥ͣ本校͈課題́あͥ

跳躍力や握力͜し̥̽ͤ͂身ͅ付く͢う部会を中心ͅ検討

し作成した。 

 Ӵ 校内授業研究会͈積極的̈́実施 

本校͉́，授業を通し̀実践的ͅ学ぶこ͂を重視し，昨

年度͉，８回͈授業研究会を実施した。教育委員会等͈外

部指導者を定期的

ͅ招聘し，特ͅ児

童͈͂関わͤを重

点͂し，運動量，

発問，教え合い学

習̈́̓細̥̈́分析

を行̽̀い̽た。

授業後͈研究会͉́，ワークショップ͈形式̈́̓͜取ͤ入

ͦ，自由ͅ意見̦交換̧́ͥ雰囲気̿くͤͅ努͛た。 

 ӵ 運動͈生活化 

体育͈時間以外͜ͅ進ͭ́運動すͥこ͈͂楽しさを味わ

わせͥた͛，日課表や運動̦ͭ͊ͤカーΡ͈工夫̈́̓͜行

̽た。 

特ͅ朝遊びȪ火曜日以外͈毎朝ȫ͉，大学生͈ȶ朝遊び

補助員ȷ̤͜ͅ手伝いいた̧̺，子̓͜たち͂̀͜ͅ好評

́あ̽た。また，委員会͈児童̦主体͂̈́̽̀行̽たȶ逆

上̦ͤ教室ȷ͉，握力͈向上̦̾̈́̽͜ͅた。 

 Ӷ 健康教育͈充実 

本校͈健康教育͉，ȶ早寝，早起̧，朝̮飯，朝うͭちȷ

͈生活習慣͈徹底ͅ力を入ͦ̀いͥ。特ͅȶ朝うͭちȷͅ

焦点を当̀，継続的ͅ調査を行̽̀いͥ。また，食育や保

健学習͉́，家庭や関係機関͈͂連携を重視し，養護教諭

や保健主事̦重要̈́パイプ役͂̈́̽̀いͥ。 

( )ˏ 研究・研修͈成果 

ӱ 研修͈方針や展望を明確ͅし，共通理解͈͂͜，        

教職員一人一人͈意欲や実践を具体的ͅ評価すͥこ͂͢ͅ

ͤ，教職員̦一致団結し̀研修ͅ取ͤ組͚こ̧̦͂́た。 

Ӳ ȶ絆͈授業ȷを展開すͥこ͂ͤ͢ͅ，学級・学年̦自然

͂ま͂まͤ，教職員͈学校経営へ͈参画意識や主体性̦高

ま̽た。 

ӳ 様々̈́体力向上ͅ関すͥ取組を行̽た結果，新体力テス

ト͈結果̦向上し，生活習慣͈改善͜図ͥこ̧̦͂́た。 

  ※埼玉県͈目標値Ａ＋˞＋Ｃ͈割合 ８ˌ％ 

          Ａ＋˞͈割合   ５ˌ％ 

 ː おわりに 

 学校͈教育力を向上させͥ要͉，教職員一人一人͈学校経営

へ͈参画意識́あͥ。皆̦心を͌͂̾ͅし，学校͈強͙を生̥

し，総力を結集すͥこ̦͂第一́あͥ。そ͈た͛校長͉，常ͅ

教職員͈ライフステージͅ応̲た的確̈́支援を行い，実効力あ

ͥ研究͂研修を推進したい。 
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１ ͉じめに 

  グローバル化，複雑化すͥ社会状況͈中，中教審答申͉́，

教員̦こͦま́以上 ȶͅ学び続けͥȷこ͈͂大切さ̦強調さͦ

た。特ͅ，学校組織͈中核͂̈́̽̀教職員をςーΡすͥミΡル

ςーダー͉ͅ，ȶこ̥͈ͦͣ未踏͈時代を生̧͆くた͛ͅ必要

̈́資質・能力を̽͜た人材ȷ̾ͅい͈̀イメージを持ち̾̾，

教育活動全体を見渡せͥ広い見識͂実践的指導力，教職員間あ

ͥい͉管理職間͈円滑̈́調整力̦̈́̓必要͂さͦ̀いͥ。 

本提案͉́，こ̥͈ͦͣ学校を担うςーダー育成͈た͈͛

校長͈役割͂し̀，昨年度ま͈́研究̥ͣ明̥ͣ̈́̽ͅた成

果を受け，本年度͈本校͈実態ͅ合わせた具現化を図ͥこ͂

を目的͂すͥ。 

 

 ˎ 本校͈概要 

本校͉，春日部市͈中南部ͅ位置し，そ͈学区͉，古利根

川͂中川Ȫ庄内古川ȫͅ 挟まͦた自然ͅ恵まͦた地域ͅあͥ。

明治６年ͅ開校し明治ˎˎ年，尋常小学校設置以降，本年度

́開校ˍ４ˎ年目を͚̥え，卒業生͜8,800人を超え̀いͥ。

由緒あͥ歴史͂伝統をこ̥ͦͣ͜伝え，守̽̀いくこ̦͂学

校͈課題́あͥ。 

本年度˓月現在，児童数４ˍ９名，̱ ６学級Ȫ内特支ˎȫ，

教職員数ˎ４名͈中規模校́あͥ。学校運営͈中核͂し̀期

待し̀いͥミΡルςーダー͉，教務主任ȪＡ ４ˌ代女性ȫ，

６学年主任Ȫ  ˞ ４ˌ代男性ȫ，生徒指導主任ȪＣ ˏˌ代

男性ȫ͈ˏ名́あͥ。 

 

３ 研究͈内容 

 (1) 目的 

  昨年度ま͈́研究͈成果を以下͈５点ͅ整理し，研究͈具体

的視点͂し̀取ͤ組͚。 

視点ӱ 人材育成͂人材発掘 

視点Ӳ 確̥̈́経営方針͈策定͂ミΡルςーダーへ͈意図

的・計画的̈́指導・助言 

視点ӳ 校内組織͈改革 

視点Ӵ 行政や他校͈͂連携ͥ͢ͅ研修会等͈実施 

視点ӵ 校長自身͈資質向上 

 

  

(2) 具体的̈́取組 

視点① 人材育成と人材発掘 

 ア 新主任をミドσリーダー̦サポートする 

  翌年度͈人事異動を視野ͅ入ͦ，新任地́校務͈中心的役割

を担えͥ͢う，新採用̥ͣ４・５年目，４ ・̩５ˌ代͈教員を

初͈͛̀学年主任ͅ充̀た。また，司書教諭を４年次͈教員ͅ

任せた。さͣͅ，新採用̥ͣ５年を経験し異動し̧̀た本校ˍ

年目͈教員͉ͅ，初͈͛̀体育主任を充̀た。 

そ͈際ͅ，新主任育成͈相談役・サポート役ͅ，現段階́

ミΡルςーダー͈役割を果たし̀いͥ教員を充̀ͥ͢うͅし

た。 

校長͉，機会を捉え̀新主任͂ミΡルςーダー͈校務遂行

状況を確認すͥた͛ͅ，新人主任，ミΡルςーダー個々͂直

接面談したͤ，両者一緒ͅ面談したͤすͥ。校内ͅ主任経験

者̦いͥ中́主任交代を促すこ͂ͤ͢ͅ，円滑̈́校務͈引̧

継̨̧̦́ͥ。 

学年主任や校務分掌主任͉，ミΡルςーダー͂̈́ͥた͈͛

第一歩́あͥ。人材育成・発掘͈第一歩͜，仕事や役割を充

̀ͥこ͂ͅあͥ͂考え̀いͥ。 

イ ミドσリーダー̦未経験͈校務を充̀る 

  年度当初͈人事異動͈際͉ͅ，校内͜学年主任・校務分掌主

任͈交代を図̦ͤ̈́ͣ，ミΡルςーダーͅ幅広い経験を積ませ

ͥ͢うͅし̀いͥ。こͦͤ͢ͅ，ミΡルςーダー͉，教育活動

全体や校内教員を見渡せͥͤ͢広い見識͂実践的指導力及び

教員間͈調整力を身ͅ付けͥこ̧̦͂́ͥ͂考え̀いͥ。 

  本年度，ミΡルςーダーＡ ȶͅ特別支援教育コーディネータ

ーȷを，ミΡルςーダー˞ ȶͅ初͈͛̀６学年主任͂学力向上

主任，̤ ͢び副教務主任ȷを，ミΡルςーダーＣ ȶͅ初͈͛̀

生徒指導主任̤͢び経験͈浅い学年主任͈補助ȷ͈ 役割を与え

た。 

  特ͅ，ミΡルςーダーＡ͉，教頭候補者名簿登載者́あͥ。

教務主任経験͜４年目͂̈́̽た本年度ͅ，ȶ特別支援教育コー

ディネーターȷ͈ 役割を果たすこ̦͂，特別支援教育ͅ関わͥ

校内体制構築͈た͛͜ͅ，ミΡルςーダーＡ自身͈将来͈た͛

͜͢ͅい͂考え͈̀校内人事́あͥ。児童理解͈視点を幅広く

持̾こ͂，保護者͈相談窓口，関係機関͈͂連携͈窓口，担任

支援͈役割等を果たすこ͉͂，教頭͂し͈̀調整能力を育成す

Ȭ研究領域ȭ Ⅲ 指導・育成 

第８分科会  リーダー育成 

Ȭ研究課題ȭ これから͈学校を担うリーダー͈育成 

Ȭ視点ȭ 

① 確か̈́展望を͜ち行動́きるミドσリーダー͈育成 

                  提案者  春日部市立豊野小学校長  石 橋  桂 子 
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ͥこ͂͜ͅ通̲ͥ。 

視点② 確か̈́経営ビジョン͈策定とミドσリーダーへ͈意

図的・計画的̈́指導・助言 

  経営ビジョンȪ目指す学校像ȫを，分̥ͤやすく唱えやすい学

校 ȶ͈合い言葉ȷ͂ し̀昇降口ͅ掲示し，児童͜教職員͜意識́

̧ͥ͢うͅし̀いͥ。 

本年度 ȶ͉笑顔  ́ 元気̈́あいさ̾日本一ȷを目指す学校。昨

年度͈合い言葉͈頭 ȶͅ笑顔ȷを入ͦ，学校教育目標 ȶ͈豊̥̈́

心を持̾ȷを具体化すͥ͢う，全教職員ͅ指導した。また，ミΡ

ルςーダー͉ͅ，そ̸͈ͦͦ校務遂行͈過程́経営方針を意識す

ͥ͢う，繰ͤ返し指導し̀いͥ。 

ミΡルςーダーＣ͉，生徒指導主任͂し̀，こ͈目指す学校像

実現͈た͛ͅ，ȶ笑顔͈あいさ̾ȷȶ元気̈́あいさ̾ȷ̾ͅい̀，

年度当初，全校児童を対象ͅ具体的指導を行̽た。また，毎朝正

門́，児童を励ますあいさ̾指導を行い̦̈́ͣ，目指す学校͈実

現状況を見届け̀いͥ。本校͈あいさ̾指導͉，ミΡルςーダー

Ａ̥ͣ˞ͅ，˞ ̥ͣＣͅ引̧継̦ͦた伝統́あͥ。生徒指導主任

͈交代ͥ͢ͅ引̧継̨̦円滑ͅ行わͦ，実践̦変わ̴ͣ，全教職

員ͅ広̦͈ͥ̈́̽̀͜ͅいͥ。 

ミΡルςーダーＡ͉，週予定表͈作成͂教育活動実 

施上͈留意点をȶ校務̺ͤ͢ȷ͂ し̀毎週発行し̀いͥ。校長͈

経営ビジョン̦教育活動͈中́具現化すͥ͢う，具体的̈́手立̀

を示したͤ事例͈提供ͅ努͛たͤし̀いͥ。 

視点ӳ 校内組織͈改革 

  昨年度ま͈́本校͉，県教委́策定したȶˏ͈̾達成目標ȷͅ

計画的・継続的ͅ取ͤ組͛ͥ͢う，ȶ学力・規律・体力ȷ͈ˏ部

会中心͈校務分掌を組織し̀いた。 

本年度͉，昨年度ま͈́学力部会͂国語科課題研究組織を一

̾ͅま͂͛，全教員̦構成メンバー̈́ͥͅ組織͂した。また，

昨年度ま͈́規律部会を生徒指導・教育相談委員会ͅ，昨年度

ま͈́体力部会を体力向上推進委員会͂し̀，全教員̦構成メ

ンバー̈́ͥͅ組織͂した。こ͈こ͂ͤ͢ͅ，ȶ学力・課題研究ȷ

͂ȶ生徒指導・体力ȷͅ関わͥ会議͉，同時刻ͅ開催̧́ͥ。

課題研究推進委員会，生徒指導・教育相談委員会，体力向上推

進委員会͈ςーダー͉，ミΡルςーダー̦直接担当したͤサポ

ート役を担̽た̧ͤ́ͥ͢うͅした。  

特ͅ，ミΡルςーダー˞͉ͅ，ȶ学力向上主任ȷ͂ いう役割を

̾くͤ，そ͈主任ͅ充̀ͥほ̥，課題研究組織͈一部会͈責任

者ͅ充̀，研究͈推進役を担わせͥこ̧̦͂́ͥ組織を整えた。

規律あͥ学級経営を基盤͂した授業力ͅ優ͦ̀いͥミΡルςー

ダー˞͉，い̾́͜若手教員ͅ授業を公開すͥこ̧̦͂́ͥ。

本人͈力量アップ͂校内͈活性化を図ͥ組織改革を試͙た。 

視点Ӵ 行政や他校と͈連携による研修会等͈実施 

   学校運営研修会̦，市教委主催研修͂し̀開̥ͦ，教務主任や

研修主任̦参加し̀いͥ。校内͈́実践的指導力や校務調整力͈

育成ͅ効果的́あͥ。 

 また，地域͈青少年健全育成会ͅミΡルςーダーを参加させ，

学校以外͈人々や地域組織͈支援を受け̦̈́ͣ，地域連携͈中́

児童͈教育̦充実し̀いͥこ͂を直接学͊せͥ機会͂し̀いͥ。 

さͣͅ，本校学区͈中学校͈ミΡルςーダー͉，生徒指導加配

͂し̀小学校を訪問すͥ機会̦あͤ，他校種͈教育を研修すͥ機

会を得̀いͥ。生徒指導上͈情報交換並びͅ生徒指導上͈指導͈

共通理解を図ͥこ͂ͤ͢ͅ生徒指導能力を高͛たͤ，小学校͈授

業を参観し，授業研究会ͅ参加したͤすͥこ̧̦͂́ͥ。し  ̥

し，小学校͈ミΡルςーダー͉ͅ，そ͈機会̦̈́い。 

行政̥ͣ臨時教職員͈派遣措置̦̈́̓あͥ͂，小学校͈ミΡル

ςーダー͜，中学校̈́̓他校種͈́研修͈機会̦実現̧́ͥ͂考

えͥ。校長͂し̀働̧̥け，実現ͅ結び̾け̀い̧たい。 

視点ӵ 校長自身͈資質向上 

 校長こそ，学び続け̦̈́ͣ，創意͂活力ͅ満ちた学校経営を推

進し，社会͈変化̦激しいこ̥͈ͦͣ時代を生̧͆く力を，児童

生徒̤͢び教職員͜ͅ培̽̀い̥̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い。また，教育

委員会̥͈ͣ指導助言を直接受けͥ機会や研修͈機会̦多い校

長͉，教職員ͅ情報を発信し̀いくこ̦͂重要̈́職務́あͥ。 

そこ́，私͉，週ͅˍ度ȶ校長室̺ͤ͢ȷを作成し，打合せ͈

時ͅ配付し̀いͥ。内容͉，示達や研修報告͈他，日々͈教職員

や子͈̓͜姿̥ͣ受け止͛た，感謝͈言葉を載せͥ͢うͅし̀い

ͥ。また，教育活動ͅ関わͥ校長͈意図や考え，教育情報，法令

̥ͣ学ぶ事柄や服務ͅ関わͥ内容̈́̓，作成を通し̀自分自身̦

学び続けͥ͢う心̦け̀いͥ。 

 

 ː まとめ 

(1) 昨年度ま͈́研究成果を具体的視点ͅした研究ͤ͢ͅ，本

校͈ミΡルςーダー育成ͅ関わͥ経営方針や運営方法̦明

確̈́̽ͅた。 

 (2) ミΡルςーダー͈育成͉ͅ，教頭͈実践的指導力を高͛，

機能させͥこ̦͂重要́あͥ。校長͈人材育成計画͂そ͈意

図を伝え，教員͈校務͈遂行状況を捉え̦̈́ͣ指導を積͙重

͇，校長へ͈情報提供を行う͢う，教頭を指導し̀いく。 

(3) 校長͉，気遣い・心遣い・態度́人͈心を̥͚̾トップς

ーダー͂̈́ͥこ̦͂求͛ͣͦ̀いͥ。ȶ管理職͈仕事͉魅力

̦あͥ。ȷ͂ 感̲させͥこ̧̦͂́ͦ͊，ミΡルςーダー͜

自̴͂育̾͂肝ͅ銘̲，職務を遂行し̀い̧たい。 
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Ȭ研究領域ȭ  Ⅲ 指導・育成 

第８分科会  リーダー育成 

Ȭ研究課題ȭ  これから͈学校を担うリーダー͈育成 

Ȭ視点ȭ 

② 変化͈時代を生きる人間性豊か̈́管理職人材͈育成 

               提案者   吉見町立東第二小学校長  岩  田 孝  雄 

 
１ ͉じめに 

 ȶ学校͉，組織体́あͥ。ȷ͂ ͉言い古さͦた至言́あͥ。そ

し̀，そ͈組織͈長͉，言うま́̈́͜く，校長́あͤ，扇͈要

͉教頭́あͥ。ȶ校長・教頭たͥͅふさわしい管理職人材͈育成ȷ

͂言う命題͉，いくͣ年月を経̀͜，そ͈重要性͉変わͣ̈́い。 

 本研究テーマ̾ͅい͉̀，一人͈校長͈考え，一校̺け͈実

践例͂̓ͅまͥべ̧͉́̈́い͂考えた。 

そこ́，毎月͈吉見町校長研究協議会͈場́，定期的ͅ検討

し，吉見町内͈校長全員͈考えや町内全校͈取組を報告し合い，

吉見町全体͈取組͂し̀ま͂͛ͥこ͂͂した。 

 ˎ 吉見町͈学校及び教育行政͈概要 

 吉見町内͉ͅ，1325名Ȫ5月 1日現在ȫ͈児童・生徒̦̤

ͤ，そ̸ͦͦ，東第一小・東第二小・南小・西小・北小・西̦

丘小・吉見中͈˓͈̾小中学校ͅ通学し̀いͥ。中央ͅ吉見中

̦位置し，東西南北ͅ６͈̾小学校̦設置さͦ̀いͥ。 

 平成ˎ˓年度，吉見町教育行政͈基本理念͉，ȶ学び͂絆を深

͛ͥ人̿くͤȷ́ あͥ。ӱいち̮学習Ȫ小学校ȫ・稲穂学習Ȫ中

学校ȫ͈推進 Ӳ読書活動͈推進 ӳあいさ̾運動推進͈ˏ̾

͈実践目標を掲̬̀いͥ。 

 ȶ確̥̈́学力͂自立すͥ力͈育成ȷを重点͈第一ͅ掲̬，町

内͈すべ͈̀小中学校́学力向上ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。今年度，

初͈試͙͂し̀町内すべ͈̀小中学校́，小ˎ～中ˏま́漢字

検定を実施すͥ。 

３ 研究͈͇らい 

 変化͈時代ͅ，ͤ͢͢い学校経営̧̦́ͥ管理職人材͈育成

͉重要課題́あͥ。本研究͉́，表題͈ȶ変化͈時代ȷ͉͂何

̥，また，ȶ管理職人材ͅ求͛ͣͦͥ資質ȷ͂ ͉何̥を考察すͥ。 

 さͣͅ育成すべ̧管理職人材を若手・中堅・女性教員͂教頭・

主幹教諭͈ˎ̾ͅ分け̀考え，育成͈取組や成長͈様子，ͤ͢

͢い変化等を捉え̀研究課題ͅ迫ͥこ͂を͇ͣい͂考えた。 

 ː 研究͈方法 

Ȫ1) 校長アンケートȪ町内小中学校7名ȫ͈実施。 

ӱ町内教職員͈年齢構成 Ӳȶ変化͈時代ȷӳ管理 

 

職ͅ求͛ͣͦͥȶ資質ȷ Ӵ若手・中堅・女性教員͈経営参画意

識を高͛ͥ取組 ӵ教頭・主幹教諭へ͈取組 

(2) 各校͈管理職人材育成͈実践事例   

(3) 研究͈ま͂  ͛

 ˑ 研究͈概要 

(1) 町内校長アンケート結果͂考察 

ӱ 吉見町の小中学校教職員年齢構成図 

Ȫ調査平成27年４月 町内小中学校長7名回答ȫ 

 

＜考察＞・40歳代͈年齢構成を見ͥ͂吉見町内͉ͅ男性教員̦非

常ͅ少̈́い。 

・5年，10年先を見̀20歳代 , 30歳代教員͈経営参画意識を高

̤͛̀く͂，管理職人材育成ͅ有益́あͥ͂考えͣͦͥ。 

Ӳ 校長̦今しっ̥ͤととらえて̤̥̈́けͦ͊̈́ら̈́いȶ変化の

時代ȷと͉何̥。 

・教育界の変化Ȫ道徳の教科化，英語の教科化，小規模校の統廃合等ȫ 

・児童の変化ȪΊーθへの依存，低い΋ηュニケーション力，自尊感情

͈欠如等ȫ 

・保護者の変化Ȫ権利主張型，地域コミュニティー̥͈ͣ孤立傾

向，子離̧ͦ́̈́い等ȫ 

・教員の変化Ȫ教職へ͈情熱͈欠如，低いコミュニケーション力，

未熟̈́トラブル解決力等ȫ  

＜考察＞・校長̦͂ͣえ̤̀くべ̧変化͉，多岐ͅわたͥ。従来

ͤ͢指摘さͦ̀いͥ児童・保護者・教育界͈変化ͅ加え，新た

ͅ教員͈変化へ͈対応͜重要̈́要素̧͂̈́̽̀̀いͥ。 

ӳ 今，管理職人材ͅ求͛ͣͦͥȶ資質ȷ͉͂何̥。 

(ア)ȶ組織をま͂͛ͥ強いςーダー性ȷ 

  

0

5

10

15

20

25

男性 

女性 

単位：人 

PDF Compressor Pro

http://www.pdfcompressor.org/buy.html


― 59 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)ȶ学校経営を決͛ͥ決断力ȷ 

＜考察＞・ȶςーダー性ȷ̦第一͈資質́あͤ，第二ͅȶ決断

力ȷ̦̈́けͦ͊，信頼さͦͥ学校経営̧̦́̈́い͂考え̀い

ͥ校長̦大多数́あͥ。 

Ӵ 若手・中堅・女性教員の経営参画意識を高めるために，

校長として̓ͭ̈́ことを意識し，̓ͭ̈́取組をしている̥。 

・ȶ仕事をま̥せ̀，責任を̽̀͜取ͤ組ませ，随時，声̦け

やアΡバイスをすͥȷ͂いう͈̦，人材育成͈大原則́あͥ

͂考え̀いͥ。 

・さͣͅ，若手͉ͅ，思い切̽た分掌ͅ充̀，自信͂経験を

積ませͥ。中堅͉ͅ校内研修͈指導者をさせ，ミΡルςーダ

ー͂し͈̀自覚を持たせͥ。女性͉ͅ，教育法規や学校経営

ͅ関すͥ研修会ͅ参加させ͈ͥ̈́̓取組ͤ͢ͅ，中・長期的

ͅ見̀，管理職人材育成̦̾̈́ͥ͂ͅ考えͥ。 

ӵ ͤ͢͢い管理職Ȫ校長ȫにするために，教頭・主幹教諭

を̓う指導する̥。 

・問題発生͈兆候をキャッチした時͉，迅速̈́対応͂報告̦

大事͂いうこ͂を常ͅ指導すͥ。 

・校長職͈面白さ，や̦ͤい，責任͈大̧さ，重さを知ͣせ

̀いく。 

・見通しを持̾。ビジョンを持̾。多角的ͅ見ͥ目を育̀ͥ。 

・現場主義。自分͈目́確̥͛̀判断させͥ。 

・ȶ校長̺̽たͣ̓うす̥ͥȷ͂ いうこ͂を常ͅ念頭ͅ置̧̈́

̦ͣ職務ͅあたͣせͥ。 

・ȶ校長先生̓うします̥ȷ́̈́くȶ私͉こうした方̦͢いȷ

͂いう自分͈考えを持たせ意見具申させͥ。 

・認͛ͥこ͂を心̦け，コミュニケーションを大切ͅすͥ。

必要ͅ応̲，時͉ͅ苦言を呈すͥ。 

(2) 各校の実践事例Ȫ校長アンケート６月実施ͤ͢ȫ 

ӱ 若手・中堅・女性教員の人材育成の取組 

・若手教員ͅ算数主任を任せた。研修会や勉強会ͅ自主的ͅ

参加すͥ͢う̈́ͤͅ，責任あͥ役͜こ̈́す͢う̈́̽ͅた。 

・若手͈女性教員ͅ生徒指導主任を任せた。い̾́͜，校長

͈経営方針を踏まえ，組織的ͅ見通しを持̽̀取ͤ組͛ͥ͢

う̧̈́̽̀̀ͅいͥ。学級̺け͈視野̥ͣ，学校全体へ。個

人͈考え̥ͣ経営方針を踏まえ̀͂変わ̧̽̀た。 

・若手・中堅・女性教員ͅ研修すͥ機会を与えͥ。見通しを

持̽た仕事，学校全体を見すえた提案をさせͥ。学校全体͈

こ̦͂考えͣͦͥ͢う̈́̽ͅた。学校全体を考えた提案̦さ

ͦͥ͢う̈́̽ͅた。 

 

 

 

 ・若手・女性教員ͅ片寄ͣ̈́い学年配置を行̽た。低Ȫ高ȫ学

年̺け͈担任̈́ͣ̈́ͅい。高学年͈担任を持̾͂，学校全体ͅ

児童̦̥̥わ͈ͥ́視野̦広̦ͤ，低学年͉́学習ルールやし

̾け面͈́指導ͅ気を配ͥ͢う̈́̽ͅた。 

 ・共通目標を持たせ，協働́取ͤ組͙，報告・連絡・相談を密

ͅさせͥ。すべ͈̀職員ͅ経営参画意識̦育̽̀いͥ。 

 ・中堅͈女性教員ͅ教育実習生͈指導を命̲た。人材を育̀ͥ

意識̦芽生え̧̀た。 

 ・若手・中堅・女性を含͛た企画委員会͈回数を増やし̀，学

校経営参画意識を高͛͢う͂した。 学級・学年͈垣根を越え̀

考え͢う͂すͥ意識̦わ̴̴̥̺̦̾，増した͢うͅ感̲ͥ。 

Ӳ 教頭・主幹教諭の育成の取組 

・多少，不満ͅ思うこ̦͂あ̽̀͜，͢い所を見̾け，長所を

伸͊すこ͂̽̀͢ͅ，不足し̀いͥ点̦カバー̧́ͥ͢う̈́ͅ

̽た。 

 ・常ͅȶ自分̦校長̺̽たͣ̓うすͥȷ͂いう視点́考え，行

動すͥ͢うͅ示唆し̀いͥ。経営方針̦͢く職員ͅ伝わͥ͢う

̈́ͤͅ，校長職を目指す人材͂し͈̀意識̦育̧̽̀̀いͥ。 

・校長͈職務Ȫ管理・監督ȫを意識し̀職員ͅ指導させた。 

・現状を͢し͂せ̴，常̧͈͢͜ͅを目指す͢うͅ考えさせた。 

目的̥ͣ物事を考えͥ͢う̈́̽ͅた。 

・共ͅ経営し̀いͥ͂いう意識を持たせͥ。意欲的ͅ取ͤ組  ͭ

́いͥ。 

・施設・設備͈安全面ͅ関すͥ視点を実地́指導した。日常  ͈

安全点検や施錠確認͈際͈点検͈視点̦変わ̧̽̀た。 

・当面すͥ課題や長期的展望ͅ立̽た課題を一緒ͅ考えͥ。校 

長͈立場を意識した発想，発言̦増した。 

６  研究͈まとめ 

○若手・中堅・女性教員ͅ思い切̽た分掌，役割を与え，経営

参画意識を高͛ͥこ̦͂，や̦͉̀管理職人材育成へ͂結び̾

い̀いく͂いう考え̦校長アンケート̥ͣ把握̧́ͥ。 

○教頭・主幹教諭ͅ，常ͅ校長͂し͈͈͈̀͜見方，考え方，

動̧を指導すͥこ͂ͤ͢ͅ，校長を目指す人材ͅ育̀ͥこ̦͂

̧́ͥ͂考えͥ。 

○課題͂し̀，教頭職を目指す人材̦少̈́い中，与えた職務を

見届けͥこ͂，適切̈́助言を行うこ͂，さͣͅ大いͅ褒͛ͥこ

͂等̦管理職人材育成̤ͅい̀求͛ͣͦͥ。 
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１ ͉じめに 

 東日本大震災͉́，学校管理下̤ͅい̀，教職員͈適切

̈́誘導や日常͈避難訓練等͈成果̽̀͢ͅ，児童生徒等̦

迅速ͅ避難̧́た学校̦あ̽た一方，避難͈判断̦遅ͦ，

多数͈犠牲者̦出た学校や下校途中や在宅中ͅ被害ͅあ

̽た児童生徒̦いた。自然災害͉́，想定した被害を超え

ͥ災害̦起こͥ可能性̦常ͅあͤ，自ͣ危険を予測し回避

すͥた͛ͅ，習得した知識ͅ基̿い̀的確ͅ判断し，迅速

̈́行動を͂ͥこ̧̦͂́ͥ力を身ͅ付けͥこ̦͂必要́あ

ͥ。そ͈た͉͛ͅ，日常生活̤ͅい̀͜，自身͈̤̥ͦた

状況̾ͅい̀自ͣ考え，判断し，行動̧́ͥ力を身ͅ付け

ͥこ̦͂非常ͅ重要̈́̽̀ͅくͥ。こ͈こ͉͂自然災害̺

け́̈́く，交通事故，不審者，学校施設ͅ関わͥ事故等ͅ

̾い̀͜同様́あͥ。そこ́学校͉́，安全・防災ͅ関す

ͥ学習や訓練を意図的・計画的ͅ位置付けͥ͂͂͜ͅ実践

的̈́活動を通し̀安全・防災ͅ関すͥ知識や判断力・行動

力を身ͅ付けさせ，ȶ自ͣ考え，判断し，行動̧́ͥ子̓

͜ȷを育成し̀いく͈͂͜すͥ。 

 

ˎ 本校͈取組 

Ȫˍȫ本校͈概要 

 本校͉昭和４˓年ͅ開校し，本年度４４年目を迎えͥ。

所沢市͈͂境ͅ位置し，不老川・雑木林・茶畑等，比較的

自然ͅ恵まͦ̀い̦ͥ，周辺͉国道４６ˏ号線や行政道路

̦通̤̽̀ͤ交通量͜多い。住宅地͈中͉昔̦͈̈́ͣ家͂

新興住宅̦混在し，道幅͉狭く，く͇く͇͂した道̦多く

見ͣͦͥ。細い道̥ͣい̧̈́ͤ大通ͤͅ出̀しまう道や坂

道̦多いた͛，飛び出しͥ͢ͅ事故͈危険性̦高い場所̦

多い。 

 

Ȫˎȫ安全教育へ͈取組 

ӱ 交通安全教室 

日 時 内 容 

４月ˎˎ日Ȫ水ȫ 

ˎ校時 

ˎ年生対象 

安全̈́道路歩行͂自転車

͈基本的̈́乗ͤ方 

４月ˎˎ日Ȫ水ȫ 

ˏ校時 

ˍ年生対象 

安全̈́道路歩行 

４月ˎˎ日Ȫ水ȫ 

11:45~12:05 

ˍ年生保護者対象 

登校指導͈仕方 

６月 ４日Ȫ木ȫ 

ˎ校時 

ˏ年生対象 

模擬道路͈́自転車͈実

地練習 

６月 ４日Ȫ木ȫ 

ˏ校時 

５・６年生対象 

交通安全 DVD視聴 

ˍˌ月ˎ˓日Ȫ火ȫ ４年生対象 

自転車免許制度 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ȭ研究領域ȭ Ⅳ 危機管理 

第９分科会  学校安全 

Ȭ研究課題ȭ 命を守る安全・防災教育͈推進 

Ȭ視点ȭ 

① 自ら考え，判断̱，行動́きる子̓͜を育͚安全・防災教育͈推進 

                  提案者  入間市立藤沢南小学校長  池 田   智恵子 
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交通安全教室͉，狭山警察署，入間市市民生活課，入間

市交通安全指導員，PTA役員͈方々̮ͅ協力をいた̧̺

̦̈́ͣ進͛̀いͥ。道路歩行͈指導͉́，道路͈安全̈́歩

行，正しい横断͉͂ͤ͜͢，自分͈目́信号を確認し，自

分͈判断́横断すͥこ͂や手を挙̬̀運転者へし̥̽ͤア

ピールをすͥこ͈͂大切さを学̺ͭ。自転車͈乗ͤ方指導́

͉，正しい乗ͤ方，安全̈́走行̺け́̈́く，危険̈́乗ͤ方

をすͦ͊自転車͜加害者̈́ͥͅこ͂を知ͣせ，安全̈́走行

をし͢う͂すͥ意識を高͛た。 

 Ӳ 通学班関係 

日 時 内 容 

４月 ９日Ȫ木ȫ 

ˏ校時 

 

新年度学班編成 

一斉下校 

˓月 ˎ日Ȫ木ȫ 

昼休͙ 

通学班会議 

登校͈様子͈反省，問題点͈把

握 

˓月ˍ˓日Ȫ金ȫ 

 

一斉下校 

校庭͈́集合場所͈確認 

ˍˎ月ˏ日Ȫ木ȫ 

昼休͙ 

通学班会議 

登校͈様子͈反省，問題点͈把

握 

ˍˎ月ˎ５日Ȫ金ȫ 

 

一斉下校 

校庭͈́集合場所͈確認 

ˏ月ˍˌ日Ȫ木ȫ 平成 28年度通学班仮編成 

 児童同士́協力し̦̈́ͣ安全ͅ登校すͥ姿勢を身ͅ付け

させͥ。高学年͉低学年͈面倒を見̦̈́ͣ班長，副班長͈

役割を行わせͥ。安全ͅ登校す͉ͥ̓ͭ̈́ͅこ̦͂大切̈́

こ̥͂通学班̮͂ͅ考えさせ，安全̈́登校へ͈意識を高͛

た。 

Ȫˏȫ防災教育へ͈取組 

ӱ 引̧渡し訓練 

日時  ５月９日Ȫ土ȫˍ５：ˌˌ～ 

想定   大地震Ȫ震度５強ȫ発生後，保護者̦直接， 

        児童を引̧取ͥ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童͉，大地震発生時̤ͅけͥ引̧渡し̾ͅい̀知ͤ，

正しく安全̈́避難行動を取ͥこ̧̦͂́ͥ͢うͅすͥ。ま

た，保護者͈引̧取ͤを待̾際͈安全̈́待ち方やスムーΒ

̈́引̧取ͤͅ慣ͦ，児童̦引̧渡し͈際ͅ混乱̈́く，的確

̈́行動̦取ͦͥ͢うͅすͥ。 

Ӳ 避難訓練 

日 時 想定・内容 

４月ˎ˓日Ȫ月ȫ 

ˏ校時 

Ⱥ予告あͤȻ 

授業中ͅ地震発生 

教室̥͈ͣ避難経路を知ͤ，

基本的̈́避難行動͈仕方を身

ͅ付けͥ。 

ˍˌ月ˍ日Ȫ木ȫ 

休͙時間 

Ⱥ予告̈́しȻ 

休͙時間中ͅ地震発生̥ͣ火

災発生 

放送を͢く聞̧，自分́避難

すͥ。 

ˍ月ˎˍ日Ȫ水ȫ 

清掃時間中 

Ⱥ予告̈́しȻ 

清掃時間中ͅ地震発生 

放送を͢く聞̧，自分́避難す

ͥ。 

 避難時͈心構えや経路͈指導を受けた後͉，災害時͉ͅ

ȶ自分́考え，自分͈身͉自分́守ͥ。ȷ͂いうこ͂を身

を̽̀͜体験させͥ。 

３ まとめ 

  危険回避能力͉，普段͈生活経験̥ͣ培わͦͥこ̦͂

大̧い。交通安全教室や避難訓練͈中͉ͅ必̴ȶ自分́

考え，判断すͥȷこ͂を入ͦ，実生活́͜活用̧́ͥ͢

うͅさせたい。 
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Ȭ研究領域ȭ  Ⅳ 危機管理 

第９分科会  学校安全 

Ȭ研究課題ȭ  命を守る安全・防災教育͈推進 

Ȭ視点ȭ 

② 家庭・地域・関係機関と͈連携を図った意図的・計画的̈́学校安全・防災͈推進 

                           提案者  川口市立元郷南小学校長  小  堀   壯  一 

放課後こども安全教室 

１ ͉じめに 

警察白書Ȫ平成ˎ６年版ȫͥ͂͢ͅ，ˍˏ歳未満͈子供̦略

取・誘拐さͦた事件͉，平成ˎ５年度中ͅ全国́９４件͜起̧

̀いͥそう̺。こ͈数͈中͉ͅ，神戸市長田区́小ˍ女児̦帰

宅後ͅ行方不明͂̈́ͤ，そ͈後，遺体́発見さͦͥ͂いう痛ま

しい事件͜入̤̽̀ͤ胸̦痛͚。川口市内́͜不審者̥͈ͣ誘

い̥けや付̧ま͂い͈̈́̓通報̦数多くあͥそう́，こ͉ͦͣ

重大事件͈前兆́あͥ͂͜いえͥ。 

一方，防災ͅ目を転̲͙̀ͦ͊，南関東́マグニチューΡ˓

クラス͈地震̦発生すͥ確率͉ˏˌ年以内ͅ˓ˌ％́あͥ͂聞

く。川口市を含͚地域́，い̾大地震̦発生し̀͜不思議͉́

̈́い。定期的ͅ防災訓練・講習を行̽̀，住民同士，また，学

校͂関係機関͈̈́̓͂連携を固くし，防災͈知識͂技術を蓄え，

͜し͈͜時͈覚悟を養̤̽̀くこ͉͂，大切̈́こ͂́あͥ。 

ˎ 本校͈概要 

 本校͉，川口市͈南ͅ位置し，荒川を挟ͭ́東京都

ͅ隣接し̀いͥ。学区͉，͜ ͂͂͜あ̽た住宅ͅ加え，

地場産業͂し̀隆盛を誇̽た鋳物工場や機械工場͈

敷地ͅ次々͂大規模マンション̦建設さͦ，独特͈町

並͙を構成し̀いͥ。 

保護者，地域͈方々͉，本校͈教育活動ͅたいへͭ

理解̦あͤ，学校ͅ寄せͥ期待͂信頼͉厚く，協力的

́あͥ。こ͉ͦ，５ˏ年前ͅ，子弟͈教育環境改善͈

た͛，地域͈方々̦力を結集し̀市͉ͅた̧̥ͣけ，

遂ͅ川口市͈単独予算́創立した正真正銘 ȶ͈地域͈

学校ȷ́ あͥ͂いう生い立ち̦綿々͂受け継̦ͦ̀い

̥ͥͣͅ他̈́ͣ̈́い͂考えͥ。４年前ͅ少し離ͦた現

在͈場所へ移動すͥこ͂を余儀̈́くさͦた̦，̤ ̥̬

́５階建͈̀新校舎͉ͅ，充実した施設・設備̦備え

ͣͦ，教育環境͈水準̦一層向上した。 

３ 学校経営における学校安全・防災の位置付け 

 本校͈学校経営方針͈第一͉，ȶ安全͉すべ̀ͅ優

先すͥȷ́あͥ。児童͈安全͉，すべ̀ͅ優先させ̈́

けͦ͊̈́ͣ̈́い。 

また，本校͈創立時を顧͙̀，地域͈子弟͈教育͈

た͛͂ͅいう先人たち͈徳を常ͅ念頭ͅ置̧，学校経

営を進͛̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い͂考えͥ。今ま́以上ͅ

ȶ開̥ͦた学校̿くͤȷを推進し，保護者・地域͈方々

͈͂信頼関係を醸成すͥ。  

ː 研究͈͇らい 

○ 学校͂家庭・地域・関係機関͈͂連携を図̽た意

図的・計画的̈́学校安全・防災を推進すͥ上͈́校

長͈役割を明̥ͣͅすͥ。 

○ 学校͂家庭・地域・関係機関͈͂連携を図̽た意

図的・計画的̈́学校安全・防災を推進すͥ上͈́支

援者͈役割を明̥ͣͅすͥ。 

ˑ 実践 

(1) 家庭・地域・関係機関͈͂連携を図̽た意図

的・計画的̈́学校安全͈推進 

ӱ ȶ放課後こ̓͜安全教室ȷ͈取組 

児童̦学校ͅいͥ͂

̧͈安全管理，安全教育

̾ͅい͉̀，年を追う̮

͂ͅ充実させ̧̀た自

負̦あͥ。他方́，下校

途上や放課後，休͙͈日

ͅ不審者̥ͣ如何ͅ子

供たち͈命を守̥ͥ͂

いうこ̦͂課題͂̈́̽̀いた。校長͂し̀，こ͈問いͅ答えͥ

た͛ͅ方策を考え̀いた͂こͧ，実ͅタイミング͢く，地域́

献身的ͅ活動すͥ主任児童委員͈方̥ͣＮＰ˫法人ȶ日本こ̓

͈͜安全教育総合研究所ȷ理事長 宮田美恵子氏を̮紹介いた

̺いた。こ͈ＮＰ˫͉，東京都文京区湯島を拠点ͅ，子供たち

を犯罪被害̥ͣ守ͥた͛ͅ活動し̀いͥ団体́あͥ。 

ȶ放課後こ̓͜安全教室ȷ̦実現した͈͉，こ͈主任児童委

員͈方ͅＮＰ˫͈͂連絡・調整́尽力いた̺いた̤̥̬́あͥ。 

６月ˎ４日Ȫ水ȫ，体育館́ˎ年生５クラス̦ˍクラ

ス４５分間̴̾，犯罪被害防止͈体験活動を行̽た。

体験プログラム͉実ͅ綿密ͅ計画さ̤ͦ̀ͤ，５͈̾

内容Ȫӱ相手͈͂安全̈́距離を͂ͥこ͂  Ӳ防犯ブΎ

ーを使うこ͂  ӳ大声́助けを呼ぶこ͂  Ӵ̥̾ま

ͣ̈́い͢うランΡセルを脱い́逃̬ͥこ͂ ӵȶこ̓

͜ˍˍˌ番͈家ȷ̈́ ̓ͅ助けを求͛ͥこ͂ȫͅ ̾い̀，

実際ͅ子供たち一人一人ͅ行わせた。事前ͅ活動を公
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６町会合同防災訓練 

開すͥ旨を広報し̤̀いた͈́，当日͉，保護者，町

会長や地域͈方͜ͅ多数参観し̀いた̺いた。また，

不審者役やˍˍˌ番͈家͈役̈́̓́協力し̀いた̺

くこ̧̦͂́た。 

子供たち͉ͅ，下校途中や放課後，休͙͈日ͅ，万

̦一͜ͅ不審者̥͈ͣ誘い̥けや付̧ま͂い̈́̓ͅ

遭遇した際，ここ́学習したこ͂を思い出し̀，自ͣ

͈命を守̽̀ほしい͂切ͅ願う。 

Ӳ 元郷南小ＰＴＡ，ȶスクールガーΡＭ˫Ｔ˫Ｎ

ＡＮȷ̈́̓ͥ͢ͅ見守ͤ，注意啓発 

 本校͉́，子供たちを交通被害や犯罪被害̥ͣ守ͥ

た͛，本校ＰＴＡ͈全会員̦，輪番制́登校時ͅ通学

路上͈五差路や交通量͈多い交差点́見守ͤ活動を

行̽̀いͥ。 

また，本校学区͈町会͉́，有志́ȶスクールガー

ΡＭ˫Ｔ˫ＮＡＮȷを組織し，毎日͈登下校時，揃い

͈防犯ベストを着用し，見守ͤ活動を行̽̀いͥ。 

昨年度̥ͣ，ȶ感謝給食会ȷを開催すͥこ͂ͅし，

日頃͈見守ͤ活動へ感謝͈意を形ͅ表し̀いͥ。 

こ͈他͜ͅ，川口市交通安全協会や地区選出͈議員

͈支援を得̀，横断者用信号や歩道͂車道͂を区分す

ͥ柵͈設置，運転者へ͈注意喚起͈ぼͤ旗͈取ͤ付け

̈́̓，学区内͈交通安全設備を確実ͅ充実させ̧̀た。 

こ̦ͦͣ実現̧́た͈͉，校長͈考えを伝え，町会

長や市役所，警察̈́̓関係者間͈連絡・調整͈労を͂

̽̀く̺さ̽たＰＴＡ会長͈尽力ͥ͢ͅ。  

ӳ ȶ子̓͜ˍˍˌ番͈家ȷ  

 ƣ子̓͜ˍˍˌ番͈家Ƥ制度͉，平成８年ˏ月ͅ，岐

阜県可児市立今渡北小ＰＴＡ͂可児警察署͈連携ͅ

̽̀͢始ま̽た͂聞く。効果的̈́地域安全活動͂し̀

警察庁̥ͣ全国ͅ紹介さͦ，そ͈後，全国́設置̦進

͙，現在͉́全国４˓都道府県すべ̀́，こ͈制度̦

運用さͦ̀いͥ͂いう。本校́͜，本校ＰＴＡ͂協力

し̀，趣旨ͅ賛同し，表示プレートを設置し̀いた̺

けͥ協力者を発掘し，現在͉́６ˍ箇所を指定すͥこ

̧̦͂́̀いͥ。毎年度，本校職員͂本校ＰＴＡ安全

部͂́手分けし̀，手紙を̽̀͜訪問し，感謝を述べ

ͥ͂共ͅ子供たち͈見守ͤを依頼し̀いͥ。  

(2) 家庭・地域・関係機関͈͂連携を図̽た意図

的・計画的̈́防災͈推進  

ӱȶ避難所運営会議ȷ͈開催 

 川口市͉́，地域͈重要̈́防災拠点͂し̀，市立小

中学校を位置付け̀いͥ。毎年度，避難所運営会議͈

メンバーȪ担当͈市役所職員，各町会͈防災担当，本

校職員ȫ̦一同ͅ会し，ȶ避難所開設マニュアルȷ͈

改訂を行い，そ̸ͦͦ所持すͥ。 

大規模災害̦発生し，避難所開設͈指示̦発令さͦ

た場合，直ちͅȶ避難所開設マニュアルȷͅ則̽̀，

避難住民͈受入ͦ，避難スペースへ͈誘導，備蓄し̀

あͥ緊急用物資͈分配，マンγールを利用した仮設ト

イレ͈設置，救護等を組織的ͅ運営すͥこ͂̈́ͥͅ。 

Ӳȶ６町会合同防災訓練ȷへ͈協力 

本校͉，地域͈重要̈́

防災拠点́あͥこ̥͂ͣ，

昨年ˍˍ月ˍ６日Ȫ日ȫ

͉ͅ，ȶ６町会合同防災

訓練ȷ開催͈た͛，本校

͈校庭，体育館を会場͂

し̀提供した。 

町会長たち̦イニシア

チブを͂ͤ，川口消防署͈全面的̈́協力を得̀，多彩̈́訓練メ

ニューȪӱ訓練用人形を用いた心肺蘇生法講習 Ӳロープ͈結

束講習 ӳ仮設トイレ͈設営講習 Ӵ非常食͈炊̧出し訓練 

ӵ起震車́再現した強い揺ͦ体験 Ӷȶ煙テントȷ体験 ӷ訓

練用消火器͈́消火訓練ȫ̦用意さͦた。学校͉，運営ͅ必要

̈́放送設備や連絡・調整̈́̓，縁͈下́全面的ͅ支援した。 

当日͉，各町会̥ͣ大勢͈住民̦隊列を組ͭ́参集し，各自

̦４年前͈東北地方大震災を思い出し̀いた͈̥，真剣̈́面持

ち́訓練ͅ取ͤ組ͭ́いた。本校͈児童͜保護者ͅ連ͦͣͦ̀

多数参加した。大人ͅ混̲̽̀真剣ͅ取ͤ組ͭ́いͥ彼͈ͣ姿

̦͂̀͜頼͜しく思えた。ここ́学̺ͭ子供たち̦，や̦̀地

域͈防災を担̽̀いくこ͂̈́ͥͅ。 

ȶ６町会合同防災訓練ȷ開催ͅあたͤ，町会長，校長，関

係機関͈間́こま͛ͅ連絡・調整を行̽̀いたＰＴＡ

会長͈尽力͉ͅ，並々͈̦̈́ͣ͆͜あͥ。 

６ 研究͈まとめ 

 学校安全・防災͈推進ͅ終わ͉ͤ̈́い。校長͂し̀，

一͈̾課題を解決すͥ͂更̈́ͥ課題̦見え̀くͥこ

͂を実感し̀いͥ。課題͉ͅ，学校̺け́解決̧́ͥ

͈͂͜，学校̺け͉́解決̧́̈́い͈̦͂͜存在すͥ。

後者̤ͅい͉̀，学区͈町会́現ͅ役員を務͛，豊富

̈́人脈を有すͥＰＴＡ会長̦̈́̓キーパーソン́あ

ͥこ͂を痛感すͥ。今後͜こͦͣキーパーソン͂タッ

グを組͙，ȶ地域͈学校ȷ͂し̀，意図的・計画的̈́

学校安全・防災を強力ͅ推進すͥ。 
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Ȭ研究領域ȭ  Ⅳ 危機管理 

第１ˌ分科会  危機対応 

Ȭ研究課題ȭ   様々̈́危機へ͈対応 

Ȭ視点ȭ  

① いじめや不登校等へ͈適切̈́対応 

                 提案者  さいたま市立上落合小学校長  片 柳   正 

１ ͉じめに 

 近年，い̲͛問題̦学校教育̴͈͙̈́ͣ，大̧̈́社会問題

͂̈́̽̀いͥ。昨年ȶい̲͛防止対策推進法ȷ̦施行さͦ，

各学校̤ͅい͉̀ȶい̲͛防止基本方針ȷを策定し，様々̈́

取組を行̽̀いͥ。さいたま市́͜ȶ豊̥̥̥̈́わͤあいを

大切ͅすͥ教育͈推進ȷやȶい̲͛を許さ̈́いȷ͂い̽た規

範意識を育͚た͛ͅȶ心͈サポート体制͈充実ȷ特ͅȶい̲

͛・自殺防止等子̓͜サポート事業͈推進ȷ等，様々̈́施策

を行い，希望を͉̪く͚教育͈推進を図̽̀いͥ。 

ここ͉́，い̲͛や不登校͈対応̾ͅい̀共通すͥ部分̦

あͥた͛，特ͅい̲͈͛適切̈́対応̾ͅい̀取ͤ上̬，本校

͈実態ͅ即した危機管理体制̿くͤ̾ͅい̀，そ͈取組を述

べͥ。 

 ˎ 学校͈概要 

 本校͉，さいたま新都心駅ͤ͢徒歩10分程͈場所ͅ位置し，

周͉ͤͅ高層マンション̦立ち並ͭ́いͥ。児童͈9割̦集

合住宅̥ͣ通い，経済的͜ͅ恵まͦた家庭̦多い。古く̥ͣ

͈住人͂新しい住人̦͂うまく融合し，自治会やＰＴＡ，育

成会，子供会等͈活動̦盛ͭ́，学校ͅ対し̀͜大変協力的

̈́地域́あͥ。 

３ 研究͈͇らい・視点͈捉え方 

 本校͈児童͉，素直́明ͥく，全国学力・学習状況調査ͅ

̤い̀͜常ͅ平均を大幅ͅ上回ͤ，学力̦高い児童̦多い。

また，家庭͈教育力͜あͤ生徒指導的̈́問題͉，さほ̓多く

̈́い。し̥し，指示待ち͈児童̦多く，自ͣ進ͭ́行動すͥ

姿勢や規範意識，正しい判断力͈習得̦不十分̈́児童͜いͥ。

また，配慮を要すͥ児童͜年々増え̀いͥ。こ͈͢う̈́状況

͈中，学校教育目標͈具現化ͅ向け，児童͈ͤ͢͢い成長を

目指し，日々͈教育活動を確実ͅ実践し̀いくこ̦͂，い̲

͛対策̦̾̈́ͥ͂ͅ考えͥ。そ͈た͛ͅ，ȶ組織的̈́対応ȷȶ保

護者・地域・関係機関͈͂連携，ȷȶ早期発見・早期対応ȷ͂

い̽た観点̥ͣ，い̲͛ゼロを目指し教職員͈共通理解・共

通行動͈͂͜推進し̀いく必要̦あͥ。そこ́以上͈観点を

踏まえ，次͈視点́研究を進͛ͥこ͂ͅした。 

 

Ⱥ視点ˍȻ生徒指導・教育相談体制͈確立 

Ⱥ視点ˎȻ保護者・地域͈͂連携 

Ⱥ視点ˏȻ日々͈教育活動͈充実 

Ⱥ視点４Ȼ早期発見・早期対応 

 ː 実践͈概要 

Ⱥ視点１Ȼ生徒指導・教育相談体制͈確立 

ȶい̲͉͛決し̀許さ̈́いȷ͂いう共通認識ͅ立ち，全教職

員́子̓͜たちを見守̽̀いくた͉͛ͅ，い̲͈͛予兆や悩

͙を̽͜た子̓͜を見逃さ̈́い仕組͙̿くͤ・問題解決͈た

͈͛組織̿くͤ・相談活動̦しやすい環境̿くͤ・教職員͈

計画的̈́研修͈実施等，危機管理体制を確立すͥこ̦͂重要

́あͥ͂考え，次͈͢う̈́取組を行̽̀いͥ。 

ӱ 年度当初͈職員会議́指導͈方針内容を全職員ͅ周知す

ͥ͂͂͜ͅ研修会̤ͅい̀ȶ上落合小学校い̲͛防止基

本方針ȷ̾ͅい̀内容を確認し周知を図̽た。 

Ӳ い̲͛対策校内委員会͉月ˍ回͈生徒指導部会͂兼͇̀

実施し，児童͈様子や変化等͈情報交換を行い，今後͈

対応̾ͅい̀共通理解・共通行動を図̽̀いͥ。 

ӳ 月ˍ回保護者̥͈ͣ申込͙ͤ͢ͅ，担任・スクールカウ

ンセラー・さわや̥相談員・管理職・教育相談主任等̦

面談を行い，早期発見ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。さͣͅスクー

ルカウンセラー・さわや̥相談員͉，児童͈様子を観察

し，常ͅそ͈様子を記録ͅ残し管理職等͂情報交換を行

̽̀いͥ。 

Ӵ ６月͉ͅ，生徒指導，教育相談，特別支援教育等̥̥ͅ

わͥ，配慮を要すͥ児童理解研修を行い，情報を共有す

ͥこ͂́，い̲͈͛防止ͅ努͛̀いͥ。 

ӵ 夏季休業中͉ͅ，い̲͈͛疑い͈あͥ児童や保護者へ͈

対応͈事例研修，低年齢化し̀いͥスマγ・インターネ

ット等͈い̲͛ͅ関すͥ研修を行い，教員͈い̲͛ͅ対

すͥ意識͈高揚を図̽̀いͥ。 

Ⱥ視点ˎȻ保護者・地域との連携 

 い̲͛問題͉，学校͈指導や家庭͈子育͈̀問題͂し̺̀

け́̈́く，すべ͈̀大人たち͈問題͂し̀，取ͤ組͚必要̦

あͤ，開̥ͦた学校̿くͤͅ努͛，学校̦保護者・地域͂一
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丸͂̈́̽̀相互協力すͥ関係̿くͤを進͛̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い。 

ӱ 昨年度ͤ͢ȶい̲͛対策委員会ȷを発足し，今年度͜年

ˏ回͈定例会を実施し̀いͥ。メンバー͉学校評議員，

学校関係者評価委員̦兼͇̀いͥ。学校̺ͤ͢や学年̺

ͤ͢，γームページ，６月͈第ˍ回学校公開日ͅȶ上落

合小学校い̲͛防止基本方針ȷ̾ͅい̀確認，周知すͥ

͂͂͜ͅ，協力依頼した。 

Ӳ ˯˯ＮȪスクールサポートネットワークȫ͈様々̈́立場

͈方̥ͣ，学校͈教育活動͈協力や児童͈安全を見守̽

̀いた̧̺，地域͂一体͂̈́̽̀児童͈健全育成ͅ努͛

̀いͥ。 

ӳ 本校͉́，後援会͂いう組織̦あͤ，歴代͈ＰＴＡ会長，

自治会長͈方々̥ͣ構成さͦ，絶大̈́ͥ支援をし̀いた

̺い̀いͥ。教育活動͈支援͉͜ちͧͭ，教育懇談会を

年2回行い，情報交換を通し̀児童͈健全育成ͅ努͛ͥ

͂͂͜ͅ，い̲͛防止͈一助̈́̽̀͜ͅいͥ。 

Ӵ ＰＴＡͥ͢ͅあいさ̾運動，登下校͈パトロールͤ͢ͅ， 

  児童͈̥̥͂わͤを高͛̀いͥ。 

Ⱥ視点ˏȻ日々の教育活動の充実 

 さいたま市生徒指導総合計画ͅ示さͦたȶ子̓͜輝̧プラ

ンȷ͈ 目標́あ ȶͥ一͈̾心ȷȶ四͈̾力ȷを身ͅ付けさせͥ

こ̦͂，い̲͛防止̦̾̈́ͥ͂ͅ考えͥ。そ͈た͉͛ͅ，日々

͈教育活動を重視し実践すͥこ̦͂必要́あͥ。本校͉́，

次͈͢う̈́取組を行̽̀いͥ。 

ӱ 学習指導͈充実Ȫわ̥ͥ，楽しい授業ȫ 

Ӳ 道徳教育͈充実 

ӳ ȶい͈ち͈支え合いȷを学ぶ授業͈取組 

Ӵ 人間関係プログラムȪ学期６時間ȫ 

ӵ 心͈日Ȫ月ˍ回，第ˏ金曜日ȫ 

  心͈日͈朝自習͈時間 

日頃見̾けた友達͈͢い 

͂こͧや̦ͭ͊ͤをカー 

Ρͅ書い̀いͥ。Ȫ一人一 

枚届く͢うͅ配慮ȫ 

Ӷ あいさ̾運動Ȫ６月ˍ８日～˓月８日ȫ 

 

 

 

 

ӷ 子̓͜い̲͛対策委員会͈開催 

Ӹ い̲͛撲滅強化月間͈取組Ȫ６月ȫ 

 

・校長講話 

・各学級͈スローガン 

・学校̺͢  ͤ

ӹ ４年人権教育・６年インターネット安全教室       

Ȫ第ˍ回学校公開日ȫ 

Ӻ 小・中一貫教育͈取組  

・小・中合同研修 

 ・交流授業Ȫ社会・図工ȫ 

 ・授業公開 

Ⱥ視点ːȻ早期発見・早期対応 

 い̲͛を早期発見すͥた͛ͅ，以下͈3点を基本͂すͥ。 

児童͈些細̈́変化ͅ気付くこ  ͂

気付いた情報を確実ͅ共有すͥこ  ͂

情報ͅ基̧̿速や̥ͅ対応すͥこ  ͂

ӱ 具体的̈́取組 

・健康観察ͥ͢ͅ把握 

 ・心͂生活͈アンケートȪ年ˏ回ȫ 

・簡易アンケート・教育相談日(月1回) 

・教育相談週間Ȫˍˌ月ȫ 

・配慮を要すͥ児童理解研修 

・欠席͈状況・確認Ȫ月ˍ回管理職ͅ報告ȫ 

・生徒指導・教育相談部会ͥ͢ͅ情報͈共有 

・家庭͈͂連携・関係機関͈͂連携 

Ӳ い̲͛を認知した場合͈対応 

 ・個々͈事案ͅ応̲̀柔軟̥̾適切ͅ対応すͥ͂͂͜ͅ， 

  特定͈教職員́抱え込ま̴，速や̥ͅ組織͂し̀対応す 

  ͥ。 

・被害児童を守ͤ通す。 

・加害児童，傍観者児童ͅ対し͉̀，教育的配慮͈下，毅 

 然͂した態度́指導すͥ。 

・被害児童・加害児童͈保護者へ誠実̈́対応をすͥ。 

 ・教育委員会・関係機関͈͂連携を図ͥ。 

 ˑ おわりに 

い̲͛等͈適切̈́対応̾い͉̀，何ͤ͢͜情報を共有し，

情報を͂͜ͅ組織́動̥̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い。そ͈た͛ͅ校長

͉ςーダーシップを発揮し，組織をま͂͛，機能を充実させ

ͥこ̦͂大変重要́あͥ。昨年度作成したȶ上落合小学校い

̲͛基本方針ȷを再度確認すͥ͂͂͜ͅ取組͈振ͤ返ͤを行

い，常ͅ共通理解・共通行動͈下，い̲͈͛未然防止ͅ向け

た取組を，進͛̀い̥̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い。そし̀保護者・地

域・関係機関͈͂連携をさͣͅ密ͅし̀，い̲͛を許さ̈́い

学校̿くͤを目指した教育活動を推進し̀い̧たい。 
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Ȭ研究領域ȭ  Ⅳ 危機管理  

第１ˌ分科会  危機対応 

Ȭ研究課題ȭ  様々̈́危機へ͈対応 

Ȭ視点ȭ 

② 高い危機管理能力を͜つ組織・体制づくり 

                             提案者  とき̦わ町立萩ヶ丘小学校長  田 中  恵 子 

 

1 ͉じめに 

 学校͉，児童̦安心し̀学ぶこ̧̦͂́ͥ安全̈́場所́̈́

けͦ͊̈́ͣ̈́い。そ͈た͉͛ͅ，危機管理̦重要́あͥ。 

危機管理͉͂，人々͈生命や心身等ͅ危害を͜たͣす様々

̈́危機̦防止さͦ，万̦一事件・事故̦発生した場合͉ͅ，

被害を最小限ͅすͥた͛ͅ適切̥̾迅速ͅ対処すͥこ͂́

あͥ。Ȭ文部科学省ȶ学校̤ͅけͥ防犯教室等実践事例集ȷ

平成 18年 3月ȭそ͈た͛ͅ機動力͈あͥ組織体制を整え，

意図的・計画的ͅ取ͤ組͚必要̦あͥ。 

ˎ 本校͈概要 

 本校͉，大椚第一小学校，大椚第二小学校，平小学校͈三

校̦統合し，全校 44 名，複式学級 1 学級を含͚ 5 学級͈，

開校 12年目を迎えた小規模校́あͥ。 

学校周辺ͅ都幾川や氷川̦流ͦ，豊̥̈́自然環境ͅ恵まͦ

̀いͥ。校舎͉ 5本͈大柱̦そびえ立̾ 2階建͈̀木造校舎

́，体育館͜木質化さͦ落ち着いた学習環境͂̈́̽̀いͥ。 

３ 本校͈危機管理面͈課題 

(1) 本校͈危機管理͈課題 

本校͉平成 26年 3月ͅ土石流等͈警戒区域͈た͛避難所

指定を解除さͦた。避難先͉，2km 離ͦた都幾川中学校́

あͥ。非常災害̦い̾起こ̥ͥわ̥ͣ̈́い状況͈中́，適切

̈́対策を取ͥこ͂ͤ͢ͅ危機的状況͈発生を防止したͤ，発

生時͈災害を低減したͤすͥこ̦͂重要́あͥ。 

(2) 学校教育目標͂目指す児童͈姿 

＜学校教育目標＞ ○͉̦̾ͣ̾͂ͭ͊ͥ子 ○̨ͭ͜を 

̽̀͜学習すͥ子 ○小さ̈́積͙重͇を大切ͅすͥ子 

＜目指す児童͈姿＞ 

日常生活͈様々̈́場面́発生すͥ危険を理解し，安全̈́ 

行動̧̦́，他͈人々͈安全͜ͅ気配̧ͤ́ͥ児童 

ː 課題解決͈ため͈方策 

(1) 教職員͈意識改革を図ͥ͂͂͜ͅ，組織を機動させͥ。

(2) 全教育活動を通̲̀防災教育を進͛ͥ。 

(3) 家庭，地域・関係機関͂連携した危機管理ͅ取ͤ組͚。 

ˑ 危機管理͈プロセス 

ςΑクマネΐメント 危険の予知や予測・未然の防止・日常の安 

全確保等 

クρイシΑマネΐ

メント 

緊急時の安全確保・被害を最小限に抑止・

再発防止・教育活動再開・心のケア等 

 

 

(1) 学校͈危機͈予知や予測 

ӱ̧̦͂わ町建設環境課͈͂連携 

・ハΎーΡマップͥ͢ͅ学校，学区内͈情報把握 

Ӳ̧̦͂わ町総務課͈͂連携 

・ȶ̧̦͂わ町防災ガイΡブックȷ͈活用 

・ȶ土砂災害ハΎーΡマップȷ͈読͙取ͤ 

 土石流警戒区域・̦け崩ͦ(急傾斜地)警戒区域・土

砂災害指定予定区域警戒区域 

・ȶ地震ハΎーΡマップȷ͈読͙取ͤ 

想定地震͈関東平野北西縁断層帯地震(マグニチュ

ーΡ 8.1)̦発生した場合͉震度５強 

(2) 危機管理体制͈確立ͅ向けた取組 

ӱ地域͈実情を踏まえた学校危機管理計画作成͂児童，

教職員，保護者へ͈周知徹底 

 ・児童͈安全確保͈体制，学校安全計画，教職員͈役 

    割分担，情報連絡体制(防災無線͈活用方法)，避難 

    所(都幾川中学校)へ͈避難方法 

Ӳ危機管理体制͈確立 

 ア 危機管理マニュアル͈見直し͂確認 

 イ 想定さͦͥ危機へ͈対応策͈検討 

ӳ教職員研修ͥ͢ͅ危機管理意識͈高揚 

 ○合言葉 ˏ˯ȶSimple  Speed  Storyȷ 

 ア ̧̦͂わ町防災ガイΡブック研修会 

 イ ＤＶＤȶ土石流ͅ備え̀ȷ͈視聴 

 ウ アクティビティͥ͢ͅ児童へ͈的確̈́指示͂避難 

 誘導等危機管理͈共通理解，共通行動͈徹底 

 エ 自己評価シートͅ危機管理͈方策を記入  

 オ 避難経路検討会議及び実地研修  

 カ 炊̧出し体験 
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キ ＰＴＡ͂連携した心肺蘇生法研修会等 

 

 

 

 

Ӵ計画的̈́避難訓練(火災・地震・不審者侵入・ 

土石流等を想定)͂，全校児童͈体験活動 

 H.24年度：避難訓練ˏ回・起震車体験・ 

救助袋降下訓練 PTA研修ȶ池袋防災館見学ȷ 

H.25年度：避難訓練ˏ回・煙体験 

H.26年度：避難訓練ˏ回・粉消火器ͥ͢ͅ消火訓練 

H.27年度：避難訓練４回(地域͂合同ˎ回) 

起震車体験・救助袋降下訓練 

ӵȶ危険̥ͣ身を守ͥȷた͈͛児童へ͈指導 

ア 体育朝会̤ͅけͥ集団行動：規律あͥ態度 

イ 命を守ͥた͈͛水泳学習(意識付け) 

ウ 防災学習͈教科等̤ͅけͥ教育課程へ͈位置付け

͂計画的̈́実施͂評価 

・生活科，社会科，特別活動，総合的̈́学習͈時間 

エ 避難訓練̤ͅけͥ地域͈教育力を活用した指導 

 

 

 

 

(3) 危機発生時͈対応͈確認(クライシスマネジメント) 

○危機発生時͈対応͈シミュレーション͈実施 

ӱ危機発生͈状況͈把握 Ӳ校長͈指示͈͂͜役割分 

  担͈確実̈́実施 ӳ全教職員́情報を共有 Ӵ児童 

  へ͈対応͂ケア ӵ関係機関͈͂連携  Ӷ外部͈窓 

  口͈一本化 

○二次被害・二次災害͈防止  

ӱ保護者・地域へ͈迅速̈́説明 Ӳ危機対応を記録͈作 

 成(校務分掌組織͈活用) ӳ教育活動を再開すͥ。(再 

 開͈時期を検討) 

○危機対応後͈評価͂再発防止͈取組 

ӱ緊急時͈対応を評価・分析  

Ӳ危機災害時͈取組͈課題を明確化  

ӳ危機管理マニュアル͈見直し 

(4)家庭͈͂連携ȶ家庭͈͂協働体制͈確立ȷ 

ӱ年６回͈学校概要説明́取組͈説明 

Ӳ乾パン・̮飯等͈配布ͥ͢ͅ啓発 

ӳ引̧渡し訓練，家族́起震車体験͈取組 

(5) 地域͈͂連携ȶ地域͈絆́大切̈́命を守ͥȷ 

 ӱ西平自主防災組織͈設立 平成 26年 12月 

 ［組織］６地区区長，̧̦͂わ町第ˏ消防団長， 

 西平駐在所員，ＰＴＡ会長，萩ヶ丘小学校校長， 

 教頭，教務主任，安全教育主任 

 Ӳ学区内区長会ͥ͢ͅ情報交換 

 ӳ学校̺ͤͥ͢͢ͅ学校͈取組͈情報発信 

 Ӵ合同避難訓練・防災訓練 

 ӵ猟友会͈͂連携ͥ͢ͅ災害時͈無線連絡 

(6) 関係機関͈͂連携 

ӱ̧̦͂わ町総務課・建設課͈͂連携ͥ͢ͅ状況把握

͂危機管理体制͈整備(防災無線͈定期点検͂利用

研修) 

Ӳ消防署・警察署͈͂連携ͥ͢ͅ避難訓練͈実地指導，

災害時͈連絡事項・協力体制等 

(7) 危機管理体制͈評価 ｼｮｰﾄ･ﾛǞｸﾞ PDCA Ƽｲｸﾙ 

ӱ教職員ͥ͢ͅ評価͈実施 

ア 危機管理͈教職員体制͂機働力，目標͈達成 

イ 全教育活動を通̲̀防災教育͈成果͂課題 

ウ 家庭，地域，関係機関͈͂連携 

Ӳ児童ͥ͢ͅ自己評価 

・ȶ危険̥ͣ身を守ͥ方法ȷ͈理解͂行動 

ӳ外部評価͈実施 

・学校評議員，萩小͈未来を考えͥ会，第三者評価委 

 員ͥ͢ͅ評価͂分析 

６ 研究͈まとめ 

(1)成果 

ӱ教職員͉，様々̈́教職員研修を通し̀危機管理͈重

要性を理解し，協働体制́取ͤ組ͭ́いͥ。 

Ӳ家庭や地域͈協力を得̀防災訓練を実施すͥこ̦͂

̧́，危機管理へ͈意識̦高ま̽̀いͥ。 

(2)課題 

    予測̧́̈́い災害時͜ͅ迅速̥̾適切̈́対応̧̦́

ͥ教職員を育̀ͥ。 
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Ȭ研究領域ȭ    Ⅴ 教育課題 

第１１分科会    社会形成能力 

Ȭ研究課題ȭ  社会形成能力を育͚教育͈推進 

Ȭ視点ȭ 

① 社会に貢献する資質能力・態度を育成する教育活動͈創造 

                 提案者  越谷市立西方小学校長  片 平  秀 德 

 

１ ͉じめに 

近年͈産業・経済͈構造的̈́変化や雇用͈多様化・流動化を

背景͂し̀，就職・進学を問わ̴，児童生徒͈進路を̪͛ͥ環

境͉大̧く変化し̀いͥ。平成ˎˏ年ˍ月ͅ出さͦた中央教育

審議会答申ȶ今後͈学校̤ͅけͥキャςア教育・職業教育͈在

ͤ方̾ͅい̀ȷ͉́，ȶ社会的・職業的自立，学校̥ͣ社会・職

業へ͈円滑̈́移行ͅ必要̈́力を育成すͥこ̦͂求͛ͣͦ̀いͥ

こ͂を強く意識すͥ必要̦あͥȷ͂述べͣͦ，ȶ社会͈中́自分

͈役割を果たし̦̈́ͣ，自分ͣしい生̧方を実現し̀いく過程ȷ

͂し͈̀学校教育̤ͅい̀，社会的・職業的自立ͅ向け必要̈́

基盤͂̈́ͥ能力͂し̀，特ͅȶ人間関係形成・社会形成能力ȷ

͈育成̦重視さͦ̀いͥ。 

 ˎ 研究͈͇らい 

前述͈中央教育審議会答申͉́ȶ人間関係形成・社会形成能

力ȷ͉，多様̈́他者͈考えや立場を理解し，相手͈意見を聴い

̀自分͈考えを正確ͅ伝えͥこ̧̦͂́ͥ͂͂͜ͅ，自分͈置

̥ͦ̀いͥ状況を受け止͛，役割を果たし̾̾他者͂協力・協

働し̀社会ͅ参画し，今後͈社会を積極的ͅ形成すͥこ̦͂́

̧ͥ力́あͥ͂説明し̀いͥ。 

օ社会形成能力͈͂ͣえ方 

キャςア教育͈中ͅ位置付けͣͦ̀いͥȶ社会形成能力ȷ

͉，ȶ仕事ͅ就くこ͂ȷͅ焦点を当̀̀整理した能力͈一部

͂し̀示さͦ̀い̦ͥ，本提案͉́ȶ自分͈役割を果たし̾

̾，他者͂協力し̀社会͈様々̈́活動ͅ参画し，今後͈社会

を積極的ͅ形成し̀いこう͂すͥ力ȷ͂し̀͂ͣえ今回͈研

究を進͛̀いͥ。 

ֆ埼玉県教育振興基本計画̤ͅけͥ位置̿け 

今後͈重要課題  ˏ 社会的ͅ自立すͥ力͈育成͈中́ȶ子

供たちͅ社会的自立͈基盤͂̈́ͥ自己肯定感や規範意識をし

̥̽ͤ͂͜たせ，働くこ͂へ͈関心や意欲を高͛̀，進路意

識͂学習͈͂結び付̧を強͛ͥこ̦͂大切́あͥ。そ͈た͛

͉ͅ，子供たち̦，学校͈́学習や諸活動ͅ頑極的ͅ取ͤ組

͚こ͂を通し̀，人͈͂関わ͈ͤ中́自分͈価値を見い̺し， 

 

働くこ͂̾ͅい̀し̥̽ͤ͂した認識を̀ͥ͜͢う，学校̦

家庭や地域･企業͂連携し̀教育を進͛̀いく必要̦あͥ。ȷ

͂述べͣͦ，基本目標ˍȶ確̥̈́学力͂自立すͥ力͈育成ȷ

͈施策ȶキャςア教育・職業教育͈推進ȷ͈主̈́取組́あͥ

ȶ小・中学校，高等学校̤ͅけͥ組織的・系統的̈́キャςア

教育͈充実ȷ̦̾̈́̽̀ͅいͥ。 

 և越谷市͈取組͂地域͈児童͈実態 

  越谷市教育振興基本計画ȶい̧い̧͂夢ͅ向̥̽̀輝く越

谷教育プランȷ͈中́͜，社会形成能力͈育成͈重要性̾ͅ

い̀述べͣͦͥ͂͂͜ͅ，特ͅ，本市͉́，夢ͅ向̥̽̀粘

ͤ強く学ぶ子供たちを育成すͥた͛ͅ，本年度̥͉ͣ小中一

貫教育を最重点課題ͅすͥ͂͂͜ͅ，学校・家庭・地域͈連

携を一層強化し，地域ͅ根̰した特色あͥ教育活動͈展開を

推進し̀いͥ。越谷市南ブロック内͉ͅ鉄道４駅̦あͤ，商

業・住宅地͂し̀発展し，集合住宅ͅ住͚家庭や兄弟͈少̈́

い家庭̦増え，教育ͅ対し̀熱心̈́保護者̦多く，習い事や

塾ͅ通う児童や放課後͉少人数́遊̺ͭͤ，室内́過̮した

ͤすͥ児童̦多い͂いう特色̦あͥ。南ブロック小学校９校

共同́実施した社会形成能力ͅ関すͥ調査結果͉́ȶ積極的

ͅ話し合いͅ参加すͥȷ͂ȶ地域͈活動ͅ参加し̀いͥȷͅ

対すͥ肯定感ͅ課題̦残̽̀いͥ。  

ֈ社会形成能力͈育成͂校長͈役割 

以上͈こ͂を受け，学校͉，子供たちͅ社会形成能力͈中

́社会ͅ貢献すͥ資質能力・態度͈基礎・基本を育成すͥた

͛ͅ，子供一人一人̦考え行動すͥプロセスを重視し，地域

͈特色を生̥した体験的̈́学習活動を積極的ͅ取ͤ入ͦ̀い

く必要̦あͥ。  

また，体験的̈́学習活動を教育課程ͅ位置付け，子供一人

一人̦多様̈́地域͈様子ͅ触ͦ，そ͈地域́自分̧͈́ͥこ

͂や地域͈人̦担う役割を理解すͥこ͂ͤ͢ͅ，社会͈一員

͂し͈̀自覚や自発性͈萌芽を身ͅ付けさせͥこ̦͂大切ͅ

̈́ͥ。  

特ͅ校長͂し̀，多様̈́考えや立場を理解し，コミュニケ
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ーション能力を高͛ͥ学習活動を展開すͥ中́，地域・関係

機関・諸団体等͂連携した主体的ͅ探究̧́ͥ地域教材͈作

成や効果的̈́外部指導者͈活用を位置̿けͥ教育課程͈構

成・実践ͅςーダーシップを果たさ̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い。 

そし̀，教職員̦，教育͈専門家͂し͈̀力量を身ͅ付け，

学校͈教育力を向上させͥ中́，社会ͅ貢献すͥ資質能力・

態度を育成すͥ指導技術͈向上̬̾̈́̀ͅい̧たい。 

３ 研究の方法 

 օ研究テーマ 

多様̈́考えや立場を理解し，コミュニケーション能力を高

͛ͥ学習活動͈創造 

ֆ研究͈手立  ̀

ӱ社会形成能力ͅ重点を置いた教育課程͈編成 

 ・学校経営方針・教育計画̤ͅけͥ明確化 

・指導計画͈改善͂見直しȪ児童͈実態ͅ合わせ焦点化し 

た言語活動͈展開ȫ 

  ・教科等͂体験活動͈連携͈工夫Ȫ体験活動͈見直し͂体

系化ȫ 

  ・小・中学校͈教育課程̤ͅけͥ連続性・系統性͈研究Ȫ小

中一貫教育͈視点ȫ 

Ӳ地域͈人々͈͂体験活動͈充実 

・学校や地域͈実態ͅ応̲た活動͈見直し 

・活動計画̤ͅけͥ，連携ͅ関わͥ人͈͂コミュニケーシ

ョン能力を高͛ͥ場͈構成 

 ː 研究͈概要 

օ越谷市立南越谷小学校͈実践 

ӱスクールプラン͈見直し・改訂 

 平成ˎ˓年度ͅ向け̀南越谷小͉́スクールプランを全面

的ͅ見直し改訂を行̽た。そ͈中́，頭文字を͂̽たȶ̴͙

̥ͣ学び，̥̈́͢く活動，̨͙̈́ͥ力ȷ͂わ̥ͤやすく学校

教育目標を伝えͥȶ͙͙͈̈́教育ȷͅ社会形成能力͈言葉͉

出̀こ̈́い͈͈͜，随所ͅ社会ͅ貢献すͥ資質能力・態度̦

位置付けͣͦ̀いͥ。また，家庭・地域͈͂連携͉，学校を

支えͥ大̧̈́柱͂̈́̽̀いͥ。 

Ӳ指導計画͈改善͂見直しȪ児童͈実態ͅ合わせ焦点化した 

言語活動͈展開ȫ 

平成ˍ˓年度̥ͣ，問題解決的̈́学習を中心ͅした算数科

͈研究を深̧͛̀た。そ͈研究実践を通し，ȶ話し合うȷ場

面͈児童͈具体的̈́姿͂手立̦̀課題͂̈́̽た。こ͈こ̥͂

ͣ児童͈ȶ話し合いͅ対すͥ積極性͈育成ȷ̾ͅい̀算数科

͈各学習過程͈確実̈́押さえを̽̀͜，話し合うこ͂へ͈自

信を͜たせͥ取組͈実践を展開した。 

 ӳ体験活動͈見直し͂授業実践 

  加盟し̀ˎ４年目を迎えた青少年赤十字活動͈目指す行動

目標͂南越谷小͈目指す児童像͈ȶͤ͢͢く生̧ͥ豊̥̈́心

を育成すͥȷ̦合致すͥた͛，体験活動͈中́特ͅ福祉教育

͈充実を積極的ͅ進͛た。 

また，自然体験͂地域͈͂交流不足̾ͅい͉̀，隣接すͥ

地区センターや地域͈方々͂連携し，指導計画を整理・統合

した。そ͈成果͂し̀平成ˎ６年ˍˍ月ͅ埼玉県生活科・総

合的̈́学習͈時間教育研究会主催͈授業研究会̤ͅい̀，地

域́活動し̀いͥ人たち͈思いや願いを感̲取ͣせ，地域ͅ

関心・親し ･͙愛情を͜たせͥこ͂を͇ͣいͅ授業を公開した。 

ֆ越谷市立西方小学校͈実践 

ӱ小中一貫教育͂社会形成能力͈育成 

 小中一貫型教育͈意義͉，９年間͈発達を見据え，必要̈́

時期ͅ必要̈́体験を重͇させ̀いく͂いう視点ͅ立̽̀指導

すͥ体制を作ͥこ̦͂大切̺͂いわͦ̀いͥ。そこ́本年度

̥ͣȶ学校͈力ȷȶ家庭͈力ȷȶ地域͈力ȷを結集し，夢ͅ向

̥̽̀輝く子͈育成ͅ向け，研究を開始し̀いͥ。 

Ӳ地域͈̾͜特色を生̥した連携͈推進 

 ȶ地域͂͂͜ͅ歩͚西方͈教育ȷȶ地域͉子供̦育̾キャン

パスȷ͉，本校͈大̧̈́特色́あͤ，特ͅ，本年度，地域͈

自治会等͂連携し実施すͥ太陽光パネル・バッテςー設置工

事や本校̦所在すͥ西方自治会ͅ所属すͥ企業̦構成すͥ法

人会͂連携した学校支援活動等͉，地域教材や外部指導者͈

活用ͅ大̧̈́効果̦期待̧́ͥ。 

 ˑ 研究͈成果と今後͈課題 

埼玉県教育振興基本計画̤ͅけͥȶ一人一人を確実ͅ伸͊す

教育͈推進ȷ͉́，指標͂し̀ȶ将来͈夢や目標を̽̀͜いͥ

͂回答した児童生徒͈割合ȷを小学校６年生́ 95.0%以上͂設

定し̀いͥ。南ブロック小学校９校共同́実施した最新͈調査

結果͉́，̽̀͜いͥ77.2％ ぼͭやͤ͂̽̀͜いͥ15.4％́

目標値ͅ到達し̀い̈́い。児童̦，夢や目標を̀ͥ͜͢うͅ，

今後͂͜取ͤ組͚べ̧課題͜多い。 

また，大相模中学校 大相模小学校，ＰＴＡや地域͈͂連携

を強͛，地域ͅ根付いた教育活動を展開したい͂考え̀いͥ。 

参照 キャςア教育͈更̈́ͥ充実͈た͛  ͅ

   平成ˎˏ年ˎ月文部科学省国立教育政策研究所 
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１ 研究͈͇らい 

 子̓͜たちを取ͤ巻く生活環境͉́多様̈́集団̦形成

さͦ̀いͥ。朝͉通学班́登校し，教室͉́生活班や係・

当番͈́活動を行い，休͙時間͉仲良しグループ͈́遊び

等ˍ日を通し̀様々̈́他者͈͂関わ͈ͤ中́生活し̀い

ͥ。そͭ̈́中́自己主張̦強い͂トラブル͂̈́ͥこ͂͜多

く，̥ ͂い̽̀従̥͉̽̀͊ͤ́，楽しさ͉得ͣͦ̈́いこ

͂を子̓͜たち͉学ͭ́いく。͢ ͤ͢い生活を送ͥた͛ͅ

͉，他者͈意見を聴̧，考えや立場を理解し，認͛ͥ͂͂

͜ͅ自分͈考えを正確ͅ伝えͥこ̦͂大切͂̈́̽̀くͥ。

まさͅ今，学校教育͉́自分͈立場や状況を把握し，役割

を果たし̾̾他者͂協働し̀いく力ȶ社会形成能力ȷを育

͚こ̦͂求̧͛ͣͦ̀̀いͥ。 

以下，本校̤ͅけͥ社会形成能力͈育成ͅ向けた取組を

提案し̀いく͈́͜あͥ。 

 

ˎ 地域と学校͈概要 

 本校͉開校４ˏ年目。４年前ͅ耐震化ͅ合わせ大規模改

修を行いほぼ新築同様͈機能的̈́学校́あͥ。学区͉北本

駅̥ͣ西側ͅ広̦ͤ，市役所・文化センター・児童館そし

̀住宅地͂̈́̽̀いͥ。児童数͉，６ˏˍ名ˎˏ学級 

Ȫ特別支援学級ˎȫ 

市内́最͜大̧く 

近年児童数ͅ大̧ 

̈́変化͉͙ͣͦ̈́ 

い。 

 

こ͈地域͉住民ͥ͢ͅ自治活動̦盛ͭ́組織的ͅ様々

̈́活動ͅ取ͤ組ͭ́いͥ。そ͈中心͂̈́̽̀いͥ方々͉開

校当時͈保護者̦多いた͛，特ͅ学校へ͈協力や支援̈́̓

関わ̦ͤ͂̀͜深い͈͂̈́̽̀͜いͥ。学校͈地域活動室

͉ͅ毎日ˎ名͈ふͦあい推進委員さ̦ͭ常駐し̤̀ͤ，地

域活動室を活用すͥ団体͈世話や校内巡視をし̀いͥ。 

 

 

 

午後͉放課後子̓͜教室͈指導員͂し̀引̧続̧活動し

̀いͥ。また，学習やクラブ活動͈支援を͉̲͛，花壇͈

除草・整備，樹木剪定，そし̀図書͈修繕や掲示物͈作成

̈́̓４ˌ人を越えͥ西小サポーターさ̦ͭ定期的ͅ活動

し̀いͥ。まさͅ地域͂密接̈́学校́あͥ。 

 

３ 研究͈概要 

(1)キャリア教育͈全体指導計画 

 本校͉́社会形成能力を育͚た͛キャςア教育͈全体

指導計画を基ͅ推進し̀いͥ。 

ӱキャςア教育推進目標 

 ・自己理解，他者理解を深͛ͥ。 

 ・学校，家庭，地域͈͂連携を深͛，体験活動を通し 

  ̀，望ましい職業観，倫理観を育̀ͥ。 

 ・進路情報͈理解，活用を図ͤ，主体的ͅ進路選択̦ 

  ̧́ͥ態度や資質能力を育̀ͥ。 

Ӳ発達段階̤ͅけͥ系統的̈́重点目標 

 ４͈̾キャςア教育͈視点̥ͣ，低中高学年̮͂ͅ発達 

͈特性を踏まえ，そ̸ͦͦを系統的ͅ結び̾けた重点目標 

を設定し̀いͥ。Ȫ一部抜粋ȫ 

低学年…あいさ̾や返事̦し̧̥̽ͤ́，友達͂仲良くす 

    ͥこ̧̦͂́ͥ。 

中学年…自分及び友達͈͢い͂こͧを認͛協力し̀学校

生活を充実させ͢う͂すͥ。 

高学年…自分͈͢さͅ気付̧，自分ͣしさを発揮し，学校 

    生活を充実させͥこ̧̦͂́ͥ。 

ӳキャςア教育年間指導計画 

 年間を通̲̀，各学年̤ͅけͥ学級活動や教科指導，ま 

た学校行事や地域関連̈́̓キャςア教育ͅ関すͥ指導内 

容を網羅した指導計画ͅ沿̽̀展開を図̽̀いͥ。 

 

(2)児童会活動͈́実践 

 本校͈児童会組織͉企画委員会Ȫ児童会執行部ȫを中心

͂し̀代表委員会や委員会活動，児童集会を行̽̀いͥ。 

 

Ȭ研究領域ȭ  Ⅴ 教育課題 

第１１分科会  社会形成能力 

Ȭ研究課題ȭ  社会形成能力を育͚教育͈推進 

Ȭ視点ȭ 

② 豊か̈́未来͈実現に貢献する力を育͚キャリア教育͈推進 

                   提案者  北本市立西小学校長  靍 間  和 男 
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特ͅ委員会活動͉́５・６年͈児童̦ˍˍ委員会ͅ属し

学校生活をͤ͢͢くすͥた 

͈͛自治的活動を行̽̀い 

ͥ。４月͉ͅ全校児童対象 

ͅ自分たち͈仕事や協力を 

願うこ͂̈́̓を伝えͥ集会 

を実施した。 

 

(3)学校行事・授業等͈́実践 

ӱゆ̴͉ͤ集会 

 土曜日͈学校公開時ͅˎ～６年ま͈́各学級̦催し物

を行う集会́あͥ。児童͉前後半ͅ分̥ͦ，運営時͉ͅ役

割分担ͅ沿い主体的ͅ運営し，遊び参加時͉ͅ自ͣ行動す

ͥ集会́あͥ。楽し͙̦̈́ͣ社会性を育̀ͥ͢い機会͂̈́

̽̀いͥ。 

Ӳ各種ςサイクル活動 

 本校͉́給食牛乳パック・ペッ

トボトルキャップ・アルミ缶を集

͛，業者ͅ回収し̀いた̺い̀い

ͥ。準備や回収活動，整理等主体

的ͅ児童̦運営を行̽̀いͥ。 

ӳボランティア活動 

 本校͉桜等͈樹木̦多く，春͉ͅ花弁，秋͉ͅ落ち葉̦

多い。時期̈́ͥ͂ͅ高学年主体́登校後͈ボランティア清

掃活動を行̽̀いͥ。また，職員͂児童̦協力し̀各種募

金活動͜行̽̀いͥ。 

(4)小中連携交流事業͈́実践 

 北本市͉́市全体́学校４・ˏ・ˎ制を推進し̀いͥ。

本校͉́北本中学校区͈南小͂͂͜ͅ各種連携事業ͅ取

ͤ組ͭ́いͥ。そ͈中́特ͅ社会形成能力͈育成ͅ関わͥ

͈͜を紹介すͥ。 

ӱ合同挨拶運動 

 中学生̦本校͈校門ͅ 

立ち児童会͂一緒ͅ登校 

し̀くͥ児童ͅ挨拶を呼 

び掛け̀いͥ。また，逆 

ͅ小学生̦中学校͈門ͅ立̾挨拶運動͜行̽̀いͥ。小学

生͂̽̀ͅ中学生͈毅然͂した態度ͅ憧ͦをい̧̺，中学

生͉そ͈こ͂を自覚すͥこ͂́良い生活態度͂̈́̽̀い

ͥ。 

Ӳ部活動体験 

 ６年生͂̽̀ͅ中学校͈部活動͉͂̀͜関心̦高い。部

͈種類や活動すͥ内容͉͜ちͧͭ先輩͈͂関係͜ͅ不安

͂期待を̽̀͜いͥ。そこ́部活動̾ͅい̀説明を受け，

自ͣ選択し̀体験的ͅ活動す͈ͥ́͜あͥ。わ̴̥̈́時間

͉́あ̦ͥ，小学校͉́得ͣͦ̈́い体験ͤ͢ͅ,子̓͜た

ち͈社会性を大̧く育̀̀いͥ。  

ӳˏ校合同サミット 

 本校͂南小͈児童会及び北本中͈生徒会͈役員̦統一

議題ͅ向け話合いを行う͈́͜あͥ。他校͈͂話合い͉，

学校͈代表者͂し͈̀自覚や責任感を大̧く育̀ͥ͂͂

͜ͅ，今後͈児童会役員͂し͈̀原動力̦̾̈́̽̀ͅいく。 

 

(5)地域連携事業͈́実践 

ӱͧ͢しく集会・あ̦ͤ͂う集会 

 本校͉́ȶふͦあい推進委員ȷȶ西小サポーターȷ͈活

動̦特色͂̈́̽̀いͥ。４月͉ͅそ̸͈ͦͦ方々͈͂顔合

わせや紹介͈集会を開̧，ˏ 月͉ͅ支援いた̺いた感謝͈

気持ちを表すあ̦ͤ͂う集会を行̽̀いͥ。互いͅ声を掛

け合̽たͤ触ͦ合̽たͤし̦̈́ͣ地域͈̦͂̾̈́ͤを深

͛̀いͥ。 

Ӳ地域͈̾̓いへ͈参加 

 コミュニティ主催 ȶ͈地域͈̾̓いȷͅ 鼓笛隊やバトン

クラブ̦参加し̀いͥ。地域͂触ͦ合うこ͂́社会形成能

力͈育成͈一助͂̈́̽̀いͥ。 

 

ː 研究͈まとめ 

 社会形成能力͉今後͈社会を̾くͥ基盤͂̈́ͥ力́あ

ͥ。そ͉ͦ学校教育̺け́̈́く，家庭教育や社会教育͜合

わさ̽̀取ͤ組͚こ̦͂大切́あͥ。ま̴͉学校̦推進し，

そし̀情報を発信し̀い̧たい。 

児童会活動 

 ―目 標― 

・児童会活動を通し̀，望ましい人間関係を形成し，
集団͈一員͂し̀ͤ͢͢い学校生活̿くͤͅ参画
し，協力し̀諸問題を解決し͢う͂すͥ自主的，実
践的̈́態度を育̀ͥ。 

 学校͈全児童を̽̀͜組織すͥ児童会̤ͅい̀学
校生活͈充実͂向上を図ͥ活動を行うこ͂。 

Ȫˍȫ児童会͈計画や運営 

Ȫˎȫ異年齢集団ͥ͢ͅ交流 

Ȫˏȫ学校行事へ͈協力 

Ȭ指導͈方針ȭ 

・ͤ͢͢い学校生活を主体的ͅ築くた͈͛話合い活
動や集団へ͈寄与̈́̓自治的能力͈育成を重視す
ͥ。 
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１ ͉じめに 

 埼玉県͉́共生社会͈形成を目指し，ȶ共生社会を支え

ͥ特別支援教育推進事業ȷを展開し̀いͥ。そ͈目的͉，

障害͈あͥ子̓͂͜障害͈̈́い子̦̓͜共ͅ学ぶこ͂を

追求すͥ͂͂͜ͅ，一人一人͈教育的ニーΒͅ応̲た多様

̈́学び͈場を整備し学習環境͈整備・推進を図ͥこ͂́あ

ͥ͂さͦ̀いͥ。 

一方́，通常学級̤ͅけͥ発達障害͈可能性̦あͥ児童

生徒͈割合͉，国͈調査́６.５％ȪＨˎ４ȫ，県͈調査

́ˍˌ.˓％ȪＨˎ５ȫ͂さͦ，今や͈̓学級͜ͅ発達障

害児͉在籍し̀いͥこ͂を前提͂した指導̦求͛ͣͦ̀

いͥ。   

共生社会を実現させͥた͉͛ͅ，子̓͜一人一人͈自立

を目指した特別支援教育̦重要́あͥ͂考えͥ。 

ˎ 本校͈概要 

 本校͉，明治６年ͅ増林村͈林泉寺ͅ仮設さͦた͈̦始

まͤ͂さͦ，歴史͂伝統͈あͥ学校́あͥ。児童数͉，昭

和ˏˌ年代ͅ最多͈８５ˌ名ほ̓を数えた̦，そ͈後減少

ͅ転̲̀現在͉ˍ９９名́あͥ。 

特別支援学級͉，昭和５９年以降設置さͦ̀い̥̈́̽た

̦，平成ˎ６年度ͅ自閉・情緒を対象͂すͥȶ͌まわͤ学

級ȷ̦ 設置さͦた。現在͉通常学級８͂特別支援学級ˍ͈

合計９学級編制͂̈́̽̀いͥ。 

３ 本校͈特別支援教育͈͇らい 

○児童一人一人͈思いや願い͈実現ͅ向け，全教職員

̦一丸͂̈́̽̀指導・支援ͅ努͛ͥ。 

○通常学級ͅ在籍すͥ特別̈́支援を要すͥ児童͈把握

ͅ努͛，そ͈特性ͅ合̽た指導・支援を全教職員͈

共通理解・共通行動͈͂͜ͅ推進すͥ。 

○発達障害ͅ対すͥ正しい知識・理解͈向上を図ͤ，

指導力͈向上を図ͥ。 

ː ͇らい達成͈ため͈主̈́取組 

○特別支援教育コーディネーター͈ςーダーシップ͈

͂͜，以下̾ͅい̀重点的ͅ取ͤ組͚。 

Ȫˍȫ児童͈障害や状況等͈把握ͅ努͛，児童一人一

人ͅ合̽た指導方法や指導内容͈工夫を，組織

的・計画的ͅ行う。 

Ȫˎȫ支援学級・通常学級を問わ̴，支援͈対象͂̈́

ͥ児童͈ȶ個別͈教育支援計画ȷ及びȶ個別͈指

導計画ȷ͈作成͂全職員ͥ͢ͅ支援͈推進を図ͥ。 

    そ͈た͛ͅ，今年度ͤ͢内容を見直したȶ就学支

援委員会・教育相談会議ȷを学期ͅˎ回開く。メン

バー͉管理職，特別支援コーディネーター，教育相

談主任，対象児童͈担任͂し，特別ͅ支援͈必要̦

あͥ児童͈実態を把握し，状況͈共通理解を図ͤ，

組織͂し͈̀対応策を話し合う。 

Ȫˏȫ発達障害ͅ対すͥ正しい理解を図ͤ，適切̈́支

援̪̾̈́ͅ研修会を開催すͥ。 

    越谷市教育センター͈͂連携ͥ͢ͅȶ発達支

援訪問ȷを充実させͥた͛，対象児童͈抽出や

事前͈計画，事例集͛やグループ協議͈計画ͅ

十分̈́時間を確保すͥ。 

ˑ 取組͈概要 

Ȫˍȫ特別支援学級ȶ͌まわͤ学級ȷ̤ͅけͥ取組 

・自閉・情緒障害児学級 ˍクラス 

児童数 ４名 

 Ȫˎ年女子 ˏ名，６年男子 ˍ名ȫ 

ӱ児童一人一人͈障害状況͈把握͂個別͈指導計画

作成 

 ・ 年度当初，保護者 ȶͅ個別͈指導計画作成͈た͛ 

    ͈ 資料ȷを書い̀いた̧̺，担任̦児童͈生活環 

    境，成育歴，保護者͈願い等を把握し，個別͈指

Ȭ研究領域ȭ   Ⅴ 教育課題 

第１ˎ分科会  自立と共生 

Ȭ研究課題ȭ  自立と共生を図り実践的態度を育͚教育͈推進 

Ȭ視点ȭ 

① 子͈̓͜自立を図る特別支援教育͈推進 

           提案者  越谷市立増林小学校長  岡 安  一 雄 
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導計画を作成すͥ。そ͈後完成した指導計画を保護

者ͅ提示し，共通理解を図ͥ。 

Ӳ教科別教育課程͈編成 

・国語，算数，音楽，図工，体育͈教科別年間指

導計画͂領域・教科を合わせた学習計画，総合

的̈́学習͈時間͈学習計画を作成すͥ。 

ӳ交流学習 

・児童͈実態や発達状態，保護者͈願い等を考慮

し，教科や交流内容を検討し実施すͥ。楽器͈

演奏等́戸惑̽̀いͥ場合͉，支援学級̤ͅい

̀個別指導をすͥ̈́̓し̀支援すͥ。 

Ӵ交流給食 

・児童同士͈交流͂理解を深͛ͥこ͂を目的ͅ，

そ̸͈ͦͦ交流学級͈児童͂共ͅ給食を食べ

ͥ。また，交流学級͈児童を数人̴̾支援学級

ͅ招待し̀給食を食べ，相互͈交流を深͛ͥ。 

ӵ体験学習 

・野菜͈栽培体験Ȫ通年ȫͤ͢ͅ，勤労͈大切さ，

自然͈尊さを感̲させͥ。そ͈際，随時観察記

録を̾けͥこ͂ͤ͢ͅ野菜͈生長を実感させ

ͥ。五感を使̲̽̀̽くͤ観察させͥ͂͂͜ͅ，

絵や文́ま͂͛させͥ。また，野菜を収穫すͥ

喜びを味わい̦̈́ͣ，調理実習͈計画を立̀ͥ。

実習͈配慮事項͂し͉̀，作業を分担せ̴ͅ各

自ͅ全工程を体験させͥこ͂́，自立すͥ力を

養う。 

Ȫˎȫ通常学級̤ͅけͥ取組 

ӱξニバーサルデΎインを意識した授業や学習環境

̿くͤ 

・興味͈̀ͥ͜題材，教材を工夫し，̾ま̴̧へ

͈効果的̈́指導，支援を行う。 

 ・操作̦簡単̈́補助教材を活用すͥ。 

       ・学習ͅ集中させͥた͛，色チョーク等を活用す 

         ͥ。 

       ・繰ͤ返し声̥けをすͥ̈́̓，個別ͅ対応すべ̧ 

         点を配慮し，工夫すͥ。 

 ・言葉͈指示ͤ͢͜，板書͈̈́̓視覚的̈́指示͢ͅ

ͤ児童͈理解を援助すͥ。 

 ・机上ͅ学習活動ͅ不必要͈̈́͜を置̥̈́い。 

 ・絵や図・写真，ＩＣＴを活用した授業を推進する。 

Ӳ児童理解 

ア 生徒指導委員会 

・毎月，生徒指導ͅ関すͥ児童͈情報交換，対応へ

͈共通理解，共通行動を確認すͥ。 

イ 支援籍交流事業 

・毎年，県立越谷特別支援学校在籍児童͂本校͈児 

  童͈͂交流活動を実施すͥ。本校͈児童͉，担任 

 ̥͈ͣ事前・事後指導，交流活動を̤͂し，障害 

 ͈あͥ児童͈͂心͈交流を深͛̀いく。 

Ȫˏȫ関係機関͈͂連携 

ӱȶ発達支援訪問指導ȷ͈́越谷市教育センター͂

͈連携 

Ӳ支援籍交流事業や研修会͈́特別支援学校͂

͈連携 

６ まとめ 

子͈̓͜自立を図ͥ特別支援教育を推進すͥた͉͛ͅ，

校長͈ςーダーシップ͈͂͜，特別支援学級͈経営を充実

させͥ͂同時ͅ，全教職員̦発達障害等ͅ関すͥ正しい理

解を͂͜ͅ指導力を向上させ̈́けͦ͊̈́ͣ̈́い。今後͂͜

関係機関͈͂連携をͤ͢強͛，組織的̈́指導ͅ取ͤ組ͭ́

い̧たい。 
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１ ͉じめに 

 本県教育委員会教育長͈関根郁夫氏͉，ȶ人͉，自分͈

内部，あͥい͉ＤＮＡͅ将来͈可能性̦埋ま̽̀いͥ͂考

え͈͉ͥ早計́す。他者͂出会い，人͂人͈͂交流を深͛

̀いく中́，創造̦あͤ，価値̦生ま͈ͦͥ́す。ȷȪ県教

委̺ͤ͢№684ȫ͂，人͂心を結ͭ́学ぶこ͈͂重要性ͅ

̾い̀述べ̀いͥ。ȶ生̧ͥ力を育̀絆を深͛ͥ埼玉教育ȷ

͈目指す͂こ͈ͧ一͈̾姿́あͥ。 

 環境教育等͈横断的総合的̈́内容を扱う学習͉，そͦ自

体̦，主体的̈́学習態度や，実践的ͅ解決し͢う͂すͥ姿

を要求す͈ͥ́͜あͥ。また，課題͈大̧さ̥ͣ͜，一人

͈力́解決̧͈͉́ͥ́̈́͜く，周囲͈人͈̥̥͂わ̦ͤ

不可欠͂̈́ͥ。こ͈ͦͣ学習活動を可能ͅす͈͉ͥ，家庭，

地域，関係機関͈͂連携́あͤ，学校̦拠点͂̈́̽̀展開

し̀いくこ̦͂必要́あͥ。 

ˎ 本校͈概要 

 本校͉，所沢市西部ͅ位置し̀いͥ。こ͈地域ͅ古く̥

ͣあͥ三ヶ島小学校͈児童数増加ͅ伴い，昭和５ˍ年ͅ新

設さͦた͈̦本校́あͥ。入間市̥ͣ続く茶畑͈広̦ͥ田

園地域͂，西武池袋線狭山ヶ丘駅̥ͣ続く商店街を中心͂

した住宅地域͈二͈̾対照的̈́地域̦学区ͅあͥ。 

３ 学校経営における環境教育等͈位置づけ 

 本校͉，ȶ林小̦大好̧！日本一͈学校！ȷ͂思えͥ学

校͈実現を目指し̀いͥ。そし̀，そ͈具現化͈た͛ ȶͅ地

域ͅ根̰した教育活動ȷを本年度͈重点͈一̾͂し̀いͥ。 

環境教育等̾ͅい̀͜同様́あͥ。全教育活動を̤͂し

̀，特ͅȶ総合的̈́学習͈時間ȷを中心͂した学習活動͈

中́，地域を教材͂し̀学び，地域͈人々̥̥͂わͥ中́

教育活動を展開し̀いく。そ͈中́，主体的ͅ気付̧，考 

 

え，行動すͥ実践力を育ͭ́いͥ。 

ː 実践的態度を育͚環境教育等を推進̱̀いくた

め͈課題 

 実践的態度を育͚環境教育等を推進し̀いくた͈͛課

題͂し͉̀，次͈点̦あ̬ͣͦͥ。 

Ȫˍȫ教職員͈意識改革 

Ȫˎȫ地域͈特色を活̥した教育活動͈工夫 

Ȫˏȫ地域͈特色を教育資源͂し̀開発すͥ工夫 

ˑ 課題解決に向けた本校͈取組 

Ȫˍȫȶ教職員͈意識改革ȷͅ対すͥ取組 

 ӱ環境教育等͈意義を再認識すͥ 

  国語科や算数科͈内容͈確実̈́習得ͅ多く͈時間を

要すͥ児童͈実態や，ȶ総合的̈́学習͈時間ȷを中心͂

した環境教育等を豊̥̈́活動͂すͥた͉͛ͅ，周到̈́準

備や関係機関͈͂連絡調整̦必要̈́こ͂等̥ͣ，活動を

簡略化したͤ児童͈考えを引̧出す作業を̤ͧそ̥ͅ

したͤすͥ傾向̦͙ͣͦた。 

 そこ́，環境教育等現代的̈́課題͉，主体的̈́実践

力を育̀ͥ格好͈学習́あͥこ͂や，ȶ総合的̈́学習͈

時間ȷ͈意義を再認識すべく，研修を行̽たͤ校長̦

指導したͤし̀いͥ。  

②教職員対象フィールドワーク等研修の実施 

 環境教育等͈重要性̾ͅい͈̀教職員͈意識を高͛

体験学習͈有用性を実感すͥた͛ͅ，地域͈自然環境

や施設環境を実際ͅ体験すͥフィールΡワーク等͈研

修を実施すͥ。 

Ȫˎȫȶ地域͈特色を活̥した教育活動͈工夫ȷͅ対すͥ

取組 

ӱȶ総合的̈́学習͈時間ȷを４年間́構成すͥ 

Ȭ研究領域ȭ    Ⅴ 教育課題 

第１ˎ分科会   自立と共生 

Ȭ研究課題ȭ  自立と共生を図り実践的態度を育͚教育͈推進 

Ȭ視点ȭ 

② 心結ぶ未来社会͈実現に向けた環境教育等͈推進 

                  提案者  所沢市立林小学校長  黒 田  嘉 信 
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  本校͈環境教育等͈中核を成し̀い ȶͥ総合的̈́学習

͈時間ȷ͉，地域͈教材化ͅ重点を置い̀いͥ。 

  各学年͈テーマ͉，ˏ年生ȶ地域ȷ４年生ȶ福祉ȷ５

年生ȶ環境ȷ６年生ȶ地域ȷ͂̈́̽̀いͥ。４年間を，

林小学校͈周辺地域̾ͅい̀ȶ知ͥȷ⇒ȶ探究すͥȷ⇒

ȶ発信すͥȷ͈ 大̧̈́流̦ͦ貫い̀いͥ。林小学校周辺

͈地域̾ͅい͈̀理解̦ͤ͢深まͤ，実践的̈́態度̦͢

ͤ育まͦͥ͢う地域͈資源を活用し̀いͥ。 

Ӳ地域資源͈計画的̈́有効活用を図ͥ 

 地域資源͈活用̾ͅい͉̀，以下をベース͂し̀い

ͥ。 

 ˍ年生͉，ȶ林神社ȷを訪問すͥ。林神社を中心͂す

ͥ地域͈自然͈豊̥さ͂地域͈人たち͈心͈中ͅ生̧

ͥ文化遺産͂し͈̀林神社を初͛̀意識すͥ機会͂̈́

̽̀いͥ。ˎ 年生͉，ȶ地域͈雑木林ȷ͈ 中́活動すͥ。

虫捕ͤや花摘͙̈́̓を通し̀地域͈自然͈豊̥さを実

感すͥ。 

ˏ年生͉ȶ林神社͈̤囃子ȷ́あͥ。林神社囃子連

̦ゲストティチャー͂̈́ͥ。児童͂̽̀ͅ，自分̦地

域文化͈恩恵͈受け手́あͥ͂͂͜ͅ，そ͈担い手́

͜あͥこ͂を，初͛̀具体的̈́形́意識すͥ瞬間́あ

ͥ。４年生͉，ȶ老人介護施設ȷ́あͥ。本校͈あͥ三

ヶ島地域͉，所沢市内́͜有数͈高齢者率͈高い地域

́あͥ。児童͈生活͈中́͜，高齢者͂ふͦあう可能

性͉高い。歩い̀ˍˌ分程度͈所ͅあͥ高齢者施設͉，

くͤ返し訪問̧́，関係性を深͛ͥこ̧͈͂́ͥ格好

͈施設́あͥ。訪問̦繰ͤ返さͦͥ中́，福祉̾ͅい

͈̀，通ͤ一遍͈理解̦本当͈理解ͅ深まͥこ͂͜期

待̧́ͥ。５年生͉，ȶ地域全体͈環境ȷͅ 目を向けͥ。

豊̥̺͂思̽̀いた地域͈環境̦，思い͈ほ̸̥̰ͭ

いͅさͦ̀いͥこ͂を知ͤ，何̥をし̈́けͦ͊͂いう

気持ち̦生まͦ，環境保全へ͈具体的̈́活動ͅ繋̦̽

̀いく。地域͈ゴミ拾い活動や植樹活動，環境保全を

訴えͥポスター制作̦̈́̓そͦͅあたͥ。６年生͉，

ȶ地域全体ȷを未来志向́見̾͛直し，次世代へ引̧

継̪べ̧遺産͂し̀，林小学校周辺͈様々̈́地域資源

を見̾͛直し，そ͈価値を発信し̀いく。 

Ȫˏȫȶ地域͈特色を教育資源͂し̀開発すͥ工夫ȷͅ対

すͥ取組 

  ӱ連携すͥ機関を広̬ͥ 

   林小学校周辺͈地域͉ͅ，ま̺ま̺教材化さͦ̀い̈́

い資源̦あͥ。例え͊，学区͈西側ͅあͥȶ三ヶ島工業

団地ȷ́あͥ。中小͈企業̦十数社所属し̀いͥ団地́

あ̦ͥ，世界有数͈技術を誇ͥ企業͜あͥ。工業団地͈

理事長͂校長̦，林神社͈祭礼́同席した͈を機ͅ，連

携͈可能性̦広̦̽̀いͥ。ȶ雑木林ȷ͜，歴代ＰＴＡ会

長ͅ相談すͥこ͂́，ͤ͢目的̥̈́ͅう雑木林を紹介し

̀いた̺い̀いͥ。校長͈積極的̈́支援̦教育活動͈可

能性を広̬ͥこ͂ͅ繋̦ͥ。また，今年度，三ヶ島地域

包括センター͂連携すͥこ͂́，４年生を対象ͅȶ認知

症サポーターȷ͈ 活動̦行わͦͥ予定́あͥ。ȶ福祉教育ȷ

͈内容̦，さͣͅ充実さͦͥこ̦͂期待さͦͥ。連携先

を広̬ͥ努力̦新しい活動，新しい人͈̥̥͂わͤへ͂

繋̦ͥ。 

   Ӳ既存͈活動ͅ児童を̥̥わͣせͥ 

   本校 PTA͉，毎月一回アルミ缶回収を行̽̀い̦ͥ，

そこͅ，児童を関わͣせͥ。全市的ͅ年間ˎ回行わͦ̀

いͥ地域清掃活動͜，学習͈発展͈場͂し̀位置付け参

加させͥ。 

６ まとめ 

環境教育等͉，学校͈教育活動全体を̤͂し̀行う͈͜

́あͥ。本校͈環境教育等を推進すͥた͉͛ͅ，ȶ総合的

̈́学習͈時間ȷを軸ͅした教育活動を充実させͥ͂͂͜ͅ，

日常͈教育活動や家庭・地域͈͂連携を広̬̀いくこ̦͂

重要́あͥ͂考えͥ。地域͈͂円滑̈́連携͈実現͉ͅ，校

長͈果たす役割͉大̧い。 

充実した活動̦，環境や福祉ͅ対すͥ豊̥̈́感性͂主体

的̈́実践力を育̺ͭ時，本校͈最大͈課題́あͥ学力͂自

己有用感͈向上͜育ま͈ͦͥ͂͜信̲̀いͥ。 
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Ȭ研究領域ȭ  Ⅴ 教育課題   

第１３分科会  連携・接続 

Ȭ研究課題ȭ  家庭・地域等と͈連携͈と異校種間͈接続͈推進 

Ȭ視点ȭ             ① 家庭・地域等と連携̱た開かれた学校づくり͈推進 

                   提案者  飯能市立西川小学校長  佐  國     勝 

１ ͉じめに 

 現在，我̦国͉世界初͈超高齢化社会を迎え，様々̈́課題

ͅ直面し̀いͥ。͂ͤわけ人口減少͂少子化，消滅可能性都

市̈́̓飯能市̤ͅい̀͜課題͈一̾͂̈́̽̀いͥ。子̓͜た

ちを̪͛ͥ問題͂し͉̀，青少年͈犯罪，い̲͛や不登校̈́

̦̓見ͣͦ，そ͈背景͉ͅ家庭͈教育力͈低下͂共ͅ地域ͅ

̤け̦͈ͥ̾̈́ͤ希薄化等̦指摘さͦ̀いͥ。 

 飯能市͉，埼玉県͈南西部ͅ位置し，県内 3番目͈広さ́，

地形͉山地，丘陵地，台地ͅ分̥ͦͥ。都心̥ͣ約 50ｋｍ圏

内ͅ位置し，交通アクセス͜良好̈́環境ͅあ̦ͤ̈́ͣ，緑͂

清流͂いう自然ͅ恵まͦた場所̦あͤ，小学校 14 校͜地域

ͤ͢ͅそ̸ͦͦͅ特徴̦見ͣͦͥ。 

ˎ 研究͈͇らい 

飯能市͉́，地域͈実情ͅ合わせ̀，学校応援団を組織し，

地域̥͈ͣ理解や協力，支援を得̺ͥけ́̈́く，地域ͅ貢献

すͥ学校͂し̀，継続的，双方向的̈́連携を推進し̀いͥ。

本研究͉́，飯能市͈学校応援団̾ͅい͈̀アンケートや事

例̥ͣ，学校͂地域͈͂連携͈現状を共通理解し，校長͈果

たすべ̧役割͂指導性͈あͤ方を明̥ͣͅし̀いく。 

３ 研究͈内容 

Ȫˍȫ飯能市͈学校・地域等͈連携͈現状̾ͅい̀ 

 市内 14 校͈小学校へ͈アンケート結果ȪH.27.2.1 現在ȫ

̥ͣ現状を知ͥ。 

 ӱ ȶ学校応援コーディネーターȷ̦いͥこ͂̽̀͢ͅ，̓ 

   ͈͢う̈́効果̦あͥ͂考え̥ͣͦͥ。 

 ・地域ͅ通̲̀い͈ͥ́，ボランティア͈͂調整̦ͤ͢円 

  滑ͅ行わͦ̀いͥ。              100%                             

・教職員͈多く̦異動した場合や活動͈中心メンバー̦い 

  ̈́く̈́̽た場合͜ͅコーディネーター̦調整す͈ͥ́，

学校応援団͈活動̦継続的ͅ行えͥ。 71% 

Ӳ 学校応援団͈活動内容͂実施回数̾ͅい̀ 

    ・学習活動  467回 

    ・安心安全 2,310回 

    ・環境整備 151回 

    ・体験活動     99回 

       ・部活動等 101回 

    ・生徒指導 2回 

    ・学校フ͹ーム 62回 

    ・そ͈他 22回 

＜主̈́学習活動支援＞ 

・郷土芸能や伝統行事，昔遊び͈指導者 

・読͙聞̥せ  ・農業体験活動支援 

・授業ゲストティーチャー 

＜主̈́安心・安全確保へ͈支援＞ 

・登下校時͈児童生徒へ͈付̧添いや安全確保 

・あいさ̾運動や声̥け運動  

ӳ 地域人材活用͈成果͂し̀考えͣͦͥこ͉͂何̥。 

  ・児童͈多様̈́体験や経験͈増加        86% 

・児童͈意欲化                71% 

  ・専門的̈́知識や技術͈活用ͥ͢ͅ興味・関心͈高まͤ 

                                   71％ 

  ・交流ͤ͢ͅあいさ̾をす͈ͥ̈́̓ȶ社会性ȷ͈育成 

                                  57% 

  ・授業͈質͈向上                   50% 

  ・教師͈ȶ地域人材ȷ活用͈͢さ͈理解        50% 

Ӵ 学校͂家庭・地域͈͂連携͈成果͂し̀考えͣͦͥ

こ͉͂何̥。 

  ・連帯感̦高まͥ                  93%  
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  ・保護者や地域͈学校へ͈信頼             79% 

  ・応援団͈方々͈生̧̦いやや̦ͤい          71% 

  ・教師̦子̓͜を地域̪͙ͥ́育̀̀いͥ͂いう意識を

̾͜                           57% 

Ȫˎȫ各校͈推進的̈́取組͈具体例 

ӱ 地域͈力を学校ͅ，多彩̈́体験授業や自治会͂連動

した活動͈実施 ～双柳小学校～ 

＜活動͈概要＞ 

自治会͈推薦ͅ基̿い̀コーディネーターを 

選任したͤ，コーディネーター会議を毎月行̽たͤすͥ

こ͂́，学校͂地域͈連携を円滑ͅし̀いͥ。 

＜成果̾ͅい̀＞ 

  転入職員͜早く地域̲̈́͛ͅ，児童͂共ͅ地域を愛す

ͥ心̦育̾。また，応援団̥͉ͣ学校へ͈支援を通し̀，

児童̥ͣ生̧̦いや達成感をͣ̽̀͜い͈ͥ͂声̦あ

ͤ，双方向͈連携̧̦́̀いͥ。  

Ӳ 地域ͅ根̰した活動́ふͥさ͂を愛すͥ心を͉̪

く͙，地域͂深い連携を深͛，共ͅ教育活動を行う。

～西川小学校～ 

＜活動͈概要＞ 

総合的̈́学習を中心ͅ地域͈文化や地域͈人々͈様

子̾ͅい̀，学校応援団͈方々をゲストティーチャーͅ

迎え学習すͥ。そͦを͂͜ͅ，地域を見̾͛直し，ȶ西

川子̓͜文化ま̾ͤȷ́保護者・地域ͅ発表すͥ。 

 

＜成果̾ͅい̀＞ 

   教師͜地域を見̾͛ͥこ͂́，

地域͈͢さを知ͤ，地域͂共ͅ

児童を育̀̀いこう͂いう意欲

̦大いͅわく。また，地域͈方々

͉，少̈́い人数̦̈́ͣ͜全力を

出し̀いͥ児童͈姿を見̀，元

気をͣ͜う̈́̓，双方向͈連携̧̦́̀いͥ。 

  ː 考察 

   飯能市͉，児童数̦ 600人を超えͥ学校͜あͦ͊，30

人ͅ満た̈́い完全複式͈学校͜あͥ。そ͈全学校ͅ設置

さͦ̀いͥ学校応援団を活用した教育活動͉，そ͈学校

͈特色あͥ教育活動͈一̾͂̈́̽̀いͥ͂こ̦ͧ多い。

大規模校͉́，地域ͅ多種多様̈́考え̦あͥた͛，学校

応援団͈̈́̓組織を活用すͥこ͂́，地域全体ͅ学校経

営方針を浸透させ，組織的̈́活動を進͛̀いく。小規模

校͉́，機動性を生̥し̀，地域ͅ出向̧，学校͈元気

を地域ͅ発信し̀いく。そし̀，教職員̦，学校経営方

針͈͂͜，学校応援団組織を活用し，地域ͅ入ͤ込͙，

溶け込͙̦̈́ͣ，児童ͅ合̽た教育活動を展開すͥ学校

経営̬̾̈́̀ͅい̧たい͈́͜あͥ。 

ˑ 研究͈まとめ 

飯能市͈教育目標͉ȶ地域を愛し，夢や希望を͜ち明

ͥく元気ͅ学び実践すͥ人̿くͤȷ́あͥ。学校応援団

͈活用͉，まさͅこ͈目標͈具現化́あͤ，校長͈使命

́あͥ。地域͂͂͜ͅふͥさ͂ͅ対すͥ愛情を深͛，ȶこ

͈地́子供を育̀たい。ȷȶこ͈学校ͅ通わせたい。ȷ͂

いう学校̿く̦ͤ人口減少ͅ歯止͛を̥け，地域活性化

̦͈̾̈́ͥ͂͜͜ͅ考えͥ。今後͜飯能市小学校長会́

͉，家庭・地域͂連携した学校̿くͤを行̽̀いく。 
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１ ͉じめに 

 今日，児童生徒を取ͤ巻く社会的環境̦変化すͥ中，

学校͉́い̲͛や不登校，学習意欲͈低下͈̈́̓課題

̦指摘さͦ̀いͥ。平成 17年中教審答申́ȶ学校種間

͈連携・接続を改善すͥ仕組̾ͅい̀，十分検討すͥ

必要̦あͥ。ȷ͈͂提言̦̈́さͦた。また，平成 19 年

ͅ改正さͦた学校教育法͉́，新たͅ義務教育９年間

͈́目標̦定͛ͣͦた。 

 こ͈ͦͣ背景を受け̀，川里中学校区４校͉́，異

校(園)種間͈連携ͥ͢ͅ保・小・中͈滑̥ͣ̈́接続͢ͅ

ͥ小ˍプロブレム͂中ˍΆャップ͈解消及び学力͈向

上を̰͛し̀，小中一貫教育を推進し̧̀た。 

 

ˎ 川里中学校区͈概要 

川里地域͉鴻巣市͈北東部ͅ位置し，星川Ȫ見沼代

用水ȫ，野通川，元荒川̦流ͦͥ自然豊̥̈́農村地帯́

あ̦ͥ，近年͉急速ͅ都市化͈影響を受け̀いͥ。特

産͈花卉͈栽培̦盛ͭ́あͥ。 

ˏ͈̾小学校͉旧川里町ͅ属し，何ͦ͜明治６年を

発祥͂すͥ。ˏ小学校͈児童͉一部を除̧すべ̦̀川

里中学校へ進学すͥ。川里中学校区͈学校͈概要͉左

表͈通ͤ́あͥ。 

平成 26～29年度，

川里中学校区͈４校

̦文部科学省ͤ͢

ȶ英語教育強化地域

拠点事業ȷを委託さ

ͦ̀いͥ。 

 

３ 研究͈概要   

(１) 川里中学校区小中一貫教育͈あゆみ 

Ⱥ平成 23～25年度Ȼ 

埼玉県教委委嘱ȶ小中一貫教育推進モデル事業ȷ 

Ⱥ平成 26年度Ȼ 

 鴻巣市教委ȶ小中一貫教育推進教育モデル中学校区ȷ 

Ⱥ平成 26～29年度Ȼ 

文部科学省委託ȶ英語教育強化地域拠点事業ȷ 

平成 27年度͈小中一貫教育͈推進͉，スクラップ 

＆ビルΡ͈方針͈下，継続し̀いͥ。同時ͅこͦま́

͈研究͈素地を活̥し̀，小中͈系統的̈́英語教育ͅ

͜取ͤ組ͭ́いͥ。キーワーΡ͉，小学校͉́英語教

育͈早期化͂教科化，中学校͉高度化́あͥ。 

(ˎ) 研究͈基本方針Ȫテーマと͇らいȫ 

 

 

 

 

 

 

(３) 取組͈内容 

ӱ 小・中͈連携 

͹ ˏ小学校６年生合同学習会Ⱥ写真ˍȻ 

年ͅˏ回，ˏ小͈６年生̦川里中学校́，小・

中教員Ｔ・Ｔ͈授業を受けͥ。英語͜実施。学級

編制͉ˏ校混成͈ˏクラス。登下校͉，中学生͂

一緒ͅ行う。今年度̥ͣ，中学校͈給食を提供。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          Ⱥ写真ˍȻ 

ィ 運動会・体育祭へ͈相互参加Ⱥ写真ˎȻ 

3小学校６年生͂川里中吹奏楽部̦，そ̸ͦͦ 

相互参加をすͥ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⱥ写真ˎȻ 

 

表―ˍ 川里中学校区(H27) 

校 名   

項目 

児童数 学級数 

屈巣小学校 208名 8学級 

共和小学校 114名 6学級 

広田小学校 216名 9学級 

川里中学校 231名 8学級 

Ȭ研究領域ȭ   Ⅴ 教育課題 

第 13分科会  連携・接続 

Ȭ研究課題ȭ  家庭・地域等と͈連携と異校種間͈接続͈推進 

Ȭ視点ȭ 

②異校種間͈学び͈連続性を重視̱た取組͈推進 

提案者  鴻巣市立屈巣小学校長  笹 尾    徹 
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ͽ 川中イントロダクション 

６年生̦，キャςア教育͈授業͈中́，中学校

生活̾ͅい̀中学生ͅ直接インタビューをすͥ。 

ェ 中学生͈母校͈́あいさ̾運動 

  中学生̦年ͅˍ週間̴̾ˏ回，出身小学校ͅ出

向い̀，小学生ͅあいさ͈̾手本を示す。 

 ォ ６年生͈部活動体験 

第ˏ回目͈合同学習会̧͈͂ͅ，６年生̦希望

すͥ部活動を中学生͂一緒ͅ体験すͥ。              

 カ ４小中学校教職員合同研修会 

主ͅ夏季休業中ͅ開催すͥ。昨年度̥͉ͣ，新

たͅ英語科̾ͅい͈̀研修͜実施し̀いͥ。 

キ そ͈他͈取組 

  ・小中合同の英語科授業研究会 

  ・小中のつな̦ͤのある英語科教育課程の編成  

  ・夏休みの補習での中学生の参加・指導補助 

   ・ȶ川里の子̓もたちˍˌの約束・振ͤ返ͤカードȷ 

  ・９年間を見通した教科系統表の作成ほか 

Ӳ 保・小・中͈連携 

͹ 保・小交流会Ⱥ写真５Ȼ 

保育園児͂ 1年生̦遊びを通し̀交流し，保͂

小͈円滑̈́接続を目指し̀いͥ。 

 

 

 

 

 

 

 

         Ⱥ写真５Ȼ 

ィ そ͈他͈取組 

 ・中学生͈保育園訪問Ȫ社会体験事業ȫ 

 ・保・小・中教職員連絡会 

ӳ 小・中・家庭・地域͈連携 

 ͹ 小中一貫教育推進連絡協議会 

家庭・地域・学校̦一体͂̈́̽̀，川里͈子̓

͜たちを育成すͥ。メンバー͉各校͈校長，教務

主任，ＰＴＡ会長͂学校評議員代表，保育園所長，

担当指導主事́構成すͥ。年ˏ回͈開催。 

ィ 地域͈行事へ͈参加 

̥わさ͂フェスティバルを͉̲͛多く͈地域͈

行事ͅ，児童生徒̦参加・協力をすͥ。  

 ͽ そ͈他͈取組 

  ・年ˏ回͈ȶ小中一貫教育̺ͤ͢ȷ͈発行 

・ȶ小中一貫教育ςーフレットȷ͈作成，配付 

 Ӵ 小・小͈連携 

５年生ˏ校合同林間学校や，ˏ 校合同全学年ȶ計

算＆漢字名人テストȷを実施し̀いͥ。 

(ː) 成果と課題 

ӱ 成果ӱ͂考察 

 

 

 

 

 

 

 

中学校入学前ͅ抱い̀いた中学校生活へ͈不安

͉，ˏ校合同学習会，部活動体験，体育祭へ͈参

加，ˏ校合同林間学校等を体験したこ͂́軽減さ

ͦ，安心し̀中学校へ入学̧́たこ̦͂わ̥ͥ。 

Ӳ 成果Ӳ͂考察 

 

 

 

 

 

 

 

研究ͅ取ͤ組̺ͭ 23年度ͤ͢好結果̦見ͣͦ，

特ͅ毎年 1年生͈不登校͉大変少̈́い。27年度͈

1年生͈不登校͉，˓月 17日現在ゼロ́あͥ。 

ӳ 成果ӳ͂考察Ȫ全国学力・学習状況調査̥ͣȫ 

 

 

 

 

 

 

 

全国平均͂比較し͈̀ˎ年間͈伸びを算出。特 

ͅ国語Ａ͂数学˞́大̧̈́伸び̦͙ͣͦ，小中一 

貫教育推進事業͈成果̦現ͦ̀いͥ。 

Ӵ 課題 

͹ 学校͂家庭・地域̦ͤ͢一体͂̈́̽た連携・協 

力͈た͈͛啓発・広報活動。 

ィ 英語科̤ͅけͥ５年間Ȫ小５～中ˏȫを見通し 

た教育課程͈編成͂系統的̈́指導。 
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